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　獰猛どうもうな顎あぎとが目前に迫り、女神官は「ひゃあっ!?」と悲鳴をあげて茂みへ組み伏された。


「う、あ、あ……っ！」



　とっさに突き出した錫杖しゃくじょうに、がっきと牙きばが食い込む。

　汚らしい唾液が牙から彼女の細面ほそおもてへと滴したたり落ち、怖気おぞけを震わせる。

　怪物──血走った目、異様な巨体の悪魔犬。魔狼ワーグに嚙かまれてはひとたまりもない。


「う、く……くぅ……っ！」



　じりじりと近づいてくる牙を少しでも遠のけようと力を込め、女神官は白い足で虚空こくうを蹴ける。

　魔狼の、女神官の首より太い四肢が華奢きゃしゃな体を踏みしめ、柔らかな肉に爪つめが食い込み出す。


「ぅ、ぁ……っ!?」



　鎖くさり帷子かたびらのおかげで痛痒つうようはない。肺と腹を潰つぶされ、女神官の口から喘あえぐように呼気が漏もれた。

　酸素が足らず、視界がちかちかと明滅する。魔狼の向こうに、暗い森の木々が見える。

　地べたで潰され、もがく姿は補食されるのを待つ獲物のそれで、見るからに無様ぶざまであった。

　しかし女神官は必死だったし、懸命であった。賢明だと言い換えても良い。

　ほんの一手、僅わずかに一瞬をしのげばそれで良いと理解していたからだ。

「ＧＡＲＷ!?」

　次の瞬間、横から蹴り上げられた魔狼がぎゃんと悲鳴をあげて女神官の上から転げ落ちた。

「無事か」

「は……はいっ！」

　女神官がけほこほと咳込せきこみ、呼吸を整えながら見上げた先には、一人の冒険者がいた。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶと。手には中途半端ちゅうとはんぱな長さの剣、小振りな円盾を括くくっている。

「ゴブリンスレイヤーさん、まだ来ます……！」

「わかっている」

「ＧＡＡＷＲＧ!!」

　唸うなり声も高らかに跳ね起き飛びかかってきた魔狼の鼻面はなづらを、彼は盾でしたたかに打ち据えた。

「ふん」

　悲鳴をあげてまたも転げる魔狼へ飛びかかり、喉笛のどぶえへ剣を突き立て、抉えぐり、仕留める。

　息絶えるまで盾で押さえ込んで抵抗を封じ、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと立ち上がった。

「……今ので気づかれたな」

「はい。……たぶん」

「勘が鈍った」

　女神官は彼の言葉に応こたえず、泥と下生したばえを払いながら立ち上がった。

　二人の視線の先には、森の中に不意に現れたかのような洞窟どうくつが、ぽっかりと口を開けている。

　入口にはがらくたと複数種類──恐らくは人のそれも──の骨を組み合わせた、奇怪な塔。

　捨てられた汚物の山の悪臭と、穴から漂う糞尿や性交の臭いが、木々の香りを汚している。

　ゴブリンの巣穴であることは、女神官の目にも明らかだった。

「シャーマンに……番犬も狼ではなく魔狼でしたから、規模は大きそうですね」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは忌々いまいましげに言った。「待ち伏せているな」

　もはや言うまでもない事だろうが、二人の冒険者はゴブリン退治に赴おもむいていた。

　秩序と混沌の勢力による戦いはいつ果てることなく続いている。

　かつて秩序の領域だった場所も、今やどちらともつかぬ中間の世界に過ぎない。

　人々はそこへ村を作り、生活の場を広げようとすれば当然、怪物との遭遇はまま起こり得る。

　一匹二匹のゴブリンであれば、まあ村の若い衆が追い返せるだろう。

　そうして自信をつけた彼らが冒険者になるのも、よくある事だ。

　二つ前の春、女神官もそんな冒険者たちと肩を並べ、初めての冒険に挑んだものだ。

　やはり、ゴブリン退治。

　村の若い衆では手に負えない規模の小鬼、その被害が出れば、それは冒険者の出番となる。

　──もう、三年……ですか。

　女神官は茂みに身を潜めながら、隣にうずくまる彼の兜をそっと見上げた。

　ゴブリンスレイヤーという奇妙な冒険者と行動を共にして、今年の春で三年目になる。

　自分も十七なのだし、少しは成長した──と思うのだけれど、どうだろう。

　──あんまり実感がないのですよね。

　少し苦笑いをした彼女は、両手で錫杖をしっかと握りしめた。

「どうします？」

「さらわれた娘もいたな」と彼は冷静に言った。「燻いぶり出して、数を減らすか」

「わかりました、準備しますね！」

　さっそく頷うなずいた女神官は鞄かばんから冒険者セットを探り、楔くさびと金鎚、綱を一巻き取り出した。

「出かけるときは忘れずに……と」

　ハンカチで口元を覆おおって異臭を防ぐと、彼女はそっと足音を忍ばせて洞窟の入口に寄った。

　そして楔を地面に打つと綱をピンと張って、そろそろと這はうように茂みへと戻る。

　その間にゴブリンスレイヤーは剣を振るって木々の枝を落とし、かき集めていた。

　女神官と入れ違いに巣穴の入口へ向かい、その枝葉を纏まとめてどさりと転がす。

「生木は薪まきには向かんが、煙が出て、良い」

　はい。女神官は笑顔で頷いて、ゴブリンスレイヤーが火打ち石を叩たたくのを見守った。

　火口ほくち箱ばこに入っている油布を焚たき付つけに、ほどなくもうもうと白く煙が立ち上りはじめる。

　無論、これでは自然の風に乗って煙は散るか、悪くすればこちらに流れてひどい目にあう。

　煙でしょぼしょぼする目を瞬またたかせ、女神官は手慣れた様子で錫杖を振りかざした。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》!!」

　天上高くへと魂を接続する直接嘆願により、不可視の力場が奇跡のようにもたらされる。

　敬虔けいけんな信徒を守る《聖壁プロテクション》は、煙の逆流を防ぎ、洞窟の中へとそれを閉じこめる。

　後は煙に巻かれた小鬼たちが飛び出そうとし、罠わなに足を取られて転げたところを、殺す。

　ただそれだけの作業──以前に山砦さんさいでも似たような手を使った。あれは火攻めだったけれど。

「もっとも、煙も奥までは届かん。全滅とはいかんだろう。……人質もいるしな」

　いずれにせよ踏み込まねばならない。ゴブリンスレイヤーは低い声でそう結論づけた。

　女神官は細い指先を唇に当て「ん」と考え込んでから、心配そうに言った。

「他に出入口がないと良いのですけれど……」

「しばらくしたら一回りする。背後には気をつけておけ」

「はい、ちゃんと見ておきますね！」

　もちろんわかっています。得意げに薄い胸を張り、女神官はぎゅっと帽子をかぶりなおした。

　今回は、二人きり。

「勘が鈍った」と彼は言うが、それは他の仲間たちが同行していないせいだろう。

　普段なら妖精弓手エルフの一射で魔狼を仕留め、一党パーティは慎重に巣穴の中に踏み入ったはずだ。

　鉱人道士ドワーフが巣穴の構造を読み解き、裏口の有無や小鬼の採掘の動向を知らせてくれる。

　いざ戦闘となれば蜥蜴僧侶リザードマンがけたたましい怪鳥音と共に爪爪牙尾を振るうだろう。

　こうして二人きりで洞窟に挑めば、どれだけ皆が頼もしいかわかろうものだ。

　──だけど。

　しかし不謹慎と自覚しつつも、女神官の胸中にはどこか喜びがあった。

　なにしろここのところ騒動が多く、彼と二人でゴブリン退治に行く機会はあまりなかったのだ。

　──久しぶり、ですもんね。

　それがなんだかひどく嬉うれしくて、女神官はちらちらと彼の兜へ目を向けてしまう。


「あ──……」



　と、不意に鼻先に、ふわりと甘い香りが漂ってきた。

　そちらへ目を向けると、ぷくりと実った野の葡萄ぶどうが揺れている。

　女神官はそれを見て何と言おうか、指差そうかと迷い、二度三度口を開き掛けた。

「どうした」

　だからゴブリンスレイヤーが不意に兜をこちらに向けたときは、思わず息が詰まった。

「そ、そういえば」

　水を向けられやっと言葉を紡つむいだ女神官は、薄い胸で高鳴る心臓を押さえようと手を当てた。

「今度、早摘みのぶどうで……ぶどう酒をつくるんですよ」

「ぶどう酒」とゴブリンスレイヤーはオウム返しに言った。「地母神の寺院でか」

「はいっ」と女神官は子犬が尻尾しっぽを振るように、何度もこくこくと頭を縦に動かした。

　もうその時には彼の視線は巣穴へ向けられていて、女神官は頰ほおを赤らめたままそれを追った。

「収穫祭の時にも使う御神酒おみきなんです。酒造神様の神殿で作られるほどじゃないですけど」

「そうか」

「そうなんです」と、女神官は努めてさりげない風に言った。

　そしてちらりと横目でゴブリンスレイヤーの様子を窺うかがった。

「……でき上がったら、飲んでいただけます？」

「構わん」ゴブリンスレイヤーは短く言った。「だが、ゴブリンを殺した後だ」

　出てくるぞ。その低い声に、女神官は「はいっ」と力強く答えた。

　唇を引き締めてはいたけれど、その顔には花がほころぶような微笑が浮かんでいた。

　その後、ゴブリンどもがどうなったかについては、今更語るまでもないだろう。

　夏の気配が近づいてきた、暖かな日の事である。





§






「あ、お帰りなさい！」

「お帰りっ！」

　ギルドの扉を開けた二人を待っていたのは、受付嬢と牛飼娘の明るい声だった。

　昼下がりである。冒険者の姿もまばらで、どこか気怠けだるげな空気が漂っている。

　その中へ、ゴブリンスレイヤーはずかずかと踏み込んだ。

　休暇かあるいは二日酔いか、同じく仕事上がりか、ちらほらいる冒険者たちから視線が刺さる。

　が、それも一瞬のことだ。

「よお、戻ってきたのか」

「ああ」

「またゴブリンか？」

「そうだ」

「たまには違うのを受けたらどう？」

「いや」

「あまりあの子に無理させたらダメですよ」

「ああ」

『何か変なの』に対して、次々と気安い声が飛ぶ。

　同じ街を拠点にしていても、だいたい冒険者同士は八割が顔なじみの関係で終わる。

　しかし逆に言えば、どんな大都市であっても顔なじみ程度にはなるということだ。

　特徴的な安っぽい鉄兜を見れば、一声軽口を叩いて挨拶あいさつぐらいはするというもの。

　なにしろこの男、自分から話しかけることは滅多めったにないが、返事だけはするのだ。

　悪い気はしない。

　事実ゴブリンスレイヤーは呼びかけられる声に律儀に応えつつ、真まっ直すぐ受付へと向かった。

「来ていたのか」

　という声は、やはり受付に座っている幼なじみの少女に対して。

「うんっ、配達のお仕事」

　淡々とした低い声だったが、カウンターの牛飼娘は笑顔で頷き、その豊かな胸を反そらした。

　かちゃりと彼女の前に置かれたカップが揺れて、その中でお茶が小さく波打つ。

　それに照れたように「えへへ」と牛飼娘は頰をかき、誤魔化ごまかすように付け加える。

「……の後、ちょっとお茶してました」

「内緒ですよ？」

　サボってはいませんけど。受付嬢が唇の前に指を立てて、娘たち二人はくすくすと笑った。

　冬におきたあの戦いから、早くも数ヶ月が過ぎている。

　一見して牛飼娘の……かつて小鬼に故郷を滅ぼされた村娘の表情に、陰りはない。

　それを見る度たび、ゴブリンスレイヤーは安堵あんどしたように息を吐く。

　受付嬢としても、大事な友人が傷つき、気落ちしている風でないのは嬉しいことだ。

　──一緒にお茶を飲んでお話できる友達は、大事ですものね。

　そしてこほんと咳払せきばらいをした受付嬢は、ちらとゴブリンスレイヤーの背後へ目を向ける。

「お疲れさまでした。お怪我けがはありませんでしたか？」

　ととととっと小走りにゴブリンスレイヤーの後を追っていた女神官が、「はい」と頷いた。

　流石さすがに彼女にかけられる声は、苦笑まじりの同情が多い。

　なにしろまだ幼さの残る──といっても十七になったばかりだ──少女が、全身血塗ちまみれなのだ。

　にもかかわらず女神官は疲労の滲にじんだ顔で、しかし健気けなげに微笑ほほえんでみせる。

「何とか、ですけど」

「ホントに？」

　それを見て……というより、今は赤黒く汚れた白の神官衣に、牛飼娘が顔をしかめた。

「ちゃんと言った方が良いよ？」

　牛飼娘はじろりと半目になって、睨にらむように傍かたわらの彼を見やった。

「彼、言われなきゃわからないから」

　お説教じみた言葉に「む」とゴブリンスレイヤーは唸ったが、しかし反論はしなかった。

　彼は黙り込んだ。それが困った時の癖くせだと知っている牛飼娘は笑いを嚙み殺ころす。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜をそちらへ向けた後、強引ごういんに話題を切り替えた。

「報告をしたい」

「はい、はい。ゴブリン退治ですよね。どうでしたか？」

　受付嬢もまたくすくすと笑いを転がしながら、ペンと紙とを準備して席に座り直す。

　ゴブリンスレイヤーは「ゴブリンがいた」と冒険の子細を皆に述べた。

　それから少し考え「犬もだ」と付け加えた。女神官が苦笑いを浮かべ、おずおずと口を開く。

「魔狼を飼っているゴブリンの巣だったんです。……何とか、なりましたけれど」

「規模は多少大きくなっていたが、変わった点はない」

　彼は女神官に続けてそう言った後、さらにもう一言、面白おもしろくもなさそうな調子で呟つぶやいた。

「ゴブリンどもは、相変わらずだ」

　はい、と頷いて、受付嬢は静かにペンを走らせた。

　ゴブリン退治の依頼が多くなるのは、新人冒険者の登録が増える春先の頃ころだ。

　一部の冒険者は下水道や他の冒険に向かい、ほとんどはゴブリン退治の依頼を受ける。

　そして大半は成功し、少数が失敗して逃げ帰り、ごく一部が帰ってすら来ない。

　別にそれはゴブリン退治に限った話ではない。

　だが、数字として確認できる受付嬢にとっては嫌な季節だ。

　──それでも、今年はマシな方ですよね。

　受付嬢は内心でそう思い、溜息ためいきを胸の内に封じた。

　なにせ極々ごくごく少数とはいえ──訓練場に行って指導を受ける新人が、ちらほらといるのだ。

　かつて冒険者だった女商人の支援、そして多くの冒険者たちの努力のかいあって、だろう。

　──これで、少しは生き延びてくれる方も増えると良いのでしょうけれど。

　微々たるものでも、積もり積もれば大きなものになることを、受付嬢はよく知っている。

　森人エルフでない只人ヒュームに先を考えることは難しいが、踏み出した一歩が道となるとはわかるものだ。

　なにしろ鉱人ドワーフならずとも、道を繫つないでいくことは只人の得意とすることの一つだから。

　──とはいえ……。

　今現在のことだって忘れてはいけない。

　なにせ新人冒険者の登録がもっとも多いのは春先で、そのピークももう過ぎている。

　もう好き好んでゴブリン退治の依頼を受ける者も、いないだろう。

　たった独りを除いて。

「……今年も、ご迷惑をおかけするかと思いますが」

「構わない」

　受付嬢が申し訳なさそうに言った言葉を、半ば遮さえぎるようにゴブリンスレイヤーは言った。

「俺おれの勤めだ」

　断言する彼の隣で、女神官が何ともいえない表情をしていた。

　それをちらりと見た受付嬢は、それ以上何も言うことなく立ち上がった。

　金庫から金袋を取り出し、秤はかりで重さを確かめてから盆に載せた。

　農民たちがかき集めてきた銅貨と、僅かな銀貨。両替した所で重みは変わるまい。

　ゴブリンスレイヤーはそれを受け取ると中身を二分し、半分を女神官へと押しやった。

「報酬だ」

「あ、ありがとうございます！」

　わたわたと慌てて頭を下げた女神官が、鞄の中から可愛かわいらしい刺繡ししゅうのついた財布を取り出す。

　丁寧に硬貨をしまう彼女を横目に、ゴブリンスレイヤーは無造作に金袋を雑囊ざつのうにねじ込んだ。

　そして牛飼娘へとゆっくり兜が巡らされる。

「どうする、帰るか？」

「んー……」と牛飼娘は少し考え込むそぶりを見せて、自分の手指をいじった。

　色々言いたい事がある、という様子だった。

　ゴブリンスレイヤーの鉄兜がじっと彼女を見つめた。

　しかし牛飼娘はそれらの言葉を全部飲み込んだらしく、ふぅっと息を吐く。

「ううん、良いよ」

　彼女は首を横に振り、それからへにゃっとどこか柔らかな微笑みを浮かべて見せた。

「まだ買い物とかあるし。みんな戻ってきてるみたいだから、挨拶してきたら？」

「そうか」と彼は鉄兜を酒場の方へと向けた。「そうしよう」

　牛飼娘は頷き、ぴっと人差し指を彼の鉄兜へと突きつける。

「あと、その子にちゃんと着替えさせてあげること！」

「む……」

　不意に話題にされた当の本人は、ふぇっ!?　と声を漏らして鞄から顔を上げた。

「あ、いえ、わたしは大丈夫ですよ？　ホントに……！」

「いえいえ、やっぱり一度着替えてさっぱりした方が良いと思いますよ？」

　受付嬢がきっぱりと事務的な口調で苦言を呈して、困ったような表情で鉄兜を見やる。

「本当はゴブリンスレイヤーさんにも言いたいのですけれど……」

「いつゴブリンが出てくるかわからんからな」

　そうもいかん。短く断言されてしまえば、溜息を吐つくしかない。

　しかしそう言われた女神官は、自分の袖口そでぐちや襟元えりもとを嗅かいで、情けなく眉まゆを下げた。

「あ、あの、もしかして……臭います？」

　牛飼娘は深刻な顔をして頷いた。情けは無用だし、慈悲はなかった。

「……少し」

「……ですよね」

　ひどくしょぼくれた顔で俯うつむく女神官。それを見て、ゴブリンスレイヤーは深く息を吐いた。

「着替えて来い。俺は先に行って待つ」

「はい……」

　女神官がしょんぼりと席を立ち、とぼとぼと階上の自室に向かって歩き出す。

　その肩を落とした小さな背中を見送った後、ゴブリンスレイヤーもまた立ち上がった。

「では、俺は行く」と彼は言い、それから少し考えて「夕食までには帰る」と言った。

「うん、わかった」

　牛飼娘が笑顔で応じると、彼は来た時と同じ、ずかずかと無造作な足取りで酒場へと向かった。

　彼の仲間──あの奇妙な取り合わせの三人が、今頃いまごろは酒場で昼食を摂とっているだろう。

　もうしばらくすれば着替えた女神官も合流して、騒がしくも楽しい会話が始まるに違いない。

　──どんな話をするのかな、彼は。

　牛飼娘は恐らく自分が決して立ち入る事のできない会話を想像し、緩く首を横に振った。

　考えても詮せんなきことだ。

　そうして二人が立ち去って、しばらく。

　受付嬢は彼の報告をまとめた書類をとんとんと整えて揃そろえ、それから小さく肩を竦すくめた。

「相変わらず、ですよね」

「ええ、ホントに」

　二人の娘は、顔を見合わせて「仕方ないですね」と目線だけで笑い合う。

　それならこちらはこちらで、この二人でしかできない会話をするとしよう。

「お茶、もう一杯いかがです？」

「……いただきます」
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　ゴブリンスレイヤーは「ゴブリンがいた」と冒険の子細を皆に述べた。

　それから少し考えて「犬もだ」と付け加えた。女神官が苦笑いをした。

「魔狼を飼っているゴブリンの巣だったんです。……何とか、なりましたけれど」

「ううむ、それは惜しいことをしましたな」

　チーズへ大口を開けてかじり付いていた蜥蜴僧侶が、咀嚼そしゃくもせず丸飲みにしてから言った。

「拙僧がおりますれば悪魔犬如ごとき、顎を引ひっ剝ぺがし、首を捻ひねって仕留めてくれましたのに」

「蜥蜴人リザードマンはやることが野蛮なのよね」

「何を申される。拙僧らほど文明的な種族はありませぬぞ」

　妖精弓手のつっこみにも平然としたもので、蜥蜴僧侶はちろりと舌で鼻先を舐なめた。

「つーか、野蛮って意味じゃ森人どもも他の奴やつのこた言えんだろ。小枝一本腕一本じゃろ？」

　横合いから鉱人道士に茶々を入れられ、「失礼ね！」と妖精弓手の長耳がぴんと逆立つ。

「それはずーっと昔の決まりよ！　最近なくそうって話になったんだから！」

「お前等の『最近』っていつだい」

「えーっと……んと、あれ？」

　指折り数えた妖精弓手がこてんと首を傾かしげて「いつだっけ」と声を漏らす。

　鉱人道士が肩を竦め、蜥蜴僧侶が愉快そうに目玉を回し、ゴブリンスレイヤーは黙り。

　酒場の円卓──もはや彼らの定位置として二年が経たつその卓に、一党パーティがぐるりと囲んで座る。

　女神官はその目になじんだ光景に、眩まぶしそうに目を細めた。

　冒険者を志した時は、こんな事になろうとは──色々な意味で思いもしなかったが。

　ふと目をよそに向ければ、真新しい装備に身を包んだ冒険者たちの姿もちらほら。

　まだまだぎこちない風に顔をつきあわせて、下水に行くか、薬草取りかと依頼の相談。

「じゃあこの遺跡とかは？　スライムがいたって話だけど」

「いやいや、無理でしょ。這い寄る粘液クリーピングクラッドでもやばいって話だし」

「そっか……。うーん、やっぱ下水かあ……」

　漏れ聞こえるそんな会話に、女神官は気づかれないようそっと頰を緩ゆるめた。

　幾人かは訓練場でも顔を見た記憶がある。上手うまく行けば良い。心からそう願う。

　──何もかも、というわけにはいかないのでしょうけれど……。

　そっと小さな胸の内で印を切って聖句を囁ささやくように唱え、慈悲深い地母神に祈りを捧ささげる。

　祈りし者プレイヤーなればこそ、死が隣り合わせであれ、その冒険の前途に祝福を、だ。

「んでよ、娘ッ子やい」

　不意に鉱人道士から声をかけられ「はいっ」と慌てた女神官は落ちかけた帽子を押さえた。

　髭面ひげづらの鉱人はエールを酒壷から手酌で杯に注そそいでがぶりと呷あおり、げっぷを漏らして言った。

「とりま、地母神の寺院の仕事は終わらしたぞ」

　隣で「やぁね」と妖精弓手が鼻をつまんでぱたぱたしているのも気にせず、もう一口。

　あっという間に杯が飲み干されたのを見て、女神官は酒壷をとって二杯目を酌した。

「ありがとうございました。すみません、お願いしてしまって……」

「なんのなんの」と赤ら顔の鉱人道士は機嫌良く言う。「酒の為なら何のそのだわい」

「こら、鉱人。依頼人にお酌させてるんじゃないわよ」

　すかさず妖精弓手が鋭く言うが、女神官は「いえ」と苦笑し、彼女の杯にも葡萄酒を注ぐ。

「わたしは気にしてません……というか、これぐらいしかできませんから」

「別にこっちだって大したことしてないわよ。葡萄園の警備で何日かっていうだけだったし」

　妖精弓手がちびちびと舐めるように葡萄酒を味わいながら、長耳をひくつかせて言った。

「そりゃあ、竜や何かが出てきたらともかく、イタチとかカラスとか、でしょ？」

「でも信頼できる人にしかお願いできませんし……」

　そう言いながら女神官は、酒を鉄兜の間から流し込んでいるゴブリンスレイヤーを見やった。

「……この人を、放っておくわけにもいきませんでしたから」

　女神官がゴブリンスレイヤーと同行する際、三人へ依頼を出した──というわけではない。

　依頼の仲介、いや、依頼自体はギルドにも出されているから紹介と言った方が良いか。

　あるいは単に代理をお願いしたという意味では依頼なのか──ともかくだ。

　生まれ育った寺院から葡萄園の警備を頼まれ、一方でゴブリン退治の仕事が舞い込んだ。

　悩んだ末に女神官が自らゴブリン退治へ赴くことを諦あきらめなかったのは、彼の影響か否いなか。

「厄介ではあったが、いつもの事だ」

　その当の本人、ゴブリンスレイヤーはといえば、低く唸ってこの一言。

「俺一人で行っても構わなかったが」

「そういうわけにはいきませんっ」

　女神官はぴんと人差し指を立てて、説教めいた口振りで言った。

「一人で行くのは無理とか無茶とか、そういう類たぐいだと思うんです」

「ふむ」

「この間だって、ゴブリンスレイヤーさんはお一人で大変だったって聞きましたよ」

「そうか？」

「そうですよ！」

「そうか」

　まったくもう、と怒ってみせる女神官の顔には、しかし「仕方ない人ですね」という微笑。

　妖精弓手と鉱人道士の言い争いがいつもの事なら、この二人のやりとりだっていつもの事だ。

「しかし、酒造というのは興味深いですな」

　微笑ましいものを見ていた蜥蜴僧侶が、空からになった皿を物欲しげに爪でなぞりつつ言った。

「拙僧らのところでは、泉に葡萄やらが落ちて酒に転じるのを待つばかりでしたが」

「うちだと果物を口で嚙んで……っていうのがあったわね」

　妖精弓手が懐かしさをしみじみと嚙み締しめるように頷く。

「後は私たちも葡萄の実が泉に落ちて、酒気を帯びるまで待ったり……蜂蜜を放っておいたり」

「ま、待ちゃあ良いっつーのは耳長ども向きの酒造りよな」

「鉱人のとこは火酒でしょ？」

「おうともよ」と鉱人道士は得意げに、自身の腹を力強く叩いた。

「蒸留ディスティレーションは錬金術師どももやるが、わしらの道具にゃかなうめえよ」

　鉱人たちの手先の器用さについては、今更改めて語るまでもないだろう。

　森人が弓矢や森の素晴らしさを歌うのと同じように、鉱人たちは絡繰からくりの精度を語るのだ。

　それは彼らにとっての美酒や美食と並ぶもので、鉱人道士は髭ひげをしごいてにかりと笑った。

「今度の新酒も、できあがったら是非とも呑のませてもらいたいもんだの」

「あ、はい。わたしたちが作ったものでよろしければ、ですけれど」

　なにやら頰を赤らめて、照れ照れと女神官はそう言った。

　何が恥ずかしいのかと妖精弓手が問うても、彼女は「いえ」と言葉を濁す。

　ふむ。ゴブリンスレイヤーは鉄兜を傾かたむけ、低く唸った。

「しかし、毎年やっていたか」

「オルクボルグ、まわりのこと気にしなさすぎ」

　妖精弓手が今度はくるりと彼の鉄兜の方を向いて、あきれたように溜息を吐いた。

「で、毎年やってたの？」

「おいこら」

　流石に鉱人道士から半目で睨まれ、妖精弓手は「だって」と長耳を振るった。

「去年は私のふるさとに戻ってたし、一昨年は水の街に行ってたじゃない？」

　言われてみれば、そうなのだった。

　ここ二年、夏なつ頃ごろには外に出張る仕事が続いていて、辺境の街に冒険者たちは滞在していない。

　早摘みの葡萄で作った葡萄酒──言われてみれば、というのも無理からぬことではある。

　問題はこの安っぽい鉄兜の冒険者は、もうこの街で七年目にもなろうか、というところだ。

「気にしていないわけではない」と彼は言い訳がましく言った。「忙しかったからだ」

「ゴブリン退治で……」と女神官は、じっと彼を上目遣うわめづかいに見やる。「ですよね」

「そうだ」

「だと思いました！」

　拗すねたように──本心ではないだろうが──彼女はちょこんと椅子いすに座り、そっぽを向く。

　そしてちらりと横目で彼を見て、唇を尖とがらせた。

「収穫祭の時に振る舞うお酒も、うちで造っているんですよ？」

「そうなのか」

「ええ、まあ、そりゃあ、酒造神様の寺院とかとは比べものにならないですけど……」

　一昨年に執とり行った豊穣祈願の奉納演舞、今思い出しても女神官は羞恥しゅうちで顔が熱くなる。


　あの薄衣一枚の衣装も、そういえば誉めてもらったような──……。



「……ともかく！」と彼女はふるふる顔を振って言った。「約束は忘れないでくださいね」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーが応えたのに満足したのか、女神官はにこにこと自分の杯を手に取った。

　各々おのおのの冒険を終えての打ち上げだ。昼間からとはいえ、多少は皆の気分も緩むというもの。

　慣れ親しんだ街の料理を楽しみ、酒を飲み、仲間と語らう時間のなんと心地良いことか。

「ああ、女給殿！」

　蜥蜴僧侶が床を尾で叩いて呼ばわったのは、ずいぶんと皆ができ上がった後のこと。

「はーい！」

　ぱたぱたと獣耳獣手の女給が駆け寄ってきて、蜥蜴僧侶はうむ、と重々しく頷いた。

「チーズをもう一皿。例の、ほれ、何と言いましたかな。巾着になっているものを」

「ああ、クリームをチーズで包んだ奴ね」と獣耳を揺らして彼女はくすくす笑った。

「じゃ、ちょっとおまけして持ってきたげますよ！」

「おお、なんともはや！」

　感嘆の声と奇怪な手つきの合掌で拝まれ、獣人女給は「よしてくださいよ」と手を振った。

「して、小鬼殺し殿」

　そしてぱたぱた駆けていく彼女を見送り、蜥蜴僧侶はさして深刻そうでもない口調で言った。

「葡萄園の外れに小さい足跡がいくつか。どう思われる？」

「ゴブリンだ」と即答であった。「あったのか」

「恐らく」と蜥蜴僧侶は長首を巡らせた。

「悪童の類かとも思いまするが、断言できませんでな」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、葡萄酒ではなく水を杯に注ぐと、がぶりと呷った。

「他の奴には話したのか」

「寺院の者と、術士殿には」

　蜥蜴僧侶は言葉少なにそう言って、妖精弓手と会話に花咲かせている女神官を見やった。

　妖精弓手が年頃としごろかどうかはともかく、女神官は十六、七の娘らしい表情だ。

　地母神の寺院は、孤児として育ったという彼女の生家であると聞く。

「杞憂きゆうであれば、ことさらに心配させる必要もありませぬ」

「わかった」

　ゴブリンスレイヤーは、いっさい迷うことなく頷いた。

「俺が見る」

　蜥蜴僧侶は頷いた。そして、それきりこの話題を持ち出そうとはしなかった。

「はーいお待ちどうさまー！」

　獣人女給がごとりと目の前にチーズがいくつも盛られた皿を置いて行く。

　巾着状に誂あつらえられたチーズは、中につまったクリームでぷくりと膨ふくらんでいる。

　蜥蜴僧侶はその一つを丸呑まるのみするように放り込み、一声叫んだ。

「おお、甘露！」
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　翌日は、朝から土砂降りの雨だった。

　空は鉛なまり色で、雨粒が容赦なく屋根と窓を叩いて弾はじけ、雨樋あまどいからはばたばたと音が響く。

「ねー、雨降ってるよ。ホントに出掛けるの？」

　窓枠にもたれるようにして外を見ていた牛飼娘が、ひょいと肩越しに振り返っていった。

　傍そばに吊つるしてある鳥籠の中では金糸雀カナリアが小さな声で、主人に同意するようにさえずっている。

「ああ」

　彼は短く応じ、手早く装備の点検を済ませていく。

　鎧兜籠手こて具足。固定してあるベルトと留め具を検あらため、緩みがないことを確かめる。

　なにしろ彼の日課は毎朝の見回りで、この雨の中それをやったものだから既にずぶ濡ぬれだった。

　念のために一度拭ふいて、また油を塗り、着直すとなると相応の手間がかかる。

　もちろん安物の武具だ。きちんと身につけたところで、どれほど違いがあるかはわからない。

　が、その安物の武具のおかげで何度命を拾ったことか。手を抜くべき箇所ではない。

　彼からそう聞いているため、牛飼娘は黙々と進められる作業に口を挟む気はなかった。

　しかし、それにしたってこの天気である。

「明日にした方がよくない？　それか、もう少ししたら止むかも」

「いや」

　気遣う声にも取り付く島がなく、牛飼娘は「もう」と牛のように不満を漏らした。

　──ガンコなんだから、まったく。

　仕事かと聞けばそうではないという。

　どうしても今日でなきゃダメなのかと聞けば急ぎだという。

　牛飼娘はいくつか説得の言葉を考えたが、溜息ためいきと引き替えにそれを豊かな胸の内にしまった。


　彼の考えを変えさせることがどれほど難しいか、なんて──……。



　──そりゃあもう重々わかってますとも。

「じゃあ、ちょっと待って。お弁当とかそういうの用意するから」

「……む」

　ぱっと切り替えてそう言うと、彼は低い声で唸り、作業の手を止めた。

　牛飼娘は窓枠からすっと離れると、下から覗のぞき込むようにして彼の鉄兜を見やる。

「それとも、それくらいも待てない？」

「……いや」

　彼は観念したように息を吐き、ゆっくりとその鉄兜を左右に振った。

「頼む」

「はい、頼まれました」

　意図せず弾はずむような声が出た。牛飼娘はそれを誤魔化すようにくるりと回り、台所へ向かう。

　──とはいえ。

　あまり手間暇かけてこしらえる時間はないだろう。

　ひっかけてあった前掛けを牛飼娘はひょいと身につけ、腰の後ろで紐ひもを結びながら思案する。

「ま、サンドイッチだよねえ」

　料理といえるほどのものでもないけれど、急ぐ時はこれに限るのだ。

　焼いたパンを皿代わりにして料理を載せ振る舞うのは、いつから始まったかもわからない。

　それにパンを重ねて持ちやすくして食べるのだって、やはりずっと昔から行われてきた事だ。

　今日はこの雨だ。街が持つパン釜──パン職人のギルドからパンを買っては来れない。

　とはいえ戸棚の中にはこういう時のためのパンが余分に置いてあるものだ。

「焼きたてとはいかないけど、ね」

　堅く焼きしめた黒パンを指でつついてから取り出し、薄く切って、バターをたっぷりと塗る。

　その上にやはり塊から薄く切りとったチーズを乗せて、さて。

　──ホントは卵を乗せたいけど……。

　生憎あいにくの雨だ。きっと鶏も卵を産んではいないだろう。毎日たっぷり取れるものではない。

　滋養たっぷりだから是非食べてもらいたいのだけれど、炒いっている時間もないことだし……。

　──ま、そこは他で補っちゃおう！

　牛飼娘はさっさと諦め、豚の塩漬肉を薄く二、三枚スライスしてチーズの上に重ねた。

「あーとーはー……」

　これだけだと少し寂さびしい。

　さっと貯蔵庫の中を眺めて、乾燥させたハーブを少し、それから酢漬けの瓶びんを取り出す。

　味と見た目の彩いろどりというにはささやかだが、味気とは良くいったもので、大事なものだ。

「～♪」

　簡素とはいえ料理は料理。作るのは楽しいし、鼻歌の一つも出ようもの。

　牛飼娘は手際よく酢漬けの野菜を刻み、ハーブを千切って、それを肉の上に適当に散らした。

　後はもう一枚、バタ付きパンを重ねて完成だ。

　よしっと息を吐いた牛飼娘はいくつか作ったサンドイッチを三つに分け、布巾でしっかり包む。


　最後に水で薄めた葡萄酒を瓶に入れて用意すれば──……。



「でーきたっ！」

「おい」

「ひゃあっ!?」

　不意にかけられた声に思わず飛び上がって驚いた牛飼娘は、その胸元むなもとを押さえて振り返る。

　勝手口から入ってきたのだろう。雨具から水を滴らせ、目をまん丸にして驚いた伯父の姿。

「お、伯父さんか。びっくりしたぁ……」

　牛飼娘はその豊かな胸をほっと撫なで下ろし「どうだった？」と問うた。

「雨、やみそう？」

「今日はダメだろう」と伯父は渋い顔だ。「牛は外に出せん。風が強くならなきゃ良いが」

「そっか……」

　牛飼娘も眉をひそめ、そっと窓から外の様子を窺った。

　なるほど確かに、雨足は強くなるばかりだ。

　空は暗く、雷電竜がぐるぐると喉のどを鳴らす音も聞こえる。嵐の後に夏は来るというけれど。

「まあ、仕方ないよね」

　天気のことばかりは、いくら気にしても変わるものではない。神々の骰子次第だ。

　牛飼娘は弁当の包みを取り上げ「これ、お弁当」と言って伯父に差し出した。

「ああ、すまんな」

　伯父は弁当を大事そうに受け取り、腰の後ろへとしっかり結わえ、外套がいとうの内にしまった。

　そしてちらりと台所に残るあと二つの弁当を見やり、僅かに顔をしかめた。

「……奴も出掛けるのか」

「あ、うん」と牛飼娘は頷いた。「冒険じゃないみたいだけど」

「ご苦労なことだ……」

　溜息混じりに呟かれた言葉には、どこか棘とげが混じっていて、牛飼娘は顔を俯かせた。

　伯父はそんな彼女の姿をしばし黙って眺めていたが、やがて根負けしたように息を吐いた。

「……昔、私が使っていた雨除けの外套があったろう」

　え？　牛飼娘が顔を上げると、やはり伯父は渋い顔をしたまま、ぶっきらぼうに声を発した。

「貸してやれ」

「……良いの？」

「体が資本の商売だろう」と伯父は疲れた口調で言った。「風邪かぜでも引かれたら、かなわん」

「あ、うん……！」

　牛飼娘は大きく頷き、ぱあっと顔を輝かせた。

「伯父さん、ありがとう！」

　台所を飛び出した彼女は、食堂で素直に待っている彼に手を振り、伯父の寝室に向かう。

　壁の釘くぎに吊してある古びた革の外套。継ぎ当てもされているが、頑丈さは確かなものだ。

　それを摑つかんで取って返すと、伯父は照れ臭かったのかもうおらず、椅子に座った彼だけ。

　牛飼娘は僅かに唇を尖らせた後、台所の弁当と合わせ、その外套を彼へ差し出した。

「はい、これ！」

　彼は面食らったように──といっても表情はわからないが──押し黙り、短い声で問うた。

「これは？」

「伯父さんが貸してくれるって」

　あとでお礼言ってね。牛飼娘がそう伝えると、彼は「む」と低い声を漏らす。

「俺も外套は持っているが……」と少し呟いたが、最後には素直に頷いた。「わかった」

　伯父は彼より体格が良い。伯父がもう少し若い頃なら尚更なおさらだ。

　フード付きの外套は少し大きめで、彼が包くるまってもまだ余裕がありそうだった。

　古く、乾いていて、革が少しひび割れている箇所もあったけれど、機能に問題はないだろう。

　むしろ下手に真新しい外套を用意するよりは、こちらの方が良いというものだ。

「わ、ちゃんと入るね」

　鎧兜の分少し心配だったけれど。牛飼娘は両手をぱんと合わせて喜んだ。

　そして彼が大事そうに抱えた弁当を腰の雑囊の隣に結わえるのを見て、柔らかく目を細めた。

「じゃ、気をつけて。雨もだけど、足下とかぬかるんでるし」

「ああ」

　彼は短く頷いた。そして手足を動かして具合を確かめると、ずかずかと戸口へ向かう。

　ドアに手をかけた彼は、その扉を開く前に鉄兜を彼女の方へと巡らせた。

「夜には、戻る」

　うん。牛飼娘は、にこりと笑顔を浮かべて頷いた。

「待ってるよ」

　そしてドアが開き、彼が雨粒の向こうに姿を消し、ドアが閉まる。

　牛飼娘は「うん」と小さく頷いて、いつも通りの日常へと戻っていった。
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　濡れそぼっていく外套を何とか細い肩に引き寄せながら、女神官は憂鬱ゆううつそうに空を見上げた。

　明け方から降り続いている雨は勢いを増して、大粒の雨が容赦なく彼女を打ち据えていく。

　帽子からは大粒の雫しずくが垂れるし、外套はとっくに限界で、染しみた水で服も濡れそぼっている。

　夏も間近だというのに熱を奪われた体はひどく寒く、口から吐く息が白く煙った。

　街の門にすり寄るようにして庇ひさしに身を隠そうと無駄な努力を続けること、しばし。

　雨で塗ぬり潰された景色の隙間すきまに、滲むような人影。

　それを認めて、女神官の顔にぱっと雲間から現れる太陽のように笑みが浮かんだ。

「ゴブリンスレイヤーさん、おはようございますっ！」

「ああ」と分厚い革の外套を纏った彼は頷いた。「すまん。遅くなった」

「いえ、ちょっと早く来てしまっただけですから……」

「そうか」

　はい、と元気が蘇よみがえった女神官はにこにこと頷いて、先導するように歩き出した。

　なにしろだ。ゴブリンゴブリン言っているこの人が、葡萄園に興味を持ってくれた。

　それも自分の生家、地母神の寺院の！

　心が浮き立たないほうがおかしく、女神官は水たまりを踏むのさえ楽しい足取りだった。

　女神官は寺院までの道のりを歩きながら、くるりと振り返って彼の鉄兜を見上げた。

「そ、それにしても、どうして急に葡萄園を……」

　何故だか上擦うわずる声を無理矢理に抑え、平坦へいたんな声を出そうと努める。

「あ」と彼女は両手を打ち「もしかして、ぶどう酒のお約束をしたからですか？」

「いや」

　言い掛けたゴブリンスレイヤーは、少し考え、低く唸った。

「……まあ、そうだ」

「そうでしたか。……ふふっ」

　独り合点した彼女は「そうですか」と嬉しさから何度も繰り返しつつ、足を進めた。

　町中には石畳も敷いてあるとはいえ、一歩門の外に出れば土の道だ。

　雨が降れば泥濘ぬかるみ、粘つく泥が足に絡からまり、跳ねて長靴や服の裾すそへと飛沫しぶきが散った。

　白い長靴を汚す泥が妙に艶なまめかしく思え、はしたなさに女神官は目を伏せる。

　居心地悪げに足指を動かすと、長靴に染みた水が指の股でちゃぷちゃぷと音を立てた。

　──後で洗って、干して乾かさないといけませんね……。

　洗濯の手間暇を惜しむつもりはない、むしろ好ましい作業ではある。

　ただ今の自分があまりにもみっともないのではないかと思うと、彼女の頰に熱が上った。


　寒い中で、しかし決してありがたくはない熱だったけれど──……。



「……入るか？」

「ふぇっ？」

　その不意打ち気味の問いかけの意味を解した後は、さらにその熱も強まっていた。

　見ればゴブリンスレイヤーの外套は、古びてはいるけれどかなり大きめだ。

　小柄な女神官であれば、一緒に入ることも十分可能だろう。


　流石に頭からすっぽりとはいかないが、肩を包まるようには──……。



「い、いえ、せ、せっかくですけど、遠慮します。その……」

　そうして彼と同じ外套に入っている自分を想像し、女神官は慌ててわたわたと手を振った。

　ふるりと顔を横に振ると、湿って重たくなった金髪から水滴が僅かに散る。

「わ、わたしもう、濡れちゃってますから」

「そうか」

　そう言って頷くと、ゴブリンスレイヤーはまたしても黙り込んだ。

　それは彼のいつもの態度で、何ら他意はないもので、女神官は何とも言えず俯いた。


　意識しすぎといえばそれまでだ。しかし、その、どうにも──……。



　──そんな風にして、寺院へ戻るのは……。

　恥ずかしい、のだ。そう、一言で説明すればそうなる。

　実母はもちろん血の繫がった家族の顔さえ知らない彼女にとって、寺院は家だ。

　そこで勤めをはたしている神官たちは母であり、姉であり、そして妹たちでもある。

　彼女たちにいくら同じ一党パーティとはいえ、男性と一つ外套に包まっている姿を見せるのは……。

　──うん、そうです。そうですとも！

　ただでさえ冒険者となったことで心配もかけているのだ。変な懸念けねんは持たれたくない。

　薄い胸の内、早鐘のように鳴る心臓と僅かな後悔にそう言い訳して、彼女は先を急いだ。

　街から寺院はそう離れているわけではない。

　雨を泳ぐように進むと、ほどなく寺院──法の神殿と比べるべくもないが──が滲んでくる。

　そしてその前に立つ、見慣れた三つの人影も。

「すみません、遅くなりました……！」

「あ、来た来た！　オルクボルグ、おそーい！」

　外套もフードもびしょ濡れなのに、それを楽しむ子供のように妖精弓手が飛び跳ねている。

　その度に振り回す手や髪から水飛沫が散るが、彼女はおかまいなしだ。

　水浴びでもするように心地よさげに目を細めて、雨の中で踊りだしそうにも見える。

「金床め。錆さびねえからって良い気なもんだわい」

「雨は天からの恵みだもの。鉱人は土の下にこもってるからわかんないのよ」

「ったく……」

　油紙を貼はった赤錆色の傘を手にしていた鉱人道士が、その隣で深々と息を吐く。

　大事な触媒の詰まった鞄を腹の前で抱え、雨に濡れないように苦心している有様ありさまだ。

　女神官はしげしげと改めてその傘を眺めて、ほぅ、と憧あこがれの入り交じった息を漏らした。

「やっぱり、傘って良いですね……」

「ま、冒険ン時は手がふさがっちまうけんどな。こっちじゃ傘は値が張るんだっけか」

「はい、ちょっと贅沢ぜいたくになってしまいますね」

　ふぅん。女神官の言葉を聞いて、妖精弓手が息を漏らした。

「あんなの私が子供の頃からあるのに、進歩してないじゃないの」

「てめえら森人は葉っぱ使うんだろが。一緒にすんない」

　なにおう！　妖精弓手が食ってかかり、喧々けんけん囂々ごうごう、いつものやりとり。

　その横で蜥蜴僧侶が無言のまま、目を細めて雨粒を受けている。

　それに気がついたゴブリンスレイヤーが「雨だな」と短く言った。

「うむ。まあ、時節が悪うございましたな」と蜥蜴僧侶は低い声で応じる。

「これでは、何ともはや。痕跡も消えてしまいましょうや」

「連中も来まい」とゴブリンスレイヤーも短く言った。「少なくとも今日はな」

　それは雨音に消えてしまうほどに小さな声でのやりとりで、女神官には聞こえなかった。

　聞き取れるとすれば妖精弓手だろうが、彼女は長耳を逆立てて口喧嘩の真っ最中。

　となればそれは鉱人道士が気を利きかせた結果かもしれないが、やはり女神官にはわからない。

　そもそも彼女は男たち三人の行っている配慮について、何も知らないのだ。

　だから彼女が聞けたのは、そこから続くやりとりだ。

「使うか」

　ゴブリンスレイヤーが短く言って、自分の体を覆う外套を指し示したのだ。

　流石に二人でとはいかないが、蜥蜴人の巨体に纏っても良い具合の大きさである。

　雨粒の冷たさを目を閉じて耐えていた蜥蜴僧侶は、ぐるりと両目を回して見せた。

「はははは、郷里でも雨、湿気は多うございましたが、冷たい雨はどうにも敵かないませぬな」

　されど。彼はそう言って奇怪な手つきで合掌をし、ゴブリンスレイヤーの動きを制した。

「せっかくの品だ。それは小鬼殺し殿が使うがよろしかろうよ」

「そうか」

　耳ざとくそれを聞きつけた妖精弓手が、早速「見せて！」と首を突っ込んでくる。

　彼女は雨音を心地よく聞く長耳を揺らし、手を伸ばして外套の裾をつまんだ。

「へぇー。なにこれ、新しい奴？　古いけど」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「古いが、良い品だ」

「ほう？　どんれ、わしにも見せてみぃ」

　こういうことは森人にゃわからんからな。短い呟きに、妖精弓手がふんと鼻息を鳴らす。

　鉱人の太く短い指が素早く外套の縫い目をたどり、ほどなく彼は「ほう」と声を漏らした。

「頑丈だの。見栄えはともかく、しっかりした造りだわい。悪かないな」

「そうだろう」とゴブリンスレイヤーは繰り返し頷いた。「そうだとも」

「……」

　一人離れたところで見守っていた女神官は、何故だか知らないが、溜息を吐きたくなった。

　先ほどの胸の高鳴りが、なんだか妙にもやもやしたものに変わったせいだろう。

　なにしろ──真新しい雨具を自慢する子供のように見えて、ならなかったのだ。
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「ああ、やっときた！　ほら、ぼさっとしてないで手伝って！」

　太陽を思わせる快活かいかつな女性の声が、雨を貫いて飛んできたのは、その時だった。

「あ、はいっ！　先輩、今参ります……！」

　女神官がぱっと顔を上げたのに合わせ、ばしゃばしゃと水音を立てて近づいてくる人影。

　仕事にいそしんだ証あかしとして汚れた神官衣の上に、水の滴る厚手の外套を羽織はおった姿。

　女神官の言うように、同じく地母神に仕つかえる者なのは装束しょうぞくでわかる──が……。

「……ふむ」

　思わずゴブリンスレイヤーが低く唸ったのも無理はない。

　日焼けした葡萄のような褐色の肌、帽子からこぼれる波打った豊かな黒髪。

　エメラルドに似た緑眼とあわせて──異国の者だと、一目でわかる女性だった。

　只人といって一括りにされているが、その中には多種多様な人々が含まれている。


　彼女の場合は恐らく、西方辺境を放浪する、山の彼方かなたから現れたという民──……。



「へえ、あなたがうちの子ンとこの頭目リーダーだね」

　まだ若い──女神官の一つ二つ年上か──尼僧にそうは、にかりと笑って豊かな胸元を反らした。

「まあ話は後！　すぐにやってもらわないと、葡萄がダメになっちゃうからね！」

　女神官とは似ても似つかぬ蓮はすっ葉ぱな口調で、彼女は颯爽さっそうと雨の中を走りだしていく。

　向かう先は葡萄園だろう。後を追いながら、ゴブリンスレイヤーは女神官をちらりと見た。

「先輩なんです」と彼女は小さい声で言って、柔らかく笑った。「すごい人なんですよ」

「昨日も会ったけど、びっくりよね」

　妖精弓手がくすくすと鈴を転がすように喉奥で笑った。

「あの人の後輩で、良くもまあこんな落ち着いた子になったもんだわ」

「姉と妹で似るもんじゃねえからな」

　先だって結婚した彼女の姉を思い返しながら、鉱人道士が意地悪く言う。

　妖精弓手も「ふん」と鼻を鳴らしたきり言い返さないあたり、思い当たる節もあるのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは「そうか」と短く言ったきり、何も言わずに黙り込んだ。

　彼が鉄兜を向けるのは足下であり、周囲の茂みであり、雨の向こうだ。

　蜥蜴僧侶と頷きあい、周囲に気を配りながら走る。だが、今この場に小鬼の脅威はあるまい。

「……雨、強くなってきたわね」

　敏感に長耳をひくつかせ、鼻で匂においを嗅ぐ妖精弓手。その鋭敏さは一党パーティでも随一だ。

　先ほどの会話のようなものならともかく、祈らぬ者どもの気配に気づかぬわけがない。

「ですなあ」と蜥蜴僧侶が低い声で相槌あいづちを打ち、空を見やる。「冷たく嫌な雨よな」

　ほどなくして、一党パーティは低木が並んでいる一区画へと辿たどり着いた。

　そこでは先ほどの葡萄尼僧が小さな革の傘を手に奮闘している。

　周りでは他の神官──いや、もっと幼い見習いの侍祭なども、総掛かりで動いている。

　女神官は水を吸って重たくなった帽子を押さえながら、声を張り上げた。


「先輩、まずは何からすれば──……」



「今年は雨が多いの！　葡萄の傘を交換して！」と葡萄尼僧がきびきびと言った。

「雨が黴かびを運んで来るし、収穫前に痛めつけられたら葡萄酒も作れないよ！」

「ほ」と鉱人道士が自分の傘を閉じて言った。「そら一大事だ。やらにゃならんな」

「見回りの続きのつもりだったし、お酒はどうでも良いんだけど……」

　どたどたと駆け出す鉱人道士を優雅な動きで追いつつ、妖精弓手は緩く肩を竦めた。

「草木は輩ともがらだしね。換えの傘は？」

「その籠の中だよ！」

「手伝います！」

　女神官のその声を皮切りに、一党パーティは冒険と同様の滑らかさで行動を開始した。

　葡萄の木が高いならともかく、只人の胸程度の高さしかない低木だ。

　鉱人は元より手先が器用であるから楽なもので、森人については言うまでもあるまい。

「……むう。どうにも参りますな、これは」

　一方の蜥蜴人は寒さで動きも鈍り、鋭い爪の生えた手指では葡萄の実を傷つけかねない。

　難儀した末、蜥蜴僧侶は結局、革の傘が入った籠を運ぶことで手伝いとしたらしい。

　女神官はてきぱきと、幼少の頃から手伝っていた作業をこなし……目をまん丸く見開いた。

「慣れて、おられますね……？」

「葡萄は扱った事はないが」とゴブリンスレイヤーは言った。「牧場の手伝いはしている」

　葡萄の房が濡れぬよう、葡萄の実と実が重ならぬよう。

　濡れそぼった傘を取り払い、新しいものに取り替える。雨風は強く、嵐の予感さえあった。

「おっかしいなぁ。この時期にこんな大雨がくるなんて、滅多にないのに」

　ふうふうと息を吐きながら、葡萄尼僧が困った様子で空を見上げる。

　嵐が増えるのはもうちょっと後の頃だ。まだ夏にさしかかったばかりでは、確かに珍しい。

「ねえ、奇跡を使ったらダメなの？」

　濡れた髪が頰に張り付くのを払いながら、妖精弓手が声をあげた。

「いつもみたく《聖壁》とかでぴかーって！」

「神様にやってもらうんじゃあ、何のためにあたしらがいるのよ、ってなるじゃない」

　こちらは濡れた髪をそのままに、葡萄尼僧が白い歯を見せて言う。

「神頼みはほんとに困った時にするものよ。今はまだ、頑張れば何とかなる！」

　大風も嵐もどんとこい！　自信たっぷりにそう言って、彼女は葡萄の間を飛び回る。

「なるほど」と蜥蜴僧侶が鱗うろこで雨粒を弾きながら言った。「確かに、すごい御仁のようだ」

「となら、術理の類はどうかの」

　鉱人道士が水の滴る髭を得意げに持ち上げ、にんまり笑って鞄を叩いて見せた。

「こいつは神頼みとはちくと違うでな」

「術師さんね」と尼僧は目を丸くする。「それなら地母神様もお許しになるでしょう！」

　女神官は、思わずくすりと笑ってしまった。

　相変わらずな先輩の様子は、雨の中でも心に温かなものをもたらしてくれたからだ。

　毎年の葡萄摘み、葡萄酒造りの度、先輩である葡萄尼僧は率先してきびきびと動いていた。


　もう寺院を離れてから二年になる。合間合間で手伝いに戻ったりはしていたが──……。



　──変わって、いないなぁ。

　そんな風に思ってしまうのだ。

　なじみの顔もいるし、いなくなってしまった人もいるし、新しく入ってきた人もいるけれど。

　帰ってくる場所といったら、彼女にとってはここなのだ。

　そうして女神官が汗と雨とで額ひたいを濡らしながら熱心に作業する横で、鉱人道士が呪印を結ぶ。

「《風の乙女シルフや乙女シルフ、接吻せっぷんおくれ。わしらの酒に幸ある為に》」

　風に呼びかけるその声が空でぐるりと渦うずを巻き、踊るようにして葡萄園を取り囲む。

　舞いを踏む風精たちの姿が雨粒を弾いて浮かび上がり、神官たちも思わず手を止め見入った。

「へえ」と妖精弓手が森人の音楽を口ずさみ、長耳を揺らす。「鉱人にしては典雅てんがなこと」

「拙僧には、この手の風流はとんとわかりませんでな」

　そういう蜥蜴僧侶もまた、ぐるりと大きな目を回して空を見上げている。

　人ならざるものの生み出す動きというものは、芸術とはまったく異なる領域に至るものだ。

　その中にあって、一瞬だけ空を見上げた後、ゴブリンスレイヤーは黙々と手を動かしていた。

　いや、彼とて心躍らぬわけではない。冒険、世の不思議、それに魅力を覚えぬわけがない。


　だが──……。



「……ゴブリンか？」

　雨の中、木立の向こうに、じっとこちらを睨む影を認めてしまえば、話は別だった。

　──いや、小鬼にしては体格が違う。

　革外套の下で剣の柄つかを探りながら、彼は短くそう結論づけた。

　小鬼にしては背が高く、田舎者ホブの類にしては細い。只人──おそらくは。

　神殿の者かとも思ったが、やがて影は水煙の向こうに霞かすんで消えていく。

　──追うべきか？

　ゴブリンスレイヤーはそう考えてから、首を横に振った。

　あれはゴブリンではない。そしてこの雨だ。葡萄園には人手が足りていない。

　だから彼は、鉄兜から水をぽたぽたと垂らしながら言った。

「次は何をすれば良い？」





§






「いやあ、助かったよ。ありがとうね！」

　快活な葡萄尼僧の声が、暖かな寺院の食堂に心地よく響いた。

　広いは広いが、かつて目にした王宮はもとより水の都の神殿とも比べるべくもない清貧さ。

　無論、それは他二つが贅沢をしているという事ではない。

　権威には体裁を整えることも必要だ。

　垢あかじみた僧服の神官に法の裁きをくだされて納得がいく者はいない。

　襤褸ぼろを着て木剣を下げた国王を畏おそれる者はいない。

　しかし、地母神の寺院においては異なる。

　粗末な長机に長椅子ながいす、並べられた料理も質素なもの。しかしそれは何よりも暖かみがある。

　あまねく大母の優しさを伝えるのに、何を飾りたてる必要があろうか。

「異教の教えというのは興味深いものですな。我らが信仰に通ずるものもありまするが」

　皿に載ったチーズの塊を、遠慮がちに（それでも大きく）切り取りながら蜥蜴僧侶が言った。

「我らが奉じる恐るべき竜は、戦いくさとなればトサカを立てよと言いますでな」

「そりゃあ」と葡萄尼僧はくすくす笑った。「こっちも女として振る舞う時は、ねえ？」

　意味深な彼女の言葉を受けて、食堂に集つどった他の修道女たちもまたくすくすと笑う。

　その中にあって女神官だけは顔を赤らめて俯かせ、もごもごと口を動かしている。

　一昨年の収穫祭、巫女みこの役を務めたのは彼女である──というばかりではない。

　修道女たちがちらちらと視線を向けているのは、長椅子の端に腰を下ろした奇妙な男だ。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜。腕には小振りな円盾を括り、腰には中途半端な長剣。

　つい先ほどまで全身から水を滴らせていた彼を、ごしごしと襤褸布で拭ぬぐったのが彼女である。

　──ははあ、あれが件くだんの彼ね。

　見た目は悪い。顔がわからない。体格は良い。背はどうだろう。声は低いよね。

　さっきもきびきび動いてた。等級は？　銀等級だって。第三位じゃない。すごい。

　戦士なの？　斥候スカウトにも見えるけど。話しかけたら？

　ひそひそ、きゃいきゃい、姦かしましくも楽しげに囁きあう先輩後輩の声が、女神官を羞恥させる。

「あうう……」

　こんな事ならば寺院に寄る度に話さなければ良かったか？


　いや、むしろこう、そんな事をしていたとバレる方が恥ずかしいのでは──……？



「友達連れて里帰りっつーのは、まあこんなもんだわいな」

　うちも親族が多い。そう言って彼女を励ますのは、にやけた顔の鉱人道士だ。

　彼は短い手指で遠慮なく黒パンにたっぷりバターを塗り、堅さを物ともせずに咀嚼する。

　髭についたパン屑くずを摘んで放り込む鉱人道士へ、女神官は情けない顔をして視線を向けた。

「そ、そうは言いますけど……やっぱり、そのう……」

　席についている今は、そこまで目の高さが変わらない。

　鉱人道士にも、彼女の白い肌が真まっ赤かに染まっているのは一目瞭然だった。

「慣れろ、慣れろ。わしもまあ、肉だの魚だのがない食事に耐えにゃならんわ」

　故に彼は豪快に笑い、杯に注がれた葡萄酒をがぶりと一息に飲み干した。

「ほ！」と目を開き「酒神様並たぁ言わんが、地母神様は流石のお恵みだの」と一言。

「お褒めに与あずかり恐悦至極」

　葡萄尼僧はにやにやと猫のように笑いながら、頰杖ほおづえを突いて目線を横に流した。

「もっとも、うちの妹分はもう酒精に酔っているみたいな有様だけど」

「違いないわな」

　そう言って鉱人道士が呵々かか大笑たいしょうするものだから、女神官はますます小さくなって縮こまる。

「はぁー暖まるー」と雨に濡れた猫のようにくつろいでいた妖精弓手が、すっと目を細めた。

「ねえ、ちょっと、オルクボルグ」

　ちょんちょんと肘ひじを伸ばし、黙々とパンとスープを交互に口に運ぶ彼を小突く。

「なんだ」

　手を止め、黒パンをスープ皿に浸ひたしながらゴブリンスレイヤーが鉄兜を巡らせた。

「なんだじゃないわよ」と妖精弓手は唇をとがらせる。「何か言ってあげたら？」

「なにか」ゴブリンスレイヤーは低い声で唸った。「とは、何を言えば良い」

　途端、慌てた女神官が「いえ、良いですから……！」と蚊の鳴くような声で言う。

　もちろん森人の長耳はひくひくそれを聞き取っていたが、妖精弓手は「聞こえない」と断言。

「この子の事とか、他にも、こう、いろいろ、あるでしょう！」

「ふむ……」

　では、と何か言い掛けた彼を、葡萄尼僧がすっと手を伸ばして制した。

「それよりも先に、こっちからお礼を言わなきゃね」

「礼」

「そうさ」と葡萄尼僧はすっと顔から笑みを引いて、深く頭を下げた。

「うちの妹分がお世話になっています。本当にありがとうございます」

　女神官がおろおろとした様子で二人の間に視線をさまよわせた。

「いや」とゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「彼女には助けられている」

　女神官は「え」とも「あ」ともつかぬ言葉を漏らし、呆然ぼうぜんと彼の鉄兜を見た。

「世話になっているのは俺の方だ」
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　そして続く言葉に耐えきれなくなり、またしても俯いてしまった。

　彼女の両手がぎゅうっと神官衣の裾を握りしめているのに気づき、妖精弓手はくすりと笑う。

　妖精弓手からの目配せをうけた蜥蜴僧侶が、愉快そうに目玉をぐるりと回した。

「実際、拙僧は武張ぶばった事は得意ですがな。細々した事には気がつきませぬ故な」

「どっかの金床と違って、気が利く良い子だかんの」

　妖精弓手がぴんとその長耳を逆立てて「なにおう！」という言葉も、やがて笑いに変わる。

　傍で聞き入っていた他の修道女たちの鈴を転がすような笑い声に変わり、食堂に木霊こだまする。

　それは涙が滲むほどに暖かくて、地母神の慈いつくしみを思わせるほどに心地よい空気。

　何も言えないで俯いている女神官へ、葡萄尼僧は目を細めて頷いた。

「良かったじゃない。神官長のばあ様も心配してたけど」

　神官長も婆と呼ばれるほど高齢ではない。悪態の裏に隠された愛情に、女神官は目をあげた。

「良い仲間みたいでさ、あたしも安心」

　女神官は、喉に言葉をひどく突っ返させながら、ようやっと「はい」と応える事ができた。

　葡萄尼僧はその姿を見つめると、やがて得心いったような顔で、ひょいと彼へ言葉を放った。

「ところで、えっと、ゴブリンスレイヤー……だっけ？」

「そう呼ばれている」

　暖かな空気の片隅で、そっと食事を再開していた冒険者がまたも手を止めて応じた。

「近くの開拓村で小鬼が出るって話を聞いたんだけど、相談って乗ってもらえるのかな？」

「行こう」と彼は低く唸った。即答だった。「場所は。規模については？」

「うわ、ホントに即決なんだ。聞いた通り……」

　葡萄尼僧はあっけに取られたような表情で女神官を見やった。

　口が声を立てずに動いて「苦労してるね」という言葉を紡ぐ。女神官は首を横に振った。

　そして女神官は彼に隠れてそっと袖口で目尻を拭いながら、口元を緩めて微笑む。

　──本当に、もう、仕方のないひと。

　結局、その日はそうして過ぎていった。

　次の仕事は葡萄尼僧が告げたゴブリンたちの退治になるだろう。

　それを聞かされた妖精弓手が「またぁ!?」と叫ぶが、声ほどに不服さは感じられない。

　蜥蜴僧侶と鉱人道士は顔を引き締め、ゴブリンスレイヤーと素早く何事かを相談していた。

　けれど女神官にとってはそれさえもまた目に馴染なじんだ幸福なもので、何度も瞼まぶたを瞬かせる。

　嵐あらしの中での作業による疲労も、料理で満ちたお腹なかの温かさも、皆の声も、何もかも心地よい。

　とろとろと睡魔が襲ってきて、彼女は小さく欠伸あくびを漏もらし、すとんと眠りに落ちていく。

　何気なくも幸福で、平穏な一日。心から地母神に感謝してしかるべき良き一日。

　葡萄尼僧がゴブリンの娘だという噂うわさが広がったのは、それから間もなくの事であった。
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「うううううう……」

　女神官は憤懣ふんまんやる方ないといった様子で、その湿った土を蹴け散ちらすように歩いた。

　彼女にしてはひどく珍しい。

　何と言っても穏やかな娘だし、古代のとはいえここは墓地、死者の安寧あんねいを乱す性質ではない。

　墳墓ふんぼと呼ぶよりは、塚山といった方が良いのかもしれない。

　鬱蒼うっそうと木々が茂る暗い森の奥、緩ゆるやかな坂が丘へと転じていくその場所。

　あたりには苔こけむした、しかし明らかに天然ならざる造形の石がいくつも積まれ、転がっている。

　はるかいにしえに名を馳はせた、力ある王か豪族の墓なのは間違いがなかった。

　であるならば地母神ちぼしんの敬虔けいけんな信徒たる彼女は、敬意を払ってしかるべきだ。

「ううううう……っ」

　にもかかわらず彼女は意地を張る子供みたいに歯を食いしばり、不満を隠し切れていない。

　前を行く妖精弓手エルフは長い耳をひくつかせ、後ろを向くことなく囁ささやくように呟つぶやいた。

「珍しいわよね」

「それだけ納得いかぬという事でしょうな」蜥蜴僧侶リザードマンが頷うなずく。「無理もありますまい」

　鉱人道士ドワーフもどうしたものかと天を振り仰あおいでいた。天上の神々からの助けは望めない。

　──ありゃあ、まるで子どもだの。

　何と言っても彼女は十七歳。成人してから二年、大人びてはいたといえ、まだまだ若い。

　単純な年齢で考えると、あの金床が最長老という事実にぶち当たるのでともかく。

　大人というのは、ただ年を重ねただけでなれるものではない。彼女は、未いまだ若者だ。

　いつも気を張っていて、みなの心配をし、甲斐甲斐しく働く彼女の子どもっぽさ。

　それを見られたことは、原因のことを抜きにすれば喜ばしくもあった。

「おい、かみきり丸や。何とか言ってやったらどうだ」

「む……」

　斥候スカウトさながらに周囲へ気を配りながら二番手を行くゴブリンスレイヤーは、低く唸うなった。

「何をだ」

「言わんでもわかるだろが」

　ゴブリンスレイヤーは答えなかった。答えようがなかった、とも言える。

　彼の意識は目下のところ、目前の冒険にあって、他に割り振る余裕はなかったのだ。

　──依頼としては、いささか変わったものではあった。

　少なくとも直接的な被害がまだ出ていないという点において、ゴブリン退治としては稀まれだ。

　村の近く、狩り場や野草摘みなどに利用している森の中で、ゴブリンを見たのだという。

　白い靄もやの中、蠢うごめく小さな影。曖昧あいまい模糊もことしたその輪郭を、狩人かりうどは小鬼だと認めた。

　狩人は先年の戦いくさにも、弓兵として参じた経験の持ち主だ。小鬼を見間違えることはない。

　故にこそ、狩人は先に手を出すべきかどうか迷ったのだ。

　一匹二匹ならまだしも下手に刺激して村へ大群が押し寄せてきたら、コトだった。

　その狩人が冒険者ギルドへ相談する前に、地母神の寺院へ相談したのも無理からぬこと。


　結果、その話はあの尼僧にそうを通じてゴブリンスレイヤーの耳に入り──……。



『やろう』

　という流れになった。

『まあ、今はまだ何ともないらしいんだけどさ』と葡萄ぶどう尼僧は照れたように笑った。

『小鬼がうろついているっていうの、やっぱり皆心配だろうからさ』

『同感だ』とゴブリンスレイヤーは頷いたものだ。『まったくもって、同感だ』

　しかし、問題はその後に起こった。

　いつ、誰だれが、どうしてそんな事を言い出したのかはさだかではない。

　街角で、酒場で、ギルドの片隅で、密ひそやかに囁き交わされるその言葉。

　曰いわく──「あの尼僧は、ゴブリンの子どもなのではないか？」。

　無論、表だって地母神の寺院を批判することは難しい。

　この世界において、神の手による奇跡は真実起こるのだ。神はいる。それは事実。

　だが、一個人に対してはどうか？

　民草であれ冒険者であれ、全員が全員、清廉せいれん潔白けっぱくであるというわけではない。

　小鬼に孕はらまされた女の産んだ子だ、と。

　僧服を押し上げる豊満な肢体へ好色な目を向け、囁きあう者共がいる。

　その噂が、どうして女神官の耳に入らないということがあろうか。

　彼女の意識は、出立前の冒険者ギルドでの出来事に飛んでいた。





§






「～♪」

　朝日が窓からさんさんと降ふり注そそぐギルドを、女神官はひどく軽い足取りで歩いていた。

　賛美歌をそっと口ずさみながら、頭の中でリストを広げ、必要な物品を確かめる。

　装備──武器や防具も時としてだが──道具の類たぐいは、いつだって消耗品だ。

　水薬の類だって時が過ぎれば悪くなるし、鈎かぎ付きの縄も擦すり切れていく。鉄てつ釘くぎだって錆さびる。

　単に使ったあと補充するだけではなく、古くなったものを交換することだって大事なことだ。

　いざというときに治癒の水薬が五本六本飲まねば薬効がない、などというのは避けたい。

　それを避けたいなら、鞄かばんの中を随時検あらためて、ちょこちょこと買い換えておくべきだろう。

　常備化するとは、つまるところこういう事だ。

　──あんまり浮かれていても、良くはないと思うのですけれど……。

　これからゴブリン退治へ向かうことを思えば、不謹慎かもしれない。

　実際──たぶん──彼、彼らと冒険することは楽しくとも、小鬼との戦いそれ自体は……。

　しかしなんだかんだ成長してきたとはいえ、まだまだ自信というものとは縁遠い。

　こればかりは彼女の性分だから良いも悪いもないが、こんな自分でも役立てることがある。

　こういった買い出しや、細々とした気配りは、女神官が自ら見いだした役割だ。

　それを懸命に熱心に励むことは、その小さな胸を張れる立派な仕事だった。

「なあ、あの噂聞いたか？」

　だから不意にそんな声が耳に飛び込んできても、彼女はまったく気にしていなかった。

　別に自分に係わるようなことだとは、ほんのひとかけらも思わなかったのだ。

「あの地母神の神官の話か？」


「え──……？」



　だから思わず足を止めて見た先には、新人の冒険者らしい真新しい装備の少年たち。

　町外れの訓練所ができて、一年。

　建設途中の頃ころ、本格的に動き出すまでの僅わずかな間、女神官たちもそれに手を貸していた。

　といっても指導を行っていたのは熟練の冒険者たちが大半で、女神官は手伝いだけ。

　しいて言えばあの小鬼との戦いで別働隊の指揮を執ったことくらいだろう。

　それで昇格の認定が降りたのだから、今となっては大切な思い出だ。

　もちろん、あの時に死んでいった人々のことを思えば胸が痛む。

　抱いていた夢と現実との乖離に、冒険者を辞めた新人も多い。

　現在は引退した高齢の冒険者たちが教官を務めているから、もう女神官は係わっていない。

　それに訓練を受けない新人も、かなりの数いる。


　だから自分の事とは、思えなかったが──……。



「ああ、聞いた聞いた」と頷くもう一人の言葉に、さっと女神官の顔から血の気が引いた。

「小鬼に襲われたとかいう女の子がいるんだろ、冒険者の？」

　声が出なかった。ぎゅっと荷物を握って、取り落とさないようにするのが精一杯だった。

　あの寺院に、他に小鬼退治を失敗した神官がいただろうか？　記憶にはない。

　どうしよう。ふとそう思った。どうしよう。それだけだ。膝ひざが僅かに震える。

「バカ、違うって」

　少年が、薄ら笑いを口元に浮かべていた。こちらを見てはいない。

　だからたぶん気づかれてはいないのだとわかっても、女神官はその場を動けなかった。

「小鬼の子どもがいるんだって話だよ」

「は？　ゴブリンの子ども？」

「いや、俺おれも友達の友達から聞いたんだけどさ。なんでも半々に混ざってるって話」

　ほら。少年が、やはりにやけた顔で言った。あの肌の黒い女の人だよ。

　──何を。

　何を言っているんだろう、この人たちは。

「うえっ、マジかよ。なんか葡萄酒作ったりしてる人だろ？　俺飲んじまったよ」

「どうにも……飲む気がしねえよな」

「つか、ゴブリンだろ？　それに襲われるだのなんだのって、バカみてえ」

「囲まれなきゃ楽勝だもんな。勇者様とかが聞いたら爆笑だぜ、きっと」

「あれだ、痛い目みた奴やつが殊更ことさらに騒ぐわけだよ。ゴブリンは危ないってな」

「ゴブリンで危ないんじゃ、そいつドラゴンとか見ただけで死んじまうんじゃねえの？」

　げらげらと大笑いが響き渡り、女神官は耳を覆おおうように身を屈かがめた。

　いつかは竜退治と、いつか聞いた言葉が頭の中で、早鐘のように響いていた。
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「……集中しろ」

　ややあって、腐葉土の上を音もなく進むゴブリンスレイヤーが短く言った。

　その一言で女神官の意識は今へと戻ってくる。彼女はぱたぱたと首を左右に振った。

　何故か妖精弓手と鉱人道士は呆あきれ顔。蜥蜴僧侶は肩を竦すくめ、彼は苛立いらだたしげに藪やぶの枝を払う。

　木々に陽光が遮さえぎられ、じめじめとした湿気に満たされた空間は、ひどくすえた臭いがした。

「わ、わかってます……！」

　ふと小鬼の巣穴とは違うその臭いに気づき、戸惑い慌てながら、女神官は応こたえた。

　足下がおろそかになっていた彼女は、ぎゅっと唇を嚙かみしめ、顔を俯うつむかせた。

「わかっていますとも……」

　それは、不意に親から声をかけられた子どもも同然の反応であった。

　何とも自分が情けなく、悔しく、錫杖しゃくじょうを握る手にも力がこもる。

　──あの時。

　何か言えば良かったのではないか。

　何も言えずに黙って見過ごしてしまったのは、怖かったからか、何なのか。

　感情に頭が追いついていかなかっただけなのか。数時間を経へた今でも、彼女にはわからない。

　──帰ったら、ですね。

　女神官は短く繰り返し薄い胸の内で地母神の御名みなを唱え、気持ちを切り替えようと努めた。

　集中できなければ、死んでしまう。わかりきったことだ。

　普段軽口を叩たたいている皆が、瞬時に戦に備えて意識を変える姿を彼女は良く見ている。

　それを真似まねしよう。皆と同じようになろうと、女神官は一度深く息を吸って、吐いた。


　もちろん澱おりのように沈むものはあったけれど、努力するのとしないとでは大きく──……。



「ねえ、何か臭わない？」

　ふいに妖精弓手が、ひくひくとその鼻を動かして鋭く囁いた。

　一党パーティの動きが止まる。一拍遅れて、女神官も足を止めて周囲を見回した。

　こと斥候スカウトとして森人エルフの優れた耳目と鼻の良さは、この一党パーティの生命線だ。

　耳を澄ませば、ざわり、ざわりと重々しい葉擦れの音が周囲を包み込む。

　もしかしたら、木々の上は鉛なまり色の雲で覆われているのかも。

　何となくそんなことを想像しながら、女神官もまた空気の臭いを嗅かいでみる。

　腐った葉と、土と、湿り気の入り交じった、ひどくすえた味が、舌の上に張り付く。

　──洞窟どうくつの臭いとは、違いますけれど……。

「臭うっちゃあ、この塚山はずっと臭うとるがの」

　鉱人道士が油断なく触媒の詰まった鞄へ手を添えて、腰を落として身構えながら言った。

「忘れ去られてから、どれほどになりますかな」

　蜥蜴僧侶の問いに鉱人道士は「さぁて」と白髭しろひげをしごいて、思案するように天を見やる。

「百か千か。神代ってこたぁなかろうがの。金床の鼻が詰まってるわけじゃあねえと思うな」

　妖精弓手が「なによ」と長耳を不満げに揺らすのを無視して、鉱人道士は低い声で囁いた。

「こいつぁ尋常な塚たぁとても思えねえ」

「ゴブリンか？」

「どうか知らんが」と鉱人道士は言葉を区切り、ぶるりと身震いをする。

「塚人ワイトでも出そうだわい」

　ワイト。ゴブリンスレイヤーがオウム返しに呟いた。

「……知らん名前だが、怪物の手合いか」

「あんたはゴブリン以外なにも知らないでしょ」

　妖精弓手が顔をしかめながら、矢筒を探って木芽きめ鏃やじりの矢を引き抜いた。

　彼女はそれを緩く弦つるに番つがえて備えながら、神経質に長耳をひくつかせる。

「呪われた王とか、王との約定やくじょうを破って眠りを許されない武将とか、そういう亡者の類ね」

「拙僧はあまり専門ではありませぬが……」

　竜牙の類を掌てのひらで弄もてあそびながら、蜥蜴僧侶が長首を巡らせて言った。

　いつのまにか周囲には薄い靄が漂い始めているが、蜥蜴人リザードマンの目は物ともしないのだろう。

　この一党パーティは森人、鉱人ドワーフ、蜥蜴人と異人種が多いから、夜目が利きくのも強みであった。

　といっても女神官には、皆が暗がりをどうして見通せるのか、さっぱりわからないのだが。

「古びた陵墓では、小鬼よりよほど見かける手合いかと存じておりますぞ」

「ゴブリンがそんな奴らの住処すみかをねぐらにするものか……？」

　鉄兜てつかぶとの内で、ゴブリンスレイヤーは低い声で唸った。気に入らないと言わんばかりだった。

　彼は長靴の爪先つまさきで足場を探るように土を蹴った。ひどく柔く、粘る泥がこびりつく。

「気に入らんな」

　女神官はごくりと唾つばを飲み、ぎゅっと両手で錫杖を握りなおした。

　首筋がちりちりとしびれ、産毛が粟立あわだつような感覚があった。嫌な感覚だった。

　何かよからぬことが起こりそうな時は、いつだってそうだった。

　だから彼女は塚山の景観へと気を配り、薄靄の向こう、暗がりに横たわる影へ目を凝らした。

　石を積み重ねた柱。土を盛った埋葬の痕あと。その狭間はざまに蠢くものはないか。

　故に──というわけではないだろう。だがしかし、兆候に気づいたのは彼女だった。

　ず、と。音もなく一人でに、苔に覆われた盛り土が震えるのに、女神官は気がついたのだ。

「あ……！」と声をあげた彼女は、声を振るわせて叫ぶ。「あそこ、土が……！」

　次の瞬間、矢が走った。

　目にも留まらぬ早さで弦を引き、竪琴のような音色ねいろと共に妖精弓手が爪弾つまびいたのだ。

　矢の突き刺さった土山はそれを物ともせず、内から崩れるようにして立ち上がる。

　小柄な、人型。醜悪な見た目と臭い。

　女神官には明らかにゴブリンとしか思えない──それはゴブリンスレイヤーにとっても同じ。

「やはりゴブリンか。……数は！」

「わかんない！」と妖精弓手が矢を番えながら耳を震わせ、小鬼殺しへと叫び返した。

「けど、四方八方から来る！」

　その通りだった。

　周囲にある盛り土が、柱がぶるぶると震え、崩れ、次々と土中より敵影が起きあがる。

　女神官はたちまち周囲に広がった吐き気を催す臭いに、うっと呻いて口元を押さえた。

「ほほう。土遁どとんによる不意打ちとな」

　蜥蜴僧侶が油断なく周囲を睥睨へいげいし、愉快そうに顎あごを歪ゆがめた。

「小鬼の割に、なかなかの手練てだれれですな」

「感心しよる場合か！　おい、かみきり丸、どうする！」

　触媒の詰まった鞄に手を突っ込み、荒っぽく叫んだ鉱人道士。

　ゴブリンスレイヤーは小振りな盾と剣を油断なく構えたまま、じりじり迫り来る敵影を睨にらむ。

　いや、鉄兜に隠されて視線はわからない。女神官は彼に見られた気がし、身を竦ませた。

「お前を中心に円陣を組む」とゴブリンスレイヤーは低い声で言った。「備えろ」

「は、はいっ！」

　冒険者たちの動きは迅速だった。

　後になって良い手を思いつくよりは、即断即決即行動こそが冒険において尊とうとばれる。

　彼らは女神官を守るように四方を囲み、各々おのおのの剣、弓、手斧、そして爪爪牙尾を身構えた。

　前方を妖精弓手が、左右をゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶、後方を鉱人道士が固める形だ。

　その中で女神官はぎゅっと唇を嚙み、錫杖を手に周囲の様子をしっかりと目視で確認する。

　もちろん靄に霞かすんで見えない敵などではなく、四人の仲間たちの状況を、だ。

　何かあった時、皆に情報を伝達するのは他ならぬ彼女の勤め。

　奇跡の行使と並んで重要なその役割を担になうことに、責任感と緊張、幾ばくかの高揚がある。

「……動き、遅いですね」

「そうね」

　妖精弓手が女神官に応じながら、ぎりりと弦を引き、靄の向こうに踊る影を見据えた。

　じわり、じわり。

　一歩ずつ忍び寄るように包囲を狭せばめてくる姿は、女神官の背筋に冷たい物を走らせる。

「矢を受けても倒れなかったわよね。……でも防具の音はしないし。……なんか不気味」

「どう見る？」

　ゴブリンスレイヤーは妖精弓手の言葉を受けて、低く囁くように蜥蜴僧侶へ声をかけた。

　歴戦の強者つわものたる彼は、ふうむと舌で鼻先を舐なめ、しゅうしゅうと息を吐く。

「個人的に言わせて頂ければ、後手になるのは気に入りませんな」

「同感だ」ゴブリンスレイヤーは断言した。「陣形を崩すな。切り込むぞ」

「はいっ！」

　女神官は先ほどまでの物思いを忘れ、懸命に頷いた。

　今のこの一時だけは、ギルドでの悩ましい気持ちを忘れられそうではあった。

　もっとも──だからといって、ゴブリンどもへ感謝する気はなかったけれど。
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「何だ、これは」

　投じられた剣が容赦なくゴブリンの喉のどに突き立ち、汚液を噴出させて仰のけ反ぞらせた。

　白い靄で隔てられていても、その腐りきった肉と血の臭いはツンと鼻に突き刺さる。

　だがどうと倒れたゴブリンは、しかし音もなく体を震わせ、ゆらりと霧の中で起き上がる。

　ゴブリンスレイヤーは忌々いまいましげに吐き捨てた。

「ゴブリンではないぞ」


「死に損ないアンデッドなのは見てわかるでしょ……！」



　妖精弓手が怒鳴り返し、文字通りの矢継ぎ早に矢を繰り出す。

　木芽鏃の矢は只人ヒュームの手では不可能な稲妻めいた軌道を描き、霧へ飛び込んで消えていく。

　ブツリブツリと肉を貫くその音は、狙ねらい違たがわず矢が刺さったことの証拠だ。

　だがしかし、靄の向こうに蠢く影は、矢を生やしたまま平然と冒険者たちへと迫りくる。

　およそ痛痒ダメージたり得ないその有様ありさまに、妖精弓手ははしたなく舌打ちをした。

「ああん、もう！　最近こんなのばっかり！　だから嫌よ、生きてないのは……！」

「まずは足を折りませい！」

　蜥蜴僧侶が長い尾をするりと伸ばし、腐肉の足を絡からめ取って大地へ叩きつけた。

　果実を種ごと握りつぶすような嫌な音が響き、されど小鬼は立ち上がれずにもがくのみ。

　尾の先についた汚物を払い、蜥蜴僧侶が仲間に向けて一声吠ほえた。

「所詮しょせん筋骨肉なぞはからくり仕掛け、壊せば到底動くことはできませぬぞ！」

「お前さん、死体は専門外じゃなかったんかい……！」

「拙僧の知る限り死んだものは土に還るのみ故、彼奴きゃつら、粘菌でも生はえているのでしょうや」

　自分の軽口をしれっと受け流す蜥蜴僧侶に肩を竦め、鉱人道士は片手に手斧を振りかぶった。

　もう片方の手を鞄につっこんだままの片手打ち。

　斧の刃は木っ端を払うように小鬼の手足を払うが、恐れを忘れた屍しかばねには牽制けんせいとならない。

「こら、取り付かれたら終わりだの」

　短い手足でどたどたと一党パーティの仲間についていきながら、鉱人道士は顔をしかめた。

「かみきり丸、死人占い師ネクロマンサーを叩くっきゃねえぞ！」

「死人占い師ネクロマンサー」とゴブリンスレイヤーは。オウム返しに呟いた。

「ゴブリンがか？」

「オルクボルグが知らなきゃ私らだって知らないわよ！」

　妖精弓手は怒鳴り返す。彼女はすでに大弓を背にし、黒曜石の小刀を逆手に引き抜いていた。

　寄らば切るとばかりに彼女は小刀を振るうが、しかし小鬼どもは怯ひるむ気配がない。

　右から左から、土中より起きあがっては迫り来る影は増え続けるばかりだ。

　いらだたしげに長耳を揺らした妖精弓手が、森人語で罰当たりな言葉を口にする。

　ゴブリンの死骸、数は多くとも動きが鈍いのだけが幸いだった。

　屍の群れの中、一党パーティは円陣を組んで当て所なく動きながら、しかし辛うじて体勢を保っている。

　しかしじりじりと追い詰められているのは確かだ。崩壊は時間の問題。

「……え、と……！」

　中央に立つ女神官は霧の薄闇うすやみへと目を凝らし、ん、と唇に指をあてがって思案した。

　死人占い師、それは善悪あれども、屍へと術をかけて操あやつるのが常だと聞く。


　とすれば、これは術だ。そして呪のろわしい術。であるならば──……。



「これが呪詛じゅそなら……基点となる場所があるはずです！」

　それは朧気おぼろげな知識ではあったけれど、女神官はその閃ひらめきに縋すがりつき、声をあげた。

「ゴブリンの仕業しわざか、本物の死人占い師の仕業かは、わかりませんけど……」

「なら塚山の頂上でしょうや」

　やはり手近な屍を爪でつかみ取り、左右へ引き裂きながら、のんびりと蜥蜴僧侶が言った。

「拙僧であれば、そこで祝禱しゅくとうを行いまするでな」

　ゴブリンスレイヤーは足下から剣を拾い上げながら、鉄兜を巡らせた。

　恐らくは塚山へ兵士と共に埋葬されたものだろう。古びて、錆び、長さも気に入らない。

　彼はそれの具合を試すように一度、二度振るってから、女神官の方へ目を向けた。

「基点まで行けば潰つぶせるのか」

「はい……！」

　女神官は両手に錫杖をぎゅっと握りしめ、懸命に頷いた。

「なら決まりだ」とゴブリンスレイヤーは言った。「塚山の頂上を目指す」

　冒険者たちは頷き、一気に行動を開始した。

　緩やかな丘陵、四方八方より押し迫る小鬼どもを退けての登坂である。

　こと一塊となって大群を突っ切ることにかけて、この一党パーティに並ぶものはそういない。

　前方に小鬼の死骸が立ちはだかったところで、何の問題があろうか。

「足を切れば良いのよね……！」

　先陣切って走る妖精弓手はそう呟いて、先ほどは通じなかった木芽鏃の矢を引き抜いた。

　走りながらその先端に小刀をあてがうと、鏃が自ずから芽吹くように二股ふたまたに割れる。

　彼女は小刀を口にくわえ、流れるような美しい動きで背の大弓を構え振り返り、矢を放った。

　びぃんと弦楽器にも似た音を伴って放たれた矢は、地面すれすれを蛇のように走り、跳ねる。


　それは狙い違わず小鬼の膝へと突き立ち────、




「────!?」



　刺さった一端を中心に回転、胸の悪くなる音を立て、その膝を完全に粉砕して突き抜けた。

　もし屍に驚愕きょうがくする機能があれば、それは遺憾なく発揮されたことだろう。

　ぐずりと崩れ落ちたその死体を踏みつけ踏み越え、冒険者たちはさらに前へ、前へ。

「ひゃった！」

　口に小刀をくわえたまま長耳を上下させ、次弾の作成に入る妖精弓手。

　それを横目に鉱人道士が「えげつねえ」と呟く。

「これだから森人と戦争すっとろくなことにならねえんだわ……」

　そういう彼とて何も手を打っていないわけではない。

　後方を任された鉱人道士は、走りながら触媒の詰まった鞄より水袋を取り出している。

　栓を抜かれてこぼれた水はそのまま地面へと滴したたり落ち──つまるところ準備は整った。

「《土精ノーム、水精ウンディーネ、素敵な褥しとねをこさえてくんろ》！」

　いかに死を知らぬ者どもといえど、地に足ついているのは同じこと。

　蜥蜴僧侶の言に従えば、全すべては骨を礎いしずえとし、肉を発条ばねとしたからくり仕掛けだ。

　不意に地面が泡立ち泥濘ぬかるみ、ずぶりと足を飲み込まれれば転倒は必至ひっし。

　汚泥の中で緩慢に手足を動かしもがいたところで、脱出は能あたわず。

　ずぶりと足下から泥沼に沈み、飛沫しぶきをあげて転げれば、後はもう溺おぼれるが如ごとし。

　ばったんばったんと子供が手足を振り回すような有様では、沈む一方である。

　小鬼の屍は生者の臭いへどん欲に迫らんとするも、後から後から泥沼にはまっていく。

　子供程度の知恵があった頃ならまだしも、今や小鬼どもはそれさえも失っていた。

「かみきり丸！　後ろは気にすんな、行けぇい！」

「ああ」

　そう一声短く応え、ゴブリンスレイヤーは最前衛に飛び出した。

　彼は前方にゆらめく小鬼屍へと剣を投げ打ち、その頭部へ深々と刃を埋めた。

　仰け反ったゴブリンは脳漿を垂らしながら平然と前を向き、飛び込んだ冒険者と激突した。

　喉笛のどぶえへ円盾をねじ込んだゴブリンスレイヤーが、そのまま脊髄せきずいを叩き折ったのだ。

「数が多いのはいつもの事だが……」

　彼はまだびくびくと蠢く小鬼の腕を踏み折り、舌打ち混じりに腐肉を引きちぎって握った。

「死んでも面倒だな、ゴブリンは」

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　そして女神官の鋭い声に、即席の棍棒こんぼうが唸りをあげて応じる。

　土中から起き上がり彼の足をつかもうとした小鬼屍の頭が、文字通り叩き潰されたのだ。

　凹型おうがたにくぼんだ頭部をゴブリンスレイヤーは蹴り飛ばし、無言のままに鉄兜をめぐらせる。

　やはり敵の数は多い。圧倒的だ。

　霧の中、蠢く影は先にも増して多くなっている。まるで一塊の巨大な怪物のようですらある。

　──が、いつもの事か。

　それ自体は、何一つとして変わらない。


「…………ッ！」



　女神官が彼の背後で、両手に錫杖をぎゅっと握りしめ、懸命な表情で頷く。

　問題なし。そう判断し、一行はゴブリンスレイヤーを先頭に霧中へと切り込んでいった。

　上へ、上へ、塚山の頂上へ。

　しばしの間、肉を叩き潰し切り裂く嫌な音、荒い呼吸、泥の跳ねる音ばかりが響いた。

　時々木霊こだまする雄叫おたけびは、蜥蜴僧侶の戦吠ウォークライだろう。

　動くにせよ動かないにせよ、死体は無口なものだ。低い唸りは風の音に紛まぎれて消える。

　女神官は額ひたいから目尻へと流れる雫しずくに、何度も目を瞬またたかせた。

　霧はいつしか雨のように全身へ水滴を浴びせ、濡ぬれそぼった神官衣が肌に張り付いていく。

　太股ふとももに絡む裾すそを払い、必死に目前の彼の背を追いながら、しかし彼女は緊張に喉を震わせた。

　戦いの行く末は、皆が生きて帰れるかどうかは、彼女の細く華奢きゃしゃな両肩にかかっている。

　聖光を伴う解呪ディスペルの祈りが通じなければ、どうなるかは考えたくもない。

　やがて力尽き、組み伏され、引き千切られ、腹を裂かれ、尊厳を汚され、貪むさぼり食われる。

　不意に彼女は、自分はまだあの洞窟の中にいるのではないかと思った。

　本当はあの薄汚れた小鬼の巣穴で、汚物溜ために転がされて死を待っているのではないか。

　群がる小鬼を虚うつろな瞳ひとみに映しながら、その向こうに愚かな夢想を見ているのではないか。

　腰砕けになって怯おびえて泣きながら、震えた声で神に縋るような小娘に、何ができる？


　祈りの言葉は神に届かず、仲間は魂を砕かれ、殺され、自分もそうなるのが当然の──……。



「あと少しだ」

　それは頑張れとか、大丈夫だとか、そんな優しく暖かな励ましの言葉ではなかった。

　ひどく低く、無機質で、淡々とした、短い言葉。

　女神官はふっと周りが明るくなったような思いで、「はい」と小さな声で応えた。

　──うん、違いますよね。

　薄い胸に精一杯の空気を取り込んで、深呼吸をひとつ。思い上がりも良いところ。

　奇跡を賜たまわるのは慈悲深き地母神で、自分はそれを代理で振るうのみ。

　仲間皆が頑張っているのだから、自分は精一杯祈るだけだ。思い上がってはいけない。

　そう思うと全身に淀んでいた血の巡りがすっと楽になったようで、頭が軽くなった。

　だからだろう。女神官は目を瞬かせた。


　霧の向こう、屍者どものそれではない、何か、妙な音が──……。



「……っ!?　きゃあっ!?」

　次の瞬間、女神官の帽子が弾はじけ飛び、数本の金髪と共に宙へ舞った。

　首筋の産毛がちりちりと粟立つ感触に従い、とっさに汚泥へ身を踊らせたのが功を奏した。

　鋭い風切音と共に飛来した何かが、女神官を襲ったのだ。そしてさらにもう一度。


「あ、ぅ……っ!?」



　泥で装束しょうぞくを汚しながら身を伏せた彼女の口から、とうとう悲鳴が漏れた。

　突き飛ばされたように泥を転げる彼女のブーツは大きく抉えぐられ、太股からは血が迸ほとばしっている。

　よく見れば神官衣もざっくりと切り裂かれており、彼女の命を狙った攻撃なのは明白だ。

　使い込まれ鈍く輝く鎖くさり帷子かたびらがなければ、その心臓は抉られていたやもしれない。


　そして三度──……。



「上だ！」とゴブリンスレイヤーが苦々しげに言った。「ゴブリンではない」

　ぶつりと肉と骨を断つ音が響き、腐りかけた腕が切り飛ばされて泥に沈んだ。

　ゴブリンスレイヤーは手首だけになった小鬼の腕を放り捨て、腰帯から錆びた剣を引き抜く。

　そしてそれを逆手に構えながら、素早く女神官の傍そばに身を屈めた。

「立てるか」

「だい、じょうぶ……です……っ」

　錫杖を支えに息を荒らげながら、女神官はよたよたと立ち上がり、激痛に腰砕けになる。


　痛みではなく、惨めさと悔しさに涙が滲にじんだ。これではとても塚山の上までは──……。



「ひゃっ!?」

　そう思った時、女神官の体がふわりと浮いた。

　ゴブリンスレイヤーに肩を貸されたのだと気づくまでに一拍。

「行くぞ」


「あ、は、はい……っ！」



　わたわたと手を伸ばして泥に落ちた帽子を拾い上げた瞬間、また鋭い風が吹き抜けた。

　ゴブリンスレイヤーの振りかざす剣から火花と共に赤錆あかさびが散って、女神官の顔を汚す。

「頼めるか」

　わ、わ、と焦あせりと羞恥しゅうちに困惑する彼女をよそに、ゴブリンスレイヤーのひどく短い声。

　無論のこと、それに応じるのは彼の──と一瞬考え、鉄兜の内で息が漏れる──仲間たちだ。

「当然！」と真っ先に応えた妖精弓手は、霧の中へ矢を引き絞りながら斜面を駆けた。

　森人の耳目、およそ言葉持つ者で最も優れた感覚器官は、すでに見えざる敵を捉とらえている。

「一瞬だったけど、羽の生えた人型──たぶん生き物ね！　石っぽくはないもの！」

「では」とゴブリンスレイヤーは短く呟いた。「ガーゴイルではないな」

　その声に妖精弓手がひくりと長耳を揺らし、女神官は足の痛みも忘れて目を瞬かせる。

「ご、ご存じなのですか……？」

「当然だ」

「あらぁ魔神デーモンの類だの」

　手斧を引き抜いて群がる小鬼屍を叩き割りながら、鉱人道士がどたどたと追いついてきた。

　彼はゴブリンスレイヤーと女神官を守るように手斧を構え、油断なく上空を睨みつける。

　風を切るような音がぐるりと上を巡るのを感じ、鉱人道士は顔をしかめた。

　なにしろ敵が小鬼の屍体に加えて増えたのだ。とても愉快な状況とは言えなかった。

「耳長、前にやりおうた事があっだろ。あれよ」

「……あの時と動き方がなんか違う気がするんだけど」

「そら、魔神にも有名メジャーなのとそうでもないマイナーのがいるわな」

「一番エースとか鬼札ジョーカーとでも名乗れば良いのに……！」

　そして妖精弓手はまったくの予備動作なしに、霧中へと矢を放つ。

　先の割れた木芽鏃の矢は唸りをあげて彼方かなたへと消え去り、大きな羽ばたきがそれに応えた。

　魔神が大きく翼を打って軌道を変えたのだ。飛来する矢を避けるために。咄嗟とっさに、慌てて。

　そう、矢は外れたのではない。森人の弓こそは無駄なしの弓。──つまりは、外させたのだ。

「今ッ!!」

「おおッ!!　伶盗龍リンタオロンよ、我が跳躍を御覧あれ!!」

　黒い巨影が尾を振り上げのたくらせるや否いなや、霧中より一声喚わめいて飛びかかった。

　蜥蜴人の流儀に則のっとった不意打ちアンブッシュだ。

「ＡＡＡＡＲＥＲＲＲＥＲＥＲＲＥＭ!?」

　奇襲のためにと黙し続けていた魔神も、その衝撃にはたまらず声をあげた。

　以前と同じということは、戦い方をそう変える必要もないということ。

　蜥蜴僧侶の爪爪牙は、此度こたびも変わらずに魔神を捉え、その背に組み付いたのだ。

「ＡＲＥＥＥＭ!!　ＡＲＥＥＥＭＥＥＲ!!」

　魔神はぎゃいぎゃいと耳障りな声で鱗うろこ野郎を罵倒し、翼を打って宙へと舞い上がった。

　すでに魔神の目論見もくろみは完全に破綻していた。まずはあのか弱き神官の小娘から仕留める。

　それが彼の狙いであり、魔神たちの戦いの鉄則だ。

　まずは聖職者をかっさらい、切り裂き、襤褸ぼろ屑くずのようにズタズタにして殺す。

　だがもはや事ここに至ってはやむを得ない。皆殺しは変わらず、手始めはこの蜥蜴人だ。

　振り落とし、地面へと叩きつければ何者であれど死ぬ。この愚か者を葬り去ってやる！

「ＡＲＲＥＲＭＥＲＥ!!」

「はははは！　進化の系統樹に属さぬはぐれ者めが！」

　されどどれほど高所へ舞い上がろうと、背と翼に喰くい込んだ爪──手と蹴爪けづめ──は離れない。

　ばかりか、ついに皮を貫いて肉を裂き、汚らわしい悪魔の血を噴き出させたではないか。

　いかなる逆境にあれど、蜥蜴人が殺せる獲物を逃す事などはありえない。

　適者生存、あらゆる意味で強く、生き残ることこそが蜥蜴人の正義であり真理なのだ。

　蝙蝠こうもりにも似た翼を摑つかんだ蜥蜴僧侶が、心底愉快げに顎を歪めて獰猛どうもうな笑みを浮かべる。

「斯様かような翼、翼竜プテロダクティルに不敬であるぞ！　淘汰とうたしてくれるわ!!」

　そしてその雄叫びと共に、蜥蜴人の牙がついに魔神の喉笛へと食らいついた。


「ＡＲＲＲＲＡＲＡＲＲＲＲＭＭＭ！？！？」



　もはや罵声は意味を成さぬ濁った悲鳴へと成り果てた。

　蜥蜴人の爪が翼膜をずたずたに切り裂き、悪魔の禍々まがまがしき骨を摑み、握りしめる。

　そしてついに蜥蜴僧侶の豪腕が魔神の翼を根本から引きちぎり、情け容赦なく叩き捨てた。

「ＡＡＲＡＭＭ!?　ＡＲＡＲＡＭＭＭＭＲＲＥＥＲＭＭＭＭ!?」

　後は墜落あるのみだ。

　錐揉きりもみ回転となって地表へと落ちる中、魔神がいかなることを思ったかは定かではない。

　いずれにせよ魔神は血と悲鳴を尾のように長く引き、流星の如く大地へと叩きつけられた。

　巻き上がるのは泥沼の飛沫で、半ば汚泥に沈んだ姿に鉱人道士が「派手な葬式だ」と呟いた。

「ちょっと、生きてる!?」

「大したこたぁ、ありませんな」

　慌てて声をあげる妖精弓手へ、のそりと身を起こした蜥蜴僧侶が平然と答えた。

　彼は顎から汚らわしい悪魔の血肉を吐き捨てると、ぶるりと身を震わせて泥を弾く。

　たくましい足で、未だ痙攣けいれんしもがき続ける魔神を踏みつけ、蜥蜴僧侶は長首を巡らせた。

「後顧こうこの憂うれいなく、行きませい！」


「は、はい……っ！」



　それに女神官が苦痛をこらえながら頷き、ゴブリンスレイヤーは無言で歩き続ける。

　もはや見るべきは行く手だけで良いのだ。これほど楽なことはない。

　左の女神官側を重視し、鋭く、短く、錆びた剣を振るって小鬼の屍の足を断ち、踏みつぶす。

　何匹目かを仕留めた時に剣は半ばから折れ飛んだが、かえって調度良い長さだった。

　やはり剣はこの長さに限る。ゴブリンスレイヤーはその剣を振りかぶり、前方へ投擲とうてきした。

　回転することなく一直線に飛んだ剣は、狙い違わずゴブリンの喉笛に突き刺さる。

「ひゃっ!?」

　ゴブリンスレイヤーは女神官を抱えるように飛び込み、その小鬼を蹴倒けたおし、踏みつぶした。

　腐った血肉の臭い、泥、屍から漂う腐臭、臓物。何もかもがいつも通り。

　しかしそこに悲鳴はなく、死んだはずのゴブリンはもぞもぞと彼の靴の下で蠢いている。

　ゴブリンどもは武器も持たず、虚ろな眼窩がんかを向け、呻きながら両手を前に突き出し迫り来る。

「気に入らんな」

　これはゴブリンではない。

　忌々しげに呟いたゴブリンスレイヤーは、度重なる酷使に柄つかを残すばかりとなった剣を見た。

　武器の補給がない。彼は慎重な手つきで女神官をおろし、左手の盾を構える。

「いけるか」


「行き……」女神官は問われ、足を地につけ、痛みに呻いた。「……ます……っ！」



「よし」

　女神官は目尻に滲んだ涙を堪たたえたまま、こくりと頷き、片足を引きずるように歩き出した。

　塚山の頂までは、ほんの僅か。その短い距離がひどく遠い。

　ほんの一瞬、つい未練にかられて振り返った背後では、彼の円盾が振るわれていた。

　小さな円盾、されど縁を鋭く研いだそれは、腐った四肢を鉈なたで枝を払うように落としていく。

　さらにその向こうで妖精弓手の矢が、鉱人道士の手斧が、蜥蜴僧侶の爪爪牙尾が暴あばれていた。

　霧は不思議と薄く、女神官の目には靄の中で繰り広げられているはずの戦いがよく見えた。

　ふと不意に妖精弓手が長耳をひくつかせて顔をあげ、笑顔で手を振った。女神官は頷いた。

　心臓がそこにあるかのように痛む太股を押さえ、息を吸って、吐き、踏ん張って立つ。

　錫杖に縋るように手を伸ばすと、自分の傷口からあふれた赤い血が掌を伝って柄に滴った。

　それを女神官はぎゅっと握りしめる。

　かつて大陸で暴れた病毒の魔神は、呪詛とは異なるもので屍を操ったという。

　今度ももしそうだったら──そんな不安を、彼女は薄い胸いっぱいに息を吸って打ち消した。

　後は祈るのみだ。自分が何かを成すのではない。自分は介添え人に過ぎない。

　──だから、不安になることなんてないですよね。

　女神官は最後に、薄汚れた鉄兜の姿を見やってから、ぎゅっと目を閉じ、そして祈った。

　天上の領域へと意識を接続しての直接嘆願。敬虔な信徒の魂を、柔らかな指先が慰撫いぶする。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇やみに迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》……!!」

　閃光せんこう──慈悲深くも鮮烈な白光が、魔霧の白い闇を塗りつぶした。
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「……う、わぁ」

　ざ、と霧が箒ほうきで払われるかのように掃はけた後、真っ先に声を漏らしたのは妖精弓手だった。

　彼女は僅かに苔の茂る湿気た土を蹴るように塚山を駆け上がり、その中途で周囲を見回した。

　空は青く、空気は澄み、そよぐ風に長耳が心地良さげに揺れる。

　先ほどまで霧で濁りきった場所とは違う、穏やかな静謐せいひつに満たされた丘陵がそこにはあった。

　ところどころには無造作に土を積み上げたような柱が、幾重にも連なって並んでいる。

　妖精弓手がすぐ傍かたわらにも立っているそれを弓でつつくと、緩い土はぼろぼろと崩れ落ちた。

　それが先ほどまで蠢き、彼女らへと牙を剝むけてきた怪物の成れの果てであった。

　神なる奇跡というものは、二年余目撃し続けて尚なお、妖精弓手には信じがたい事を引き起こす。

「みんな、ぐずぐずの土くれになっちゃったわね……」

「灰は灰に塵は塵に、という奴でありまするな」

　のそり、のそりと重たげに体を揺らして続く蜥蜴僧侶が、のんびりと声を漏らした。

　動きが鈍いのも当然で、彼は口直しとばかりに糧秣りょうまつとして持ち込んだチーズをかじっている。

　口もすすがずに食べて味がどうなるのか、妖精弓手にははなはだ疑問だった。

「別領域の悪魔どもはともかくも、小鬼も死ねば天地を巡るもの。良き行いであったかと」

「って、そうだ、怪我けが……！」

　というのは無論、蜥蜴僧侶の事ではない。屈強さでは彼は一党パーティの中で随一だ。

　括くくった髪を翻ひるがえし、途中で鉱人道士の頭を叩いて「おう」と睨まれつつ、彼女は山肌を駆けた。

「あの子は!?」

「上だ」と追い抜かれつつゴブリンスレイヤーは言った。「診てやってくれ」

　彼は小鬼の屍が成り果てた土塊を崩し、それが本当に動きを止めたものか確かめていた。

　妖精弓手は「任せて」と一言おいてさらに走り、瞬きほどで塚山の頂へと辿たどり着く。

「大丈夫!?」

「……すみません、時間がかかってしまって」

　そこでは腰砕けにへたり込みながら、青ざめた顔で健気けなげに微笑ほほえむ女神官の姿があった。

　神官衣は大きく裂けているが、鎖帷子が抜かれた気配はない。

　それより妖精弓手が気にしたのは、投げ出すように伸ばされた女神官の太股だ。

　傷口を覆う包帯に血が滲んでいるのを見て、妖精弓手はしかつめらしい顔をして腕を組んだ。

「こういう時くらい、自分にも奇跡を使えば良いのに」

「いえ、まだ何かあるかもしれませんし……」

「……あいつの教育の弊害ね」

　はしたなく舌を鳴らす友人に、女神官は苦笑を浮かべつつ錫杖を突いて立ち上がろうとした。

　しかしどうにも痛む足に力が入らず、その動きは幼い子供のように震え、頼りない。

　まったく……。妖精弓手は溜息ためいきを吐つきながら、仕方ないわねと微笑んだ。

「ほら、摑まんなさい」

「す、すみません……」

　申し訳なさいっぱいといった風の女神官を「良いから」と黙らせ、妖精弓手は彼女の体を支えた。

　妖精弓手とて華奢で細身な体格だが、そこはそれ、森人は只人とは身体能力が異なるものだ。

「それにしても」と妖精弓手は女神官を支え直した。「あれだけいたゾンビが一網打尽かあ」

「アンデッドなら、呪いを解くのに弱いはずなので……。通じて良かったです」

　そう言ってほっと薄い胸を撫なで下ろす少女は、頭から足先まで泥まみれだ。

　帽子、綺麗きれいな金髪も、白い衣服にブーツも。泥の中を転げたのだから仕方がないとはいえ。

「……まったく」

　頰ほおや鼻先まで泥まみれな事に気づかず、嬉うれしそうな彼女を見ると、怒る気も失せるのだが。

　──これはオルクボルグをとっちめないとね。

　さっそく彼女の目は、鉱人道士と何事か話し合いながら塚山を登ってくる彼の姿を認めた。

　無論この距離であっても彼女の耳は、仲間たちの会話を聞き取ることができる。

「どう見る？」

「小鬼の死人占い師がいるかどうかはともかく、さっきの魔神が黒幕とは限らねえだろな」

「そうなのか」ゴブリンスレイヤーは意外そうに言った。「魔神とはそういう物と思ったが」

「こないだの迷宮で腕だけ出てきた、上位グレーターならそうかもしらんがなぁ……」

　鉱人道士は腰の酒瓶びんをぐびりと呷あおると、思慮深い手つきで白髭をしごいて天を睨みつける。

「今回のは下っ端よ。下位レッサーン中でも、ちょいと強い方だけんども」

「ゴブリンでいえば、田舎者ホブか」

「魔神を小鬼で例えんなや」と彼は顔をしかめた。「強さは違ぇが、格はそんなとこか」

「とすれば、指示を出す者がいるのか……」

「十年前の戦は、そうだったかんの」

　十年前──この世で最も深き迷宮、《死》の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッドの探索行。

　溢あふれ出した《死》は亡者の軍勢となりて、この四方世界を乱しに乱した。

　最深部に到達した六人の冒険者によって阻止された混沌の野望は、未だ記憶に新しい。

　何となれば、この小鬼殺しの一党パーティとて、先だって打ち捨てられたかの迷宮に挑んだのだ。

「しっかし、狙いがわからんやな。ゾンビ作って、やることが村襲うだけかね」

「ゴブリンの手口だな」

「ちゃうわ」と鉱人道士。「なんぞ塚山の下に不浄の源みなもとでも埋まっとるか邪教の儀式か……」

　考えればきりはない。子供の使いではないのだが、確かめるには手も足りまい。

「一度ギルドに報告上げといた方が良いかもな。他の冒険者が調べっだろ、したら」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「ゴブリンでなければ、俺の手には余る」

　と、相変わらずゴブリンゴブリンといったやりとりに、ぴんと妖精弓手の長耳が逆立った。

「ちょっと、オルクボルグ！　もう少しきちんと面倒見てあげなきゃダメじゃない！」

「悪かったとは思っている」

　案の定、返ってくるのはぶっきらぼうな返事。

　妖精弓手はふんと鼻を鳴らし、挟まれる形になった女神官が「いえ、そんな」と縮こまる。

「わ、わたしは大丈夫ですから……」

「何度か言ってるけど、もっと怒って良いと思うのよね、あなたは」

　そう言われて「すみません」とさらに小さくなる彼女を見て、妖精弓手は息を吐いた。

　それを好機と見たか、すっと自然な調子で鉱人道士が口を挟んだ。

「きーきー怒んなや、金床。かみきり丸が気にしとらんわけじゃねえのは知っとるだろ」

「まあ、そりゃ……そうだけど」

「それより、他に動いてる奴ぁいねえのか？」

「いないわよ。物音一つなし。私たち以外はね」

　ふふんと妖精弓手が得意げに言って、自慢の長耳をふるりと振った。

　鉱人道士が「そうかい」と応じて納得したのも、森人の耳の良さは認めざるを得ないからだ。

　とすれば戦いは終わったということなのだろう。

　女神官はようやく気を緩め、頂いただきに辿り着いたゴブリンスレイヤーへと頭を下げた。


「すみません、ゴブリンスレイヤーさん。もっと上手うまくできれば──……」



「……」

　ゴブリンスレイヤーは即座に応えることはせず、ちらりと妖精弓手の方へ鉄兜を巡らせた。

　妖精弓手は無言のまま「ん」と顎をしゃくり、何事かを言うように促した。

　低い唸り声の後、鉄兜がぐるりと巡って、女神官の方を向いた。

「……お前が謝ることではない」

　──それだけ？

　いや、違う。女神官もわかって来たことだが、この沈黙は彼が言葉を探している時のそれだ。

「上手くやった。……助かった」

「っ、はい!!」

　たった一言、それだけで彼女にとっては十分なのだろう。

　女神官はぱっと顔を輝かせ、こくこく何度も頷いた。獣人なら尾も振っていたかもしれない。

「どうよ、オルクボルグ。ちょっと予定とは違う展開だったし、宝物もないけど……」

　その様子を見た妖精弓手が、自信満々と言った風に「ふふん」と鼻を鳴らして両手を広げた。

「未知の怪物、群がる敵を切り抜けて、起死回生の大勝利！　これぞまさに冒険って奴ね」

「ああ。……ゴブリン退治ではなかった」

　妖精弓手はそれを聞いてますます気を良くしたらしく「そうでしょそうでしょ」と繰り返す。

　だから、彼女は聞いていなかったのだろう。

　しかし女神官は、その微かすかな呟きを確かに耳にした。

　ゴブリンスレイヤーは気に入らないといった節を隠しもせず、低い声で呻いていたのだ。

「ならば……ゴブリンは、どこだ」
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　噂より疾はやきものは風か光か稲妻か。

「なあ、聞いたか。ほら、地母神の……」

「ああ。あれだろ。ゴブリンの……」

　ざわめく酒場の喧騒、ひそやかに囁き交わされる言葉の数々。

　冒険者ギルドに併設された酒場では、それはいつもの光景の一つだ。

　根拠もないのに確信し、見聞きもしていないのに知ったかぶる。

　下卑た野次馬やじうま根性というだけではない。

　この四方世界において正確な情報というものは、たとえ己おのれで確かめたとてわからないものだ。

　幻術幻影で惑わされ、知識不足から虎とらを虎と気づけず、あるいは裏で手を引く何かの陰謀。

　裏社会では祖母と食事に行くにも裏取りを忘れるなと言うが、的を射た意見であろう。

　ましてやそれが駆け出しの冒険者となれば尚の事。

　彼らが知っていることは、村の古老や親から聞いた胡乱うろんげな昔語り、おとぎ話だけなのだ。

　街へ出てきて即座に冒険者となって旅立つ分、まだ彼らは勇敢で行動力があろう。

　噂を聞くだけの知恵を身につけ、さらにその真贋しんがんを確かめられる若者は多くはいない。

　むしろ──それは若者だけに許された特権といえよう。

　ろくに知識も経験もなくとも、だが己の才覚だけで全てに──世界へ挑むだけの勇気。

　それは愚か、無謀と嘲あざけるには尊すぎるものだ。

　酒場で飛び交う流言飛語の類は、まさしく活力の証あかし──なのだが。

「うううう……」

　動く屍と成り果てたゴブリンと、それを操る魔神を倒して帰還した女神官にとっては、違う。

　呻き声とも泣き声ともつかぬものを漏らし突っ伏す彼女の手には、空からになった杯。

　つい一瞬前まで白かった少女の顔も肌も真まっ赤かで、飲む勢いは鉱人道士が目を丸くするほど。

　彼女にしては珍しく──ともすれば初めてかもしれない──まごうことなき自棄やけ酒ざけだった。

「そ、そんなに気にすることないと思うわよ？」

　妖精弓手が、よしよしと慰めるように女神官の丸まった背中をそっと撫でた。

「噂なんて、だいたいそんな長く続かないわよ。すぐに忘れられるってば」

「耳長どもの『少しで消える噂』なんざ、『数百年語り継がれる伝説』の間違いじゃろ」

「だって他に言いようがないじゃない」

　鉱人道士の茶々に妖精弓手は目と長耳をきっとつり上げ「余計なこと言うな」と睨みつける。

　しかし鉱人道士は気にした風もなく酒壷から手酌で酒をやって、がぶりと豪快に飲み干した。

　そこには女神官を気遣う素振そぶりはまるでなく、妖精弓手の耳目はますます角度が急になる。

　鉱人道士は出来の悪い弟子を前にした師匠のように「やれやれ」と投げやりに口を開いた。

「たまにゃ悪い酒だって必要だろがよ。飲ませとけ、飲ませとけ、好きなだけな」

「にしたって程度が……」

「溺れなきゃな。たまにゃあ吐き出した方が良かろうよ」

　たいがい、ため込みすぎる不器用な娘である。

　お互い過去の事情なぞ知らず──友誼ゆうぎを結ぶに釣書つりがきが必要か？──一党パーティを組んで二年と少し。
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　この少女が地母神の寺院で孤児として育ったことくらいしか、彼は知らない。

　だがそれでも己の気持ちや幸福より他者のそれを優先するような性質なのは、よくわかる。

「かみきり丸にちったぁ甘えりゃ良かろうによ」

　うーうーと不明瞭な言葉を呻く彼女の細い肩を、鉱人道士の無骨な手が軽く叩く。

　それに対する応えすら呂律ろれつの回っていないもので、蜥蜴僧侶は愉快げに目を回して見せた。

「なんの、小鬼殺し殿には見栄を張りたいのでしょうや」

　そういう彼は大おお樽たるを椅子いす代わりにゆったりとくつろいだ様子。

「今少し未熟ならば素直に甘えもできましょうが、卵の殻は取れたのだと認めさせたい」

　さりとて我慢するには耐たえ難がたく、喚き散らすのは恥ずかしく、動けぬ自分が情けなく。

　こうして自分たちには甘えているのだと、蜥蜴僧侶は喉を唸らせるようにして静かに笑った。

　紛れもなく獰猛な肉食獣の笑い方だが、同時に限りなく親愛に満ちた、僧侶の笑みでもある。

　妖精弓手はふぅんと面白おもしろくなさそうに鼻を鳴らし、女神官の横へ寄り添うように突っ伏した。

　両手を伸ばしただらしない姿勢のまま、ごろりと頭を転がし、目だけを蜥蜴僧侶に向ける。

「僧侶だったら僧侶らしく、もうちょっと含蓄がんちくのあることくらい言いなさいよ」

「さてもはても……」

　その上目遣うわめづかいを前に、蜥蜴僧侶は思案するように己の鼻先を舌で舐め取った。

　上森人ハイエルフが酒精でとろけた瞳、上気した顔で見つめている。並の男であれば動揺もしよう。

　しかし蜥蜴僧侶は動じることなく、落ち着いて重々しい口調で顎を開いた。

「斯様な雑言なぞ、気にしなければ良いのではないか……と、拙僧は思いまするが」

「……だって、噓うそかホントかしらないけどさ」

　妖精弓手がピンと白い指先を伸ばし、くるりと空中に円を描いて見せた。

「噂を流した大本の奴がいるわけじゃない？　この子の先輩のさ、悪口言ってるのよ」

　聞くに耐えない言葉であったし、彼女としても他人事では決してない。

　故郷の同胞や森が小鬼に狙われ襲われたこと。彼女自身、小鬼に組み伏せられた経験はある。

　滅多めったに過去を思い返してくよくよする気質ではないが、怖気おぞけを震う経験だったのは確か。

　故に、妖精弓手はその長耳をへたりと情けなく垂らし、ぽつりと呟いた。

「相手がなに考えてるかとかー……気にならないの？」

「流言飛語は戦の常。まじないの類であるはずもなし」

　蜥蜴僧侶はゆるやかに首を横に振り、その小さな声を吹き飛ばすように力強く言った。

「敵意はあれど勇気なく、腕力の前に黙り込む手合なのは星が降るよりも確かかと」

「……ひどいこと言われて、もうやだぁってなんないの？」

「その程度で折れるなら、それはこちらが弱かっただけの事。故、恐るるに足りませぬ」

　きっぱりと言い切る、いつも通りの蜥蜴僧侶の言葉。

　あまりの言い草に妖精弓手は「蛮族ぅ」と拗すねたように唇を尖とがらせ、くすくすと笑う。

「こら相当にでき上がっとるな」

「神官殿に付き合って飲んでおられましたからな」

　二人の男は仕方ないと、苦笑混じりに顔を見合わせて肩を竦めた。

　いざとなれば他の女性冒険者にも手伝ってもらい、彼女らを二階の宿へ放り込めば済むこと。

　となれば今夜はとことん飲もうか──と、その時。


「はぁーい、差し入れだよぉーっ！」



　ぱたぱたと軽快な足音パットフットと共に、獣人女給が一党パーティの卓へと駆け込んできた。

　その手にしたトレイには、なにやら湯気の立つ鉄鍋とパン籠が一つずつ。


「ごはんー……？」



「おう、飯だ飯だ。そっから退のかんか。火傷やけどすっぞ」

　さっと顔を上げた妖精弓手が鼻をひくつかせて「わぁい」と両手をあげる。

　その間に、蜥蜴僧侶は腕を伸ばし、そっと未だ突っ伏している女神官の体をずらしてやった。


「うー……？」



「酒ささばかりでなく、なんぞ胃いの腑ふにいれませぬと凭もたれまするぞ」

　そうして寝ぼけた子供のように「はい」と呟き、女神官ものそのそと身を起こす。


　とはいえすぐにくたりと椅子上でうなだれてはしまったのだけれど──……。



「はーい、氷魚アイスフィッシュの大蒜風味アヒージョ、どぉーぞ！」

　空あいた卓上へ獣人女給によって威勢良く運ばれてきたのは、ひどく熱持った小振りな鉄鍋だ。

　中にはふつふつと煮えた阿利布オリーブの油。くたくたになるまで煮込んだ玉葱たまねぎ、そして小魚。

　香辛料と大蒜にんにくで煮込んだそれは、得も言われぬ芳香を漂わせ、蜥蜴僧侶の鼻孔を膨ふくらませた。

　もっとも彼の場合、一緒に運ばれてきた籠入りのパンとチーズの方に、かもしれないが。

「氷魚の旬は産卵する前の冬だろ。いけんのか？」

　鉱人道士が興味深く鍋を覗のぞき込み、甘辛い湯気に目を細めて問いかける。

「ふふん」と獣人女給は形の良い胸を誇るように反そらした。

「今年は春が寒かったからね。子持ち氷魚がまだ少し穫れるのだ！」

　とならば、後は実際に食べてみるのみ。

　鉱人道士は自分の器に小魚と玉葱をたっぷりよそい、はふはふ言いながら堪能たんのうする。

　ぴりりと甘辛い味に、柔らかな魚の肉が崩れ、玉葱の食感とあいまって何ともいえぬ。

　当初は警戒していた妖精弓手だが、やがて玉葱を食べれば良いと気づいてからはご満悦。

　蜥蜴僧侶はといえばパンにチーズを乗せ、それを鍋に浸ひたして口に運んで「甘露」の一声。

「で、その子どうしたの？　誰かにフラれた？」

　そして女神官は獣人女給の指摘もよそに、俯いた状態でもそもそと匙さじを口に運んでいる。

「……落ち込んでるかと思って差し入れしたんだけど」

「例の噂よ、うーわーさ」

　獣人女給へ半眼を向け、「何が面白いんだかさ」と妖精弓手はぶつくさ声を尖らせる。

　それは別に誰かに対して向けたものではなく、噂を流す有象うぞう無象むぞうへと向けた視線なのだろう。

　不機嫌さを隠そうともしない妖精弓手に、獣人女給は平然とした様子で「ああ」と頷いた。

「まー、あたしもあんま好かないけど。耳聡みみざといひとはもう動いてるみたいだからねえ」

「と、言いますと？」

　ふとパンとチーズをかじる手を止め、蜥蜴僧侶が鋭い口調で言葉を挟んできた。

　よもや彼が食いついてくると思わなかったのか「んー？」と獣人女給はその肉球で頰を揉もむ。

「なんかねー、地母神の寺院じゃなくてウチのワイン仕入れませんかって水の街の酒商がさ」

「商売人だのう……」

「にしては動きが早いですな」

「まあ断ったんだけどね、うちのおっちゃんはさ」

　さもありなん。圃人レーアの料理長は人好きのする性質で、腕っこきで、信用のおける人物だ。

　自ら見聞きし舌で確かめたものと、突然降ってわいた噂と商人では、重きをおく場所が違う。

　もちろん──そういった時流、流行に飛び乗った方が良い結果を生むことも多々ある。

　つまるところは己が立ち位置スタンスの問題だ。

　生きるも死ぬも紙かみ一重ひとえ。冒険者も商人もそれはかわらない。

「術師殿はどう見られるか」

「わしに聞いたってな、答えなんぞ出ねえぞ、鱗の」

　その立ち位置を決めるべく、鉱人道士と蜥蜴僧侶は素早く言葉を交わしあう。

　昨日今日流れ出したような話題に、こうも機敏に反応できるものなのか。

　だが後ろ暗いところなぞ、商人であればない方がおかしい。

　大金の動くところ、裏では闇の仕掛人ランナーどもが密かに影を走っているものだ。


　金勘定に損得勘定、こと金貨となれば鉱人の知恵の領分ではあるが──……。



　──わっかんねえな……。

　まだまだ酒精が足りぬ。鉱人道士は深く頷いて杯に地母神の葡萄酒を掬すくい、がぶりとやった。

「それにしても、あの何か変なのはどうしてるのさ」

　そうして生まれた会話の途切れ目に、獣人女給がまったくもうと腰に手を当てて口を挟む。


「こういう時こそ、この子の面倒見てあげなきゃ──……」



「ゴブリンスレイヤーさんは」

　不意に女神官が、ぽつりと小さく低い──どこか彼を思わせる──よく通る声で言った。

「……いつもみたいに報告して、帰っちゃったんですよ」

　獣人女給は「あた」と肉球で額をたたき、天を振り仰いだ。

　──まったく、これだからあの何か変なのは！
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「ゴブリンではなかった」

「あれ、そうなのですか？」

「死体だった」と言った後、彼は付け加えた。「動いていた」

「なるほど、ゴブリンゾンビですね……。他には？」

　問われて、彼の鉄兜が傾かたむいた。思案するように黙り込む。一拍。

「悪魔がいた」

「悪魔」

「赤かった」と言い終えて、彼は思い出したように言い加えた。「空を飛んでいた」

　なるほど。受付嬢は短く頷き、カウンターの上で報告書にペンを走らせていく。

　冒険者の報告を受けて書類を仕上げるのは冒険後アフターセッションのギルドの勤めだ。

　なにしろこれが等級昇進の審査基準──いわゆる経験点に反映されるのだから、それも当然。

　もちろん性質の悪い者だと、自分の活躍を盛って……なんてこともあるから油断は禁物。

　ギルド職員だって全員信用がおけるわけではないが、信用を査定するのは彼らの役目だ。

　──とはいえ。

　受付嬢は密やかに息をもらし、そっと対面にある鉄兜の奥を盗み見た。

　──この人はもう、昇級するつもりもないみたいなんですよね。

　だからこそ多少の雑談やらをする機会にも恵まれているので、これはちょっとした役得か。


　もちろん公私混同は良くないし、仕事の手を抜くなんてことは毛頭もうとう考えないが──……。



「どうした」

「あ、いえ、何でも」

　不意に声をかけられて、受付嬢はふるりと編んだ髪を揺らして首を横に振った。

　ペンが止まっていたのだろう。あるいは見つめていたことに気づかれたか。

　受付嬢は恥じらいを隠すようにこほんと咳払せきばらいをして、強引ごういんに話題を逸そらすことにした。

「それで、その……どうですか？」

「何がだ」

「あの子」と受付嬢は気遣わしげに目を伏せた。「噂、流れているじゃあないですか」

　女神官──未だ幼さの残るあの少女も、冒険者となってもう二年。十七歳になっている。

　女性として成熟しつつある一方、冒険者としても成長して、また近くには昇級の話もある。

　そんな折り──ゴブリンにまつわる、不名誉な噂が流れだしてしまった。

　妹のように思っているし、大事な友人であり、中堅の冒険者になろうという貴重な人材。

　公私混同ではなく、公私が同じ方向を向いている以上、これは受付嬢にとって見逃せない。

「……そうだな」

　問われたゴブリンスレイヤーは、鉄兜の奥で低く唸った。

「気落ちしているようではあったが」

「……気をつけてあげてくださいね？」

「俺が声をかけても、あまり意味はあるまい」

　ゴブリンスレイヤーは、緩く鉄兜を左右に振る。

「お前は無事だったのだから気にするな、など。言って何の意味がある」

「それはまあ、そうかもしれませんけれど……」

　受付嬢は思い返す。女神官の初めての冒険のことを。

　ギルドで出会った仲間たち。まだ互いのことも何も知らず、夢と希望と正義感で突き進む。

　考えなし、愚か。そういってバカにするのは容易たやすいことだが、そうではないはずだ。

　そこには冒険者ならば誰もが抱く、尊い何かがあったはずなのだ。


　ただ単に、それが育はぐくまれていくよりも前に踏みにじられてしまっただけで──……。



　そして、一人生き残ってしまった冒険者。再び孤児となってしまったあの少女。

　彼女が立って歩いて前に進めているのは、ひとえに彼と、仲間たちがいたからだろう。

『だからお前は気にすることはない。噂されているのはお前ではないのだから』

　──それは確かに、何の救いにもならないかもしれないけれど。

　自ら立って動かない限り、状況は何も変わらない。彼はそう信じているのだろう。

　だが受付嬢は羽ペンをそっと置きながら、張り付けるのとは違う仕草で柔らかに頰を緩めた。

「つらいときに誰かに何かしてもらえるのって……存外、嬉しいものですよ？」

　それは例えば、山のような依頼に埋もれていた時に、引き受けてくれる人が現れた時とか。

　あるいは、祭りの夜に暴漢に襲われて、それを助けてくれる誰かが現れた時とか。

「……そうか」

　ゴブリンスレイヤーは、嚙みしめるように言った後、不意に黙り込んだ。

　そして深々と息を吐いて、静かにぽつりと呟いた。

「やはり俺には、よくわからない」

　受付嬢はそれからしばらく、ゴブリンスレイヤーの報告を聞いて報告書を作成した。

　それが終わると彼は立ち上がり、短く「では」と述べ、ずかずかと重たい足取りで歩き出す。

　ゴブリンスレイヤーはふと立ち止まり、酒場の方へとその鉄兜を巡らせた。

　そこでは酒で顔を真っ赤にした女神官が、仲間たちに囲まれあれこれと世話を焼かれている。

　しばらく立ち尽くし、それを見つめた後、彼はゆっくりとギルドを後にした。

　受付嬢はゆらゆらと揺れ動く扉を前にして、深く息を吐いた。
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「ねえ、ちょっと……こっち！」

　ギルドの扉を潜り夜気に身を晒さらした直後、ゴブリンスレイヤーは不意にその腕を摑まれた。

　ぐいと物陰に引き寄せられながら、腕を払いのけて相手を視認。

　古びたぼろのような外套がいとうを、頭からすっぽり被った、人型の生き物。

　──ゴブリンか？

　いや違う。背が大きく声が高い。彼は油断なく腰の剣に手をかけたまま、腰を深く沈めた。

　鉄兜の中で目だけを動かし周囲を確認。

　ギルドの裏手、工房や厨房のための物資が積まれた資材置き場。

　彼女の手伝いでよく訪れる場。土地勘はある。立ち回りはできる。問題はない。

「なんだ」

「……そんな低い声出さないでくれるかな」

　外套の人物は困ったような笑い声で応じた。

「知らない仲じゃないんだしさ」

「なら」とゴブリンスレイヤーは足場を爪先で探りながら言った。「外套をはずせ」

　相手はその言葉に小さく息を吐き、諦あきらめたように外套を跳ね上げた。

　途端、黒く波打った海のような髪がこぼれ落ち、褐色の肌が露あらわになる。

「一応これでも気を使ったつもりだったんだけど……さ」

　葡萄尼僧は、そう言って強こわばった頰を指先でかき、そっと目を逸らした。

　ゴブリンスレイヤーはゆっくりと腰の剣から手を離し、姿勢を正す。警戒する必要はない。

「ゴブリンかと思っただけだ」

「それって皮肉かい？」

「いや」とゴブリンスレイヤーは首を振り、僅かに押し黙り、そして静かに言った。

「そういう意図はない」

「そ」と葡萄尼僧は呟き、くしゃりと顔を歪めて笑った。

「それぐらいさっぱりしてると気持ちが良いね」

「そうか」

「うん、そう」

　そうしてしばらく、会話が途絶えた。

　葡萄尼僧は居心地悪げに波打った髪を弄び、ゴブリンスレイヤーは次の言葉を待った。

「……あのさ」

「なんだ」

　意を決して言葉を発した途端の返事に、葡萄尼僧は一瞬「う」と詰まったらしい。

　彼女はしかしこほんと軽く咳払いをして、衰えかけた自分の勇気を振り絞った。

　どんな事であれ、面と向かって始めてしまえば、逃れる事はできないものだ。

「……あの子、どんな感じかなと思ってさ」

「どんな感じ」とゴブリンスレイヤーは呟いた。「とは」

「ほら、冒険の中で無理してないかとか、そういう……」

　葡萄尼僧は何やらぶつぶつと言い訳がましく言った後、ぽつりと呟くように言葉を続けた。

「自意識過剰かもしれないけど、ほら。私の噂で迷惑かけてないかな、とかさ」

　ゴブリンスレイヤーはすぐには何も答えなかった。

　彼は鉄兜の内で押し黙り、喉を鳴らして低く唸った。どう答えれば良いか、わからなかった。

「上手く」と彼はまたしても区切り、自分の言葉を強く嚙み潰した。「やっていると思うが」

「……そっか」

　うん。葡萄尼僧は頷き、そっと背後の木箱へ身を寄せるようにしてもたれ掛かった。

　気が緩んだのか。ゴブリンスレイヤーには、力が抜けたようにも見えた。

「そっか。うん、上手くやっているなら良いんだ。それなら良いんだ」


　あるいは──……。



「せっかく登り調子なんだもの。私のせいでケチがついたら、ね。悪いからさ」

　あるいは、大丈夫だと繰り返す姉のような笑顔であるように、彼には見えた。

「ケチなどつくものか」

　ゴブリンスレイヤーは思わずそう口走っていた。力強い言葉に、葡萄尼僧が目を瞬かせる。

「ケチなど、つくものか」

「……なら、良いんだよ」

　そう言って葡萄尼僧は外套をかぶり、暗がりの中へ崩れそうな笑顔を滲ませた。

「じゃあ、私はもう行くから」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜を巡らせ、明かりの灯ともった酒場の窓を示した。

「良いのか」

「良いのよ」と葡萄尼僧は首を横に振る。「迷惑かけたくないんだってば」

「そうか」

「そゆこと」

　じゃあねと一言呟いて、彼女はひらりと手を振って夜の闇へと小走りに駆けだしていった。

　すれ違った冒険者たちが地母神寺院の装束に目を止め、ちらりとその姿を目で追いかける。

　密やかに彼らが囁きあう声が、鉄兜の内にまで聞こえてくるような気さえした。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、双つの月が昇る空を睨むと、何も言わずに歩き出した。
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　春とも夏とも秋ともつかぬ、ひどく曖昧で、ぼやけた夜だった。

　不思議と風が吹く気配もなく、じとりと空気が淀んでいる。

　星の光は頼りなく、赤い月の光は弱く、緑の月だけが煌々と輝いている。

　ゴブリンスレイヤーは星読みではない。天上の巡りから宿命と偶然を読み解く事はできない。

　だから彼はそれ以上に天を振り仰ぐことなく、ただ足下だけを見つめて歩き続けた。

　気に入らなかった。

　何もかもが気に入らなかった。

　乾ききった土の道を歩いているにもかかわらず、彼の足取りは泥濘を進むかのように重い。

　一歩ずつ、一歩ずつ、粘つく土から長靴を引ひき剝はがし、大地を踏みつけるように前へ進む。

　遠くにはもう牧場の灯が見えているはずだった。

　しかし彼はそちらへと鉄兜を持ち上げる気も起きず、星ではなく、泥を見下ろし続ける。

　それは、とてつもなく長い道だイッツ・ア・ロングロード。いつだったか、そんな歌を師が口ずさんでいた。

　道は果てしなく、どこまでも続いているように思えてならず、とても帰れる気がしなかった。

　街の喧噪けんそうと、帰るべき家の灯と、広野の狭間の暗がりに取り残されたようだった。

　もはや記憶の奥底にしまい込んだ、あの夜の、床下の臭いが漂っている気さえした。

　彼は何も言わず、歯を食い縛る。

　全ては気のせいだ。認識すべきは今目の前にあることだけで十分だ。全ては終わった事だ。


「────……」



　だからその音が聞こえてようやく、彼は顔を上げることができた。

　何度も何度も歩いたこの道、この夜には存在しなかった音を聞き取ったのだ。

　それはがらがらと無遠慮な音を立てて回る車輪の音であり、騒々しい蹄の音だった。

　牧場の方から揺らめく灯りがこちらへ向けて突き進んでくる。

　──馬車か。

　ゴブリンスレイヤーは腰の剣に手をかけながら、道を開けるように一歩退いた。

　薄汚れた冒険者など見る価値もないというように、二頭立ての馬車が彼の脇わきを抜けていく。

　星と月の灯の下、闇の帳とばりに包まれていて尚、豪奢ごうしゃな馬車であることが見て取れた。

　御者は身なりがよく、気障きざな仕草で手綱たづなを捌さばき、帽子を押さえていた。

　街の方へと去り、黒い絵の具で塗ぬり潰されるように消えた馬車を睨み、彼は首を横に振った。

　本当に、気に入らないことばかりだ。
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「……おお、戻ったか」

　それからさらに時間をかけて牧場の入口へと辿り着いた彼へ、低く穏やかな声が飛んだ。

　鉄兜を巡らせると、門の傍にもたれるようにして牧場主が暗がりの中で佇たたずんでいた。

「どうしました？」

「牛舎の様子を見に、な」

　そう言い訳がましく口にした後、牧場主はじっと彼の方を見やり、何度か口を開き、閉じた。

　そしてしばらく躊躇ためらった後で、諦めたように当たり障りのない事を口にした。

「遅かったじゃあないか」

「いえ」と彼は少し考えてから、ゆっくりと言葉を選んだ。「馬車が来ていたようですが」

「ああ」と牧場主は頷き、ひどく機嫌の悪そうな様子で首を左右に振った。

「水の街の酒商さ。大店おおだなのな」

「酒商」

「畑仕事の方に力を入れて、このあたりを麦畑にせんか、とさ。麦酒を作りたいらしい」

「……」

　彼は鉄兜の下で唸り声を漏らした。

　それが良い商談なのか、悪い商談なのか、彼にはわからない。

　わからない者が口を出して良いことではない。牧場主と、彼女の問題なのだ。

　自分が勝手に意見を述べて良いわけがないことを、彼は弁わきまえていた。そのつもりだった。

「……断ったがな」

　だから牧場主がそう言った時、彼は知らず、自分の口から息と共に気が漏れるのがわかった。

　何故だか良くはわからないが、心の中にひどく静かなものが満たされるような気がした。

「新しいことをやるのが賢いわけでも、古いことを続けるのが堅実なわけでもないが……」

　牧場主は腕を組み、何と言ったものかというように星を見上げた。彼もつられて空を見やる。

　痛いほどにきらきらと輝く、星々と双月の光。鉄兜の庇ひさしの中で、彼は目を細めた。

　そんな彼の様子を、牧場主はちらりと横目で見て、ややあってから静かに口を開いた。

「……この暮らしが気に入ってるんでね」

「……ええ」

　彼はゆっくりと頷いた。これについてだけは、自信を持って言えた。

　彼が本心から自信を持って言い切れる、数少ないことの一つだった。

「良い、牧場だと思います」

「……そうか」

　牧場主はぽつりと呟いた後、もう一度、抑揚のない調子で「そうか」と呟いた。

「……あの子が晩飯を作って、待っている」

「はい」

「食べて、寝てしまえ」

　そう言うと牧場主はゆっくり背を向け、先ほどまで見回っていたはずの牛舎へと歩き出した。

「仕事明けだな。……体が資本だろう？」

「……はい」

「きちんと、休め」

　彼はもう一度「はい」と短く呟いて、牧場主の背中を見送った。

　ふと鼻を動かすと、牛乳を煮る甘い匂においがどこからか漂ってきていた。

　鉄兜を巡らせた彼は、ゆっくりと家の扉に向かって歩き出した。

　その足取りは、まだ重い。
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　彼女は何も聞かず、彼がシチューを黙って食べるのを見守っていた。

　対面に座り、両頰に手を当てて頰杖ほおづえをついて──普段と違うのは、その表情。

　常ならいつも何が嬉しいのかにこにことしている彼女が、今日は珍しくそうではない。

　しばし黙々とシチューを匙で掬い、兜の隙間すきまから流し込んで啜すすっていた彼は、低く唸った。

　じりじりと灯りの芯しんが焼ける音。金糸雀カナリアが眠たげにちちちと鳴く歌。遠い牛舎の不平不満。

　風が吹き、夜気が強まっている。ふと外を見やると、窓の外、星も月も雲に隠れつつあった。

　そして彼は匙をかたりと卓に置き、観念して、静かに口を開いた。

「どうか、したのか」

「それ、こっちのセリフだよ？」

　む、という声が口から漏れた。彼女は呆れたように──ように、ではないか──息を吐く。

　彼は鉄兜の内で目を閉じた。彼女にはこの面頰めんぼおも庇も、何の意味も成さないのだ。

　それは時として困惑を、心臓を突き刺すようなこともあったが、しかし……。

　──そういうものか。

　いつだって彼女はそうなのだから、かえって小気味良いほどでもある。

　むしろ見抜かれるとわかって尚、取り繕う己が滑稽なのだ。呆れられるのも当然だ。

「仕事のことじゃないよね」と彼女は言う。「何かあったかな。他の人とのこと？」

　彼は一度口を開き、閉じ、息を吸って、吐いた。

　兜の庇の隙間から、じっとこちらを見つめてくる彼女の瞳が見える。

　真まっ直すぐに、何もかも見透かした様子で、しかしこちらの言葉を待っている。

　やがて彼は、意を決して、短く自分の言葉を口にした。

「迷っている」

「君にしては、珍しいね」

「ああ」

　師が聞いたら何と言うだろう。いや、物も言わずに殴られるか、嘲笑ちょうしょうされるか。

　行動せよ。それこそが師の教えだ。やると決めて動いた時点で勝ちなのだ、と。

　やらなければ何も成らない。

　できるかどうかはともかくも、やるかどうかは全て己の裁量一つである。


　無論、それで失敗すれば笑い物だ、とも──……。



　──口を酸っぱくして言われたものだが。

　自分は何を迷っているのだろう。

　彼は彼女の視線から逃れるように、半ばまで量を減らしたスープ皿に目を落とした。

「手を貸してやりたい、と思うことがあった」

「……うん」

「が、やるにしても、手段がわからん」

　口にして、実感する。やるのは良い。ではどうすれば良いのか。

　小鬼退治の何と単純なことか。踏み込み、殺すハックアンドスラッシュ。それだけだ。

　そのためにどうすれば良いか、彼にはわかる。常に考えている。だが……。

　──今度ばかりは、そうもいかん。

　途方に暮れるわけだと、今更ながらに思い知る。

　小鬼どもが略奪ばかりするのも道理だ。物を作れば良い。だが、どうやって？

　そんな事に頭を悩ますのは──ひどく、難しいものだ。

　それに小鬼退治ならば、最悪、己の命一つで済む。

　仲間──と思考して彼は低く唸り──の命も、頭目リーダーとして負っているが、単独行なら別だ。

　今回はそうではない。

　己のことではない。小鬼のことでもない。失敗の責を負うのは己ではない。

　もとより万能人になったつもりはない。自分にできない事は数多い。

　だがしかし、それでも自分の手札が余りに少ないことを実感するのは──嫌なものだ。

　わかってはいても、やはり自分は大したことのない、ただの男なのだ。


　床下に這はい蹲つくばっていた時と、何も変わらない────……。



「……ん、そうかな」

　するりと、彼女の言葉が心の中に入り込んできた。

「……」

　彼はぼんやりと、スープ皿から視線を上げ、信じられないものを見るように彼女を見た。

　彼女は悩ましげに小首を傾かしげ、思案しながら、けれどにこりと微笑んでいる。

「あたしは良くわかんないけど、難しいことなんだよね、それ」

「……おそらくな」

「だったら……」

　その声は、どこまでも単純明快に線を引いていく。

「いつもの君と同じで良いじゃない」

「いつもの俺」

「つまり、ありったけ、ってこと」

　彼は、言葉に詰まった。彼女は何でもないことのように言って、ただ笑っている。

　それは──それは本当に、当たり前のようなことなのだろう。

　彼女にとっては、彼がいつもそう動いているのが。

　彼は心の中で十年以上前の、床下にうずくまる少年へ目を向け、ゆっくりと頷いた。

「……そうか」

「そうだよ」

「……そうだな」

　彼は再び匙を手に取った。

　師が聞いたら何と言うだろう。いや、物も言わずに殴られるか、嘲笑されるか。

　物覚えの悪い、出来の良くない生徒であった。彼は鉄兜の下で僅かに口元を緩めた。

　それに気づいたように、彼女がさらに笑みを深めて、静かに席を立った。

「おかわり、いる？」

「もらおう」
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「行ってらっしゃい！」

　ああ、と一言だけを短く告げて、ゴブリンスレイヤーは牧場を後にした。

　夜に雨が降ったのか、それともただの朝露か。

　草は瑞々みずみずしく輝き、空は目が痛くなるほど青い。

　ゴブリンスレイヤーは兜の庇に透かすように太陽と白い雲を眺め、ゆっくりと歩き出した。

　今日は珍しく、彼女は「一緒に行く」と言わなかったのだ。

「その方が良いでしょ？」と小首を傾げて問われて、彼には何と言って良いかわからなかった。

　おそらく、わかっているのは彼女の方なのだ。

　だから彼は素直に従った。いつだって、己より他の者の方が物事をわかっている。

　柵に沿って道を進むと、遠く、牛を伴って歩く牧場主の姿が目に映り、彼は兜を下げた。

　返事があったかどうかは見えなかった。だが、あえてそれを確かめようとは思わない。

　湿り、けれど日差ひざしを浴びて暖まりつつある土の道を黙々と進む。

　ほどなく街道に、そして辺境の街へと伸びる道へと繫つながり、人も増えていく。

　子供の頃、冒険者になりたいと思ったときから歩きたかった道だ。

　ギルドに登録してからは、街にいる時は毎日のように通った道だ。

　意識せずとも歩ける道を、ゴブリンスレイヤーは思索に耽ふけりながら歩いた。

　人混みの中を、す、と半身をずらしてすり抜けながら、真っ直ぐにギルドへ向かう。

　その自在扉を押し開けて潜る前、彼はふと立ち止まって施設を見上げた。

　思えば──改めてこの建物を眺めたことなど、あっただろうか。


　もう七年近くにもなるが──……。



「……入らないんですか？」

　背後からそう呼びかけられ、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと鉄兜を巡らせた。

　見れば、彼の影に隠れるようにしてくすりと微笑む、見慣れた受付嬢の姿。

　腕には大事そうに、真新しい墨壷だの羽ペンだのの小物をいくつか抱えている。

　視線に気づいた受付嬢は「遅刻じゃないですよ？」と弾はずんだ声で教えてくれた。

「臨時のお使いです。墨壷の換えが、どうも蓋ふたが緩んでて乾いちゃっていたみたいで」

　ゴブリンスレイヤーは何と言ったものか、言葉を空中に探して低く唸った。

「いや」と否定ひていはしたが、彼にだって何が「いや」なのかは見当もつかない。

「ただ、見ていただけだ」

「そうですか。……毎日見てません？」

「ああ」

　ふむん。受付嬢は思案するように、その整った胸元むなもとに荷物を抱き寄せた。

　上目遣いに、兜の庇を透かすようにゴブリンスレイヤーへと視線が向けられる。

「……でも確かに、毎日見ていても、じっくり眺めたくなる事ってありますよね」

「そういうものか」

「そういうものです」

　何が楽しいのか、受付嬢はにこにことして何度も頷いた。

　ゴブリンスレイヤーは「そうか」ともう一度呟き、受付嬢を見、ギルドへと視線を向けた。

　ギルドの建物は何一つ変わっていない。

　いや、そもそも最初を覚えていないのだ。変わったとすら思えないのだろう。

　彼はそうしてしばらくギルドの建物を見た後、首を横に振り、再び受付嬢へ兜を向けた。

「たぶん」と彼は短く言って、言葉を嚙みしめた。「今日、明日はゴブリン退治はやれん」

「あら」と受付嬢はわざとらしく目を見開いて、驚いた風に言った。「お休みですか？」

「そういうわけではないが……」

「……ふふ、そうですか。困りましたねえ……」

　ううん。受付嬢は顔に笑みを張り付けて、戸惑うように三つ編みを指先で弄ぶ。

　ゴブリンスレイヤーは何か言うべきではないかと思い、口を開いた。だが言葉がでない。

　やっと絞り出すように漏れたのは「そうか……」という短い声。

　ほとんど意味を成さないようなそれに、受付嬢はついにくすくすと声をあげて笑った。

「大丈夫ですよ」

　鉄兜の中で、ゴブリンスレイヤーは目を瞬かせた。

「別にゴブリンスレイヤーさん一人に、全部お任せしてるわけじゃないですから」

　心配はいりません！　受付嬢はそう言って、形の良い胸を得意げに反らした。

「だから、こちらのことはお気になさらず！」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは、ほっと息を吐いた。「なるべく、早く済ませる」

「ええ。それはそれとして、手伝ってくれると助かりますから」

　受付嬢は僅かに頰を染めてそう言うと、独楽鼠こまねずみのようにぱたぱたと駆けだした。

　そして自在扉の前で、くるり。三つ編みを尾のように翻して、彼へと振り返る。

「何をするにしても、頑張ってくださいね！　応援、してますから」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーの短く、低い、淡々とした返事。

　それを嬉しそうに受け止めて、受付嬢は踊るようにギルドの中へと姿を消した。

　彼はその背を見送り、揺れる自在扉を眺め、それからゆっくりと足を前に動かす。

　ずかずかと、無造作で乱雑な、いつも通りの足取りで。

「だからよ、自分から首突っ込んでくのも冒険の一つだって言ってんだ！」

　そしてギルドに踏み入った瞬間、飛び込んできたその声に足が止まる。
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　槍使いだ。

　鉄兜を巡らせた先、冒険者たちが思い思いにくつろぐ待合い場所の一角。

　長なが椅子いすに座った少年斥候スカウトと少女巫術師ドルイド、それに新米戦士と見習聖女、白兎猟兵。

　いや──そう考えてゴブリンスレイヤーは首を横に振る。──もう新米でも見習でもないか。

　そうした少年少女たちを、年長の冒険者どもが囲んでいる。

「依頼を待ってるだけってんじゃあ、とても一流のお冒険者たぁ呼べねえな」

　教師のような口振りの槍使いの横で、肉感的な肢体を長椅子に預けた魔女が唇を動かす。

「そ、ね」と囁く声は、どういうわけかゴブリンスレイヤーの耳にも届いた。

「なに、から……冒険、が、始まる……か、なん……て。神のみぞ知る、もの……ね？」

　ふぅん。既に相応の経験を積みつつあるとはいえ、五人にはいまいちピンと来ないらしい。

　きょとんとした風に少年斥候スカウトは小首を傾げた。

「そういうもんなの？」

「ま、そうだな。世界を救う冒険の種はどこに転がっているかわからん」

　女騎士はその胸甲の前で腕を組み、うんうんとしたり顔で頷いた。

「邪神復活の兆し、異次元の門、地獄の穴。それを見抜けないようでは生きていけんぞ」

　言いやがる。重戦士は呆れ顔で頰杖を突くが、しかし混ぜっ返す風はない。

　それは──恐らく、彼にとってもある一面では真実だからだろう。

　世界を救う冒険と言われてもイメージできない少年少女へ「つまりだな」と重戦士は言う。

「怪物退治に向かった洞窟の奥で、さらに遺跡を見つけたら、調べるもんだろ？」

「あ、それならわかります」

　ぽん、と。圃人の小さな両手を打って、少女巫術師が頷いた。それならわかる。

「発生原因かもしれませんし、未知の遺跡なら、宝物もいっぱいあるかもしれませんし」

　とはいえ。するりと典雅てんがな動きで半森人ハーフエルフの剣士が会話に滑り込む。

「まあ事前の準備はいりますけれどね。猪突猛進ちょとつもうしんで突っ込まれては死にますから」

　釘は刺しておくべきだろう。む、と女騎士が頰を膨らませ、重戦士が堪こらえきれずしのび笑う。

「てなわけで、とりあえず水の街へ行くべきだな。こいつは至高しこう神しん信者だし、神殿へな」

　不貞ふて腐くされた女騎士の頭を無遠慮に撫でながら、重戦士は喉奥から笑いを漏らした。

「地母神の神殿と横の繫がりもある。噂について調べるには、コネを使わなきゃな」

「あー、俺は……どうすっかな」

　槍使いが顔をしかめ、俺は都市の冒険シティ・アドベンチャーは苦手なんだと呟く。

　今にして思えば、最初の年に出会った、銅等級の冒険者の話をもっと聞いておくべきだった。

　岩喰い退治に用いたあれやこれやの手管てくだは、きっと参考になったろうに。

「知り合いの冒険者が水の街に来てるから、そこまでは一緒かね」

　槍使いが思案げに声を漏らすと、魔女が「そ、ね」と美しい動きで頷いた。

「何か……大きい、こと……に、なりそ……だもの、ね」

　彼女は豊かな乳房を揺らして長なが煙管きせるを取り出すと、先端を叩いて呪文じゅもんを一言。

　火花がはじけて着火されたそれから甘やかな煙を吸い込み、気怠けだるげに一服した。

「手は……どれだけ、あって……も、困らない、から」

「でもさ」

「ねえ」

　それまで黙って聞いていた新米戦士と見習聖女が、顔を見合わせて頷いた。

「一昨年だっけ、牧場が襲われた時は『依頼じゃないと助けねえ』って……」

「ほへー……。ぼかぁあんまし、人の噂とかそゆんはわからんのですけども」

　わふわふと一心不乱に器に盛られた麦粥むぎがゆをかきこんでた白兎猟兵が、ひょこりと耳を揺らす。

　彼女はいっぱいに膨らんだ頰をもごもごさせ、なるほどー、と呑気のんきな調子で目を細めた。

「……てぇことは、つまり、この人は良い人なんですなぁ」

「あー、うっせえうっせえ！　美人が困ってりゃ助けるのが男の本懐ほんかいだろうがよ！」

　槍使いが声を荒らげ、少年少女たちが「きゃーきゃー」と楽しそうな悲鳴をあげる。

　重戦士と女騎士、半森人の剣士が適当に止めに入るまで、それを楽しんで見やる。

　そして魔女が──くすりと笑って、彼の方へ流し目をくれた。

「……」

　ゴブリンスレイヤーは何も言えず、ただその場に立ち尽くしてそれを眺めていた。

　戸惑いや、呆然ぼうぜんとしたものではない。自分でも、何と言って良いかわからなかった。

「ふふん」

　聞こえよがしに鼻で笑う声。それは鳥のさえずりにも似た、美しいものだ。

　ゴブリンスレイヤーがいつも向かう隅の長椅子ながいすに、その姿があった。

「冒険者って、こんなもんなのよ」

　妖精弓手が長耳を得意げに揺らしながら、にやにや顔でこちらを見ている。

　傍には仕方ないという様子で頰杖ほおづえ突いた鉱人道士。悟ったような顔で壁際に立つ蜥蜴僧侶。

　みんなに挟まれて、いっぱいいっぱいの表情で縮こまっている女神官。

　そんな彼女がふと顔を上げ、こちらを見た。ぱっと顔に花が咲く。


「ゴブリンスレイヤーさん、あの……っ！」



　彼はゆっくりと鉄兜を横に振った。庇の奥で、口元が緩ゆるむのがわかった。

　何事につけ、そうなのだ。師が言っていた通り、自分はたいそう頭が鈍い。

　いつだって、己おのれより他の者の方が物事をわかっている。そういうものなのだ。

「ああ」と彼は言った。「今、行く」

　そうして、ゴブリンスレイヤーは仲間たちのもとへ向けて足を踏み出した。

　彼の足取りは、帰路に比べて遥はるかに軽いものであった。
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「来るか」と聞かれた時、どうして自分は思わず「行きます！」と言ってしまったのか。

　薄暗く、すえた臭いの立ちこめる裏路地を歩きながら、女神官はほんの僅わずかに後悔した。

　目の前には黙々と歩き続ける無骨な鎧よろいの背中。

　歩幅こそ合わせてくれているものの、女神官が追いつくには小走りにならざるを得ない。

　ととと、と彼の背を追いながら、彼女は無意味に高鳴る胸の前に錫杖しゃくじょうを抱きしめる。

　もう何年も暮らしている街なのに、こんな場所があるなんて思いもよらなかった。

　貧民窟──とでも呼ぶべきなのだろうか。

　辺境の街は開拓拠点の一つでもあるとはいえ、元からあった街の機構を利用している。

　だから薄汚れて粗末な家屋が狭苦しく並ぶ光景を、彼女はおどおどと見回した。

　町外れで無秩序に拡大する一帯スプロールへ足を踏み入れるのは、生まれて初めてだ。

　もちろん、彼女は地母神ちぼしんの神官だ。

　虚うつろな顔で地べたに座り込んだり、襤褸ぼろを纏まとって猥談に興じる手合いに、嫌悪感は持たない。

　いや、苦手だな、と思う事はあるけれど、助けを求められればまた話は別だ。


　無論、誰彼だれかれかまわず手を差し伸べて回る無邪気さも、もう薄れてはいるけれど──……。



　──やっぱり、ついてきてもらえば良かったでしょうか。

　そんな事を考えながら、彼女は距離の開いてしまった背へ縋すがるように、足を速めた。

『ついてってあげようか？』

　冒険者ギルドで、女神官へそう声をかけたのは妖精弓手エルフだった。

『俺おれは伝手つてをあたる』と彼はそう提案し『お前たちは寺院を守れ』と続けた。

　まだまだ敵──いるとすれば、だ──の目的も、動向もわからないのだ。備えは必要だった。

　なるほど、先日の冒険を思えば、亡者やら小鬼やらが地母神寺院を狙ねらわないとも限らない。

　それはつまりゴブリンスレイヤーが、この事態に際して動いてくれるということだ。


　ただそれだけで無意味に胸が高鳴り──……今にして思えば、だからだろう。



『来るか』という相談とも報告ともつかぬ言葉に『行きます！』と応じたのは。

　そして妖精弓手へ、たぶん、良く覚えていないが、寺院も心配だからとか、何とか。

　そんな適当なことをまくし立てて、呆あきれられた──ような気がする。

　──うう……。

　今にして思えば、顔面から火が噴きそうな醜態である。

　──もう十七歳になったのになぁ。

　自分の子供っぽさに直面するのは、女神官にとってどうしようもなく情けないものであった。

　多くの冒険者が、動いてくれている。

　それは自意識過剰な分を差し引いたって、地母神の寺院と、自分の家族のためで。

　とても、何というか、大人だなあ……と彼女は思うのだ。自分に比べて、ずっと、ずっと。

　だからこそ彼女は努めてそんな気配を悟られないよう、そっと声を抑えて口を開く。

「あ、あの、ゴブリンスレイヤーさん……」

「なんだ」

「伝手、って……お知り合いが、この辺りにいらっしゃる……のですか？」

　それは、何とも意外なように思えた。同時に当然だとも考えられた。

　もう彼とは少なくない時間をともに過ごしている。

　牧場とギルドと洞窟どうくつを周回する彼に、町中で知り合いをつくる事があるだろうか。

　しかし彼は、こう見えて見知らぬ人に平然と話しかけたりする姿をよく見ている。

　それにもう熟練ベテランなのだ。顔が広いのは、ある意味で当たり前。

　──もう三年になるのに。

　底が知れない。それが女神官にはどこか寂さびしく、同時に嬉うれしくもあった。

　心躍る書物のページがまだまだ残っているような、そんな気持ちになる。

「知っている人物というのならそうだが、面識があるかという意味なら違う」

　彼は低く唸うなった後で、端的に短く述べた。女神官の頭の周りで疑問符が飛ぶ。

「それは、どういう……？」

「来ればわかる」

　と、言われてしまえば女神官にはもう何も言うことはできない。

　ゴブリンスレイヤーは貧民窟のあちらこちらを、物でも探すように鉄兜てつかぶとを巡らせて歩く。

　女神官は小鳥か何かのように必死になって追いかけるが、彼が求めるものがわからない。

　ややあって、その懸命さに気づいたのだろうか。彼はいつも通り、淡々と口を開いた。

「符丁だ」と彼はぽつりと言った。「師から教わった」

「符丁……」

「連中は、しるしをつけるものだ。戸口にな」

「はあ……」

　やがて、その足が一軒の建物の前で止まった。


　町の外れにぽつりと立つ、小さな────……。



「雑貨屋さん……？」

　女神官は鎖の外れかけた吊つり看板を見て、小首を傾かしげた。

　これが符丁なのだろうか。いや、ゴブリンスレイヤーは戸口と言った。

　彼女は「んと」と声を漏もらしながら、唇に人差し指をあてがって目をさまよわせた。

　目星をつけてあちらこちらと見回すと、ドアの片隅の、小さなひっかき傷が目に入る。

　それは白墨を擦こすり付けたようでもあるけれど、彼女には特段、特別なものとは思えない。

「入るぞ」

「あ、は、はいっ」

　わからないままに立っていた彼女は、先に扉を押し開けた彼を追って、慌てて後に続いた。

　──暗くて、狭い。

　それが第一印象。

　錆さびかけたランプが昼だというのに灯が入っていて、小虫をじりじりと焼いている。

　くすんだ橙色だいだいいろの光が輪になって降ってくるものだから、部屋の影がまるで踊るよう。

　目眩めまいにも似た感覚を覚えて、女神官はぱちぱちと瞬まばたきをした。

　四方には天井てんじょうまでの棚が壁にはめられており、薄く埃ほこりの被った雑多な商品が並んでいる。

　流行はやっていない、寂れた、潰つぶれかけている。そんな雑貨屋なのは、一目瞭然。

「あ、あの、ゴブリンスレイヤーさん……？」

「……お客さん、何をお探しでやしょ？」

　囁ささやくように声をかけた女神官は、暗がりから響いた声に「ひうっ」と身を強こわばらせた。

　いつ現れたのか、最初からそこにいたのか、彼女にはそれすらもわからなかった。

　店の片隅、商品に埋もれるようにして、眠たげな目をした小男が座り込んでいる。

　圃人レーアか鉱人ドワーフか……いや、ともすると只人ヒュームだろうか。

　男ではあるようだが、女神官には年齢も、種族も、どうにもよくわからなかった。

　すっぽりと灰色の──狐に似た──頭巾を被っていて、顔が見えないせいだろうか。

「真鍮のランタン」

　その店主に対し、ゴブリンスレイヤーは低い声で、そらんじるように言った。

「それから、油だ」

「お客さん、冒険者でやしょ」

　──おや？

　女神官は、僅かに目を見開いた。

　面倒くさそうな店主の声色こわいろに、僅かな変化が現れたような気がしたのだ。


　もっともそれは彼女が経験を積んできたからこそで、そうでなければ──……。



「これから何をすんで？」

　店主はそう言って、頭巾の縁から探るような目を二人へと向けている。

　突き刺すような視線。女神官は知らず、その薄い胸を隠すように両手で錫杖を手繰たぐった。

　ゴブリンスレイヤーは、頷うなずいて言った。

「大蛇サーペントを殺す」

「……よござんす」

　そう言って、店主がゆらりと滑るように動いた。途端、女神官は思わず「わ」と声を漏らす。

　──まるで、魔法。

　店主の背後の壁が、いつの間にか消え失せていたのだ。

　ぽかりと口を開けたそれは、この狭い店には不釣り合いな、ぴかぴかと輝く重厚な扉。

「ふふん」

　と、店主が女神官の様子を見やり、どこが得意そうに鼻を鳴らす。

　女神官は、まるで圃人のようだと思った。思ったまでで、すぐにそんな印象も消えるが──。

「ようこそ、お嬢さんに小鬼殺しの旦那。ならず者の集まりローグ・ギルドへ」
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「別に悪党がつるんで仲良しこよしじゃありゃせんが、ギルドつった方が通りが良いもんで」

　そこら辺は冒険者ギルドと変わりゃせん。忍び笑う店主の後に続き、二人は細い通路を行く。

　あの小さな店の裏手にこんな空間があっただろうか？　女神官にはわからない。

　わからないといえば、店主についてもだ。圃人にも、森人エルフにも、鉱人にも、只人にも思える。

　あの灰色頭巾の下に獣耳があるようにも思えるし、衣装の下には蜥蜴の鱗うろこがある気もする。

　──たぶん、魔法。

　繰り返し女神官はそう思う。だが、聞くべきことではないような気もした。

　世の中、わからないままにしておいた方が良い事もある。そして聞くべき事は多いのだ。

「冒険者ギルドと、同じ……ということは、依頼を、受けたり……？」

　おずおずと問いかける。傍かたわらのゴブリンスレイヤーに向けたものだったが、店主が応じた。

「ま、起こりジョンソンから蔓フィクサー経由で、仕掛けランるのは同じ、と」

　店主が足音一つ立てず滑らかに進むため、響くのは自分とゴブリンスレイヤーの足音だけ。

　いや、ゴブリンスレイヤーはずかずかした歩調のわりに、足音は静かだ。

　かつこつと長靴が鳴り、錫杖の音が響く度たび、女神官は何とも恥ずかしくて、俯うつむきがちになる。

　そんな様子を、店主はちらと見やったらしかった。

「冒険者ギルドが信用できんてェ、こっちに転げる方々もおりやすが」

「こちらは信用できるのか？」

　不意にゴブリンスレイヤーが、ひどくぶっきらぼうな口調で言った。

「さぁて」店主はくつくつと愉快げに喉のどを鳴らす。「信用クレジットさえ頂けりゃ」

　ふむ。ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

「裏取りは礼儀作法エチケットってね。騙だまして悪いがされても文句は言えねえ稼業でやす」

「そうか」

「だいいち、あいつが悪いって駄々こねて他人にケツ拭ふいてもらう仕掛人ランナーなんざ、格好悪い」

　店主が極きわめて重要なような口ぶりで言うと、気に入らない風に鼻を鳴らした。

「近頃ちかごろの若い奴やつはというと年食った証拠だが、文句ばっか言う若造が増えたもんよ」

　たぶん、それはきっと、生き様スタイルの問題なのだろう──女神官はぼんやり思う。

　噂うわさには聞くのだ。裏稼業、陰謀蠢うごめく大都会の影を走る者ども。

　誰だれが守ってくれるわけでもなく、自分の技量と才覚だけを頼みとする、渡世の徒。

　それはどこまでも自由で──恐ろしいもので──だからこそ生き様が問われるのか。

　女神官は、それが何ともひどく不確かで不安げなものに思えて、ぶるりと身を震わせた。

　自分は寺院が、そして冒険者ギルドが後ろ盾になってくれている。

　それすらもない場所に望んで立つ心持ちというのは、とても想像がつかなかった。

「もちろん裏切る奴らと好き好んでつるむ手合もおりゃせんで……ね」

　彼女の震えをどう解釈したか、店主はなだめるようにそう言った。

「なにしろ、旦那にゃ二年前の収穫祭でも世話になってるから、そう無体な事はしやせん」


「あ──……」



　今この時ほど、女神官は薄闇うすやみの中に自分がいることを感謝した事はなかった。

　この灰色頭巾との縁は──顔がわからないのだから当然として──思い当たる節がない。

　けれど収穫祭の折、必死に錫杖を振るって演舞を奉納した姿を、見られていたのだろうか。

　ゴブリンスレイヤーは「あの件か」と呟つぶやいているが、女神官はそれどころではなかった。

　さっと赤らんだ顔を見られるのも恥ずかしく、暗がりが何ともありがたく思えた。

　そんな彼女の様子に気づいた節もなく、店主は奥まった扉を押し開く。

　途端、扉の隙間すきまから漏れ出た光に女神官は目を細めた。闇やみに慣れた視界に明かりが痛む。

「……酒場か」

「まだ営業前ですがね」

　ぱちぱちと瞬またたく横で、ゴブリンスレイヤーと店主が何でもないようにやりとりをしている。

「見えるのですか……？」

　思わず女神官の口から漏れた、いつかと同じような疑問。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、しかし、今度はしっかりと教えてくれた。

「闇に入る時に片目を瞑つむれ。短時間なら切り替えができる」

「は、はい……」

　そうこうしている内に、やっと女神官の目も慣れてきて、視野に酒場の様相が滲にじみ出す。

　彼女の知っている酒場といえば、ギルドの酒場か、街々の宿にあるようなものばかり。


　それに比べれば、何というか、薄暗いというか──……。




　──……静か、な……？



　これが夜ともなれば、また別の印象もあったろうが、真昼の今はそうでもないのだろうか。

　綺麗きれいに掃除されたその酒場は、カウンターを除けば席がいくつかある小さなものだ。

　元は武器庫か何かだったのだろうか。そんな印象も、ふと覚える。

　カウンターの中では、黒ベストに蝶ちょうネクタイを結んだ、美しい女性がグラスを磨いていた。

　かすかな水音で、女神官は彼女が本物のバーメイド──下半を水樽みずだるにつけた──と気づく。

　視線に気づいた彼女がにこりと微笑ほほえみ、女神官は顔を赤らめ慌てて目を逸そらした。

　そこでは黒毛の獣人──犬か猫かと思えば、両方だ──たちが楽器調弦の真っ最中。

　夜には彼ら彼女らが演奏し、酒が振る舞われ、仕掛人ランナーどもが仕掛けランの話をするのだろう。

　女神官には、とてもとても、想像の及およばぬ世界であった。

「もぐり酒場スピークイージーか」

「ま、様式美って奴でしてね。ご禁制の品も扱う時ゃ扱うもんで」

　するりと店主がカウンターの椅子いすに登り、ゴブリンスレイヤーが隣に腰を下ろす。

　椅子が鎧の重みに軋む音を聞いた女神官は、慌ててちょこんと二人に倣ならって椅子へ座る。

　と、何か言うよりも早く、バーメイドが女神官の前にグラスを音もなく滑らせた。

　お酒か、と思えば並々注そそがれたそれは牛乳で、女神官はそれを遠慮がちに手に取った。

　気づけば店の隅にいた獣人たちも、各々おのおのの楽器を手にとって曲を流し始めている。

　喇叭らっぱとも縦笛ともつかぬ不思議なその旋律は、初めて聞くが、何とも耳に心地よい。

「躾しつけが行き届いている」

　そう呟くゴブリンスレイヤーの手にも、すでにグラスがある。

　薄めた麦酒だろうか。少なくとも、商談に来た相手へ強い酒を進める気はないのだろう。

「へへ」と店主は面映おもはゆい様子で鼻の下を擦った。「……さて」

「うむ」とゴブリンスレイヤーが短く頷く。

　そこからのやりとりは、女神官にとって呆気あっけに取られるようなものであった。

「ではお客人、そう堅くならず楽になさってください」

「では有あり難がたく。椅子と杯を借り受けて、挨拶あいさつをさせてもらう。どうか控えてくれ」

「ご挨拶ありがとうございやす。しかし見ての通りの覆面故、お控えなすってください」

「こちらは見ての通りの稼業故、どうか控えてくれ」

「いえ、いえ、旦那こそ控えてください」

「いや、そちらこそ控えてくれ」

「では、再三のお言葉ありがたく。申し訳ないが、お先に控えましょう」

「無様ぶざまな姿で失礼だが、西方辺境開拓村の出、師を樽に乗る者、小鬼殺しを生業なりわいとす若輩だ」

「ご丁寧にどうも。お初になります、元締め不在にて失礼ながら、手前は灰色頭巾の狐もの」

「挨拶を受けてくれて感謝する。どうか頭を上げてくれ」

「いえいえ、そちらこそお先に頭を上げてくださいや」

「それは困る」

「では一緒に」

「万端よろしく」

「お頼み申します」

　すばやく身振り手振りを交えながら、いやに格式張った挨拶が一息のうちに応酬される。

　女神官にも聞き取れたのはごく一部で、それはほとんど、まじないか何かのようにも思えた。

　そして頭を下げた二人が、言葉の終わりと共にほぼ同時に顔を上げ、息を吐く。

　まったく何一つ理解できぬやりとりであったが、二人の間には必要なものであったらしい。

　灰色頭巾の店主はにかりと歯を見せて笑うと、軽い調子で言葉を続けた。

「それで旦那。何をご所望で？」

「情報だ」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は端的であった。

「水の街の、酒商人。最近の動向を知りたい」

「え」

　女神官は舐なめるように口元へ運んだグラスを、思わず取り落としそうになった。

　それは──まったく無関係とは言えない名前ではあったけれども。

　ぱちくりと瞬きをし、女神官は彼のように低く唸って、けれど答えが出ず、小首を傾げた。

「……なにか、関係が？」

「わからん」

　やはり今度の答えも端的なものだった。
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「だから調べる。……調べてもらう。そのうえで手を打つ」

「ははぁ」店主は感心したような素振そぶりで顎あごを撫なでた。「なるほどねえ……」

　そうして、蜘蛛くもかなにかがそうするように、太く短いはずの指を、宙を搔かくように蠢かせた。

「で、いくら出すんで？」

「いくら欲しい？」

　女神官は息を吐いた。──ああ、やはり彼は交渉なぞする気はないのだ。

　途端、すっと灰色頭巾の目が鋭く細まった。声が、短刀に手をかけるように低くなる。

「金であっしらの頰ほおを叩こうってんで？」

「そうだ」

　しかし、ゴブリンスレイヤーは事もなげに言った。

「重要な頼み事だ。無理ならば良い」

「あっしらにゃできやしねえと？」

「できるのか？」

　店主は文字通り値踏みするような目線を、その灰色頭巾の奥から安っぽい鉄兜の奥へ注いだ。

　女神官は、知らず知らずのうちに錫杖をぎゅっと握りしめていた。

　何か──それが何かはわからないが──起こるかもしれない、そう思ったからだ。

　もちろん、即応できるようにとか、用心してとか、そういったものではなく、緊張故である。

　ここは彼女が慣れ親しんだ、野外での冒険ではない。都市の冒険なのだ。

　自分がまったく未知の領域にいるのだということを、女神官は今更ながらに自覚する。

　二年経たって少し慣れてきたかと思えば──コレだ。

「……」

　ぴんと空気が張り詰めて、いつしか女神官の耳からは音楽の音色ねいろも消え去っていた。

　ごくりと唾つばを飲む音がいやに響いた気がして、女神官は息さえ止めたくてたまらなくなる。

　どれほどの時間が過ぎたか、恐らく思うほどではないだろうが、店主が指を三本上げた。

　ゴブリンスレイヤーはそれを見て、無造作に雑囊ざつのうを探り、金貨の小袋を四つ取り出し、放る。

　カウンターの上に滑ったそれから、じゃらりという音が鳴った。

「……旦那は交渉がお下手だ」

　ややあって、店主がふ、と息を吐く。

「気前が良いのと、単なるカモは、紙かみ一重ひとえですぜ」

「俺とお前は、友人でもなければ、仲間でもあるまい」

　ゴブリンスレイヤーは静かにそう言って、鉄兜の下で僅かに息を漏らした。

「だが俺にできんことをしてもらうのだ。値打ち分、金を払うべきだろう」

　その安っぽい鉄兜を、灰色頭巾の店主はまじまじと、呆れたように見やって、一言。

「何年たっても挨拶に来ねェでお見限りかと思や、いきなり顔出してきてコレだもんなァ」

　……まったく、忍びの旦那のお弟子なだけある。

　それは呆れなのか感心なのか、女神官にはわかりかねるような呟きであった。

　というのも、女神官が常から良く漏らす言葉と、良く似たような声音こわねであったから。

　店主はゆっくりと首を左右に振り、小袋を摑つかんで懐ふところに押し込んだ。その目が、彼女を向く。

「よォく話を聞いておくと良い。見目はともかく、銀等級の冒険者だ。今に役に立つよ」

　女神官はここに来て初めて表情を崩し、くすりと笑った。知ってますと応じた。

「よぉがす」

　灰色頭巾の男は、金貨で膨ふくらんだ胸元むなもとをぽんと叩たたいて請け負った。

「先生の頼みだ。やってみやしょう」

　ゴブリンスレイヤーもまた、ここに来て初めて、居心地悪く身じろぎをする。

「……先生はやめてくれ」

　声の調子だけで、女神官にはわかった。

　彼は、照れていたのだ。
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「ぷぁっ……」



　外の空は、まるで夢から覚めた後か、水から飛び出した時のように青く澄んでいた。

　思わず喘あえぐように息を吐いた女神官は、そのまま数度、薄い胸を上下させて空気を吸い込む。

　文字通り息詰まるような時間、空間であった。あそこは自分の領域ではないと、切に思う。

　嫌悪感ではなく疎外感。踏み込んでは行けない場所だと──そう、理屈ではなく、理解する。

「なん……なんですか、今の場所は……」

　振り返って見れば、そこにあるのはこじんまりとした小さな雑貨屋。そうでしかないはずだ。

　だが今となっては、彼女にはもう二度とそうは見えなかった。

「仕掛人ランナー。モグリの冒険者、その溜たまり場ばの一つだ」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は、淡々として、慈悲深いほどに平坦へいたんなものであった。

　彼は振り返ることなく既にずかずかと歩きだしており、女神官は慌てて小走りに後を追う。

「モグリ……」と、女神官は呟く。「……ギルドに登録していない、という事ですか？」

「そうだ」

　やはり、女神官には理解できなかった。

　冒険者ギルドから与えられる身分証明も、依頼の保証も、何一つない。

　自分以外に依って立つものは何もないというのは──とてつもなく不安な事であろうに。

「故に、ああいった符丁や作法で身の証あかしを立て、身を守る」

　そんな女神官の内心を見透かしたように、彼はまた、淡々とした口調で呟いた。

　何にも属さず自由に生きるということは、何からも守られることがない、という事でもある。

　漂泊の中で生きる以上は、野垂れ死にすることすら受け入れねばなるまい。

　それが──ならず者ローグという事、なのか。

「そういう生き方、こういう場所もある、という事だ」

　怯おびえたように身を強張こわばらせた女神官を前に、ゴブリンスレイヤーは静かに立ち止まった。


　その言葉はいつも通り淡々としていたけれど──……。




　────好き好んで訪れるものではない。



　と、言っているように、女神官には思えた。

「ゴブリン退治は」と言った彼は、一瞬押し黙る。「ゴブリン退治だけが、冒険ではない」

　女神官は、ただ「はい」とだけ、短く応じた。

　なんとなく彼が今まで、こうした場所に来なかった理由も、わかるような気がした。

　何歩か足を進め、やっと雑貨屋から離れた実感が湧わいた女神官は、ちらりと遠くを振り返る。

　影の中、うずくまるようにして佇たたずむその建物を見やり、息を一つ。

「……あの人たちは、良い人たちなのでしょうか。……悪い人たち、なのでしょうか」

「連中は金を貰もらい、時々善玉になり、時々悪漢になる。そういうものだ」

　やはり、女神官には──そうした生き方が理解できなかった。

　そうですか。短く漏れた呟きは、はたして彼の背中に届いたのかどうか。

　ずかずかと再び歩きだしてしまった彼の背を、女神官は小走りに追いかける。

「この後は──」

「裏取りをしろ、と奴は言っていた。その通りにする」

「裏取り……」

「そうだ」

　短く言ったゴブリンスレイヤーが、ふと息を漏らした。微かすかに笑った、ようにも思えた。

「俺も、先生から教わっただけだ。関かかわってきたわけではない」

「はいっ」

　女神官は頷いた。重く沈んだ気持ちと声が、少し軽くなったような、そんな気がした。
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「どうにも……話が性急せいきゅう過ぎてな」

　──裏取り、というからには、また何か路地裏に行くかと思ったのですけれど……。

　女神官は、その意外さに驚きながら、居心地の悪さに身じろぎをする。

　手入れと掃除の行き届いた室内。綺麗に拭かれた食卓。椅子の上に、ちょこんと座った自分。

　辺境の街を出て、街道を少し歩いた先に広がっている、石垣と垣根、牧草地帯のその向こう。

　それはゴブリンスレイヤーが滞在している、あの牧場であった。

「そうですか」

「ああ……」

　自分の横に座ったゴブリンスレイヤーが、その対面に座す中年の男、牧場主と会話を続ける。

　無論、面識がないわけではない。

　幾度か会話をしたこともあるし、この牧場にお邪魔させてもらったこともある。

　あの、冒険者となった最初の春の戦いは──今も鮮烈な記憶として残っているのだ。

　だから赤の他人というわけではないけれど、こうして対面して話したことは、ない。


　──……うう。



　戸惑うように視線を左右に彷徨さまよわせると、やはり卓についた牛飼娘と目があった。

　つい先刻、昼に戻ってきた彼の姿に驚いて、その隣にいる女神官の姿にも驚いて。

　さらに彼が牧場主と話があると言うと三度驚いて、彼女はお茶を淹いれるねと母屋へ入った。

　その言葉通りに入れられたお茶は、カップに注がれ、今、女神官の目の前にある。

　暖かな湯気を上げるそれを口に含むと、ほう、と息が漏れる。

　どこか、ふだんギルドで受付嬢から供されるものに似たような味がして、不思議だった。

　──茶葉が同じ、なのでしょうか。

　女神官がそんなことをぼんやり思う様子に気づいたのか、牛飼娘の口元がくすりと笑う。

　──彼は仕方ないよね、ホント。

　とでも言っているようで、女神官もまた、緊張が溶けるように抜けて、頰が緩んだ。

「牧草地を潰して、畑にしないか……という提案でしたか」

「まあ、そうだ。垣根やら、石垣やらも取っ払って……新しいのを作る、とかな」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、牧場主は憤然とした様子で応じた。

　彼が何故そんなことを聞くのか、という困惑は、その表情には見えない。

　牧場主にしてみれば、いつもの事……なのだろうか。女神官にはわからなかった。

「金高は悪くなかった。私も歳としだ。人を入れなきゃ牧場の維持も、ずっとは無理だろう」

　だからいずれ何らかの方針転換はせねばならない。牧場主はそう匂におわせ、顔をしかめた。

「しかしな。この歳になって、まったく新しい事に切り替える心積もりは、私にゃあないよ」

「なるほど」

　ゴブリンスレイヤーは丁寧な相槌あいづちを打つと、ちらりと目線を窓の外へ向けた。

　いや、正確に言えば鉄兜に遮さえぎられてその目の動きは見えないが、そんな気がしたのだ。

　つられて女神官がそちらへ視線を動かすと、広がる牧草地で、牛が呑気のんきに草を食はんでいる。

　そりゃあ、大牧場とはいえないけれど──立派な土地を持っていると、彼女は思う。

　それはゴブリンスレイヤーも同じらしく、口調は礼儀正しいまま、彼は続けた。

「それにこの土地を畑にするとなると、人手がいりますね」

「気に入らんと言えばそれもだ。向こうから小作人だかを寄越してくれると言いよった」

　金を貰い、人を貰い、言われるがままに畑を耕して暮らす。

　なるほど、それは確かに安楽な暮らしかもしれない。

　人を雇っているようなものだから、自分で働く必要すらないのだ。

　悠々自適の老後、と言えるかもしれない。

「──だが、私は、こう見えても独立農民ヨーマンでな」

　しかし牧場主は、その声音に僅かな自負を乗せて、そう言い切った。

　ここは彼が守り、彼が拓いた、彼の土地なのだと。

　人を雇うにしろ、畑とするにせよ、彼自身が決めて行うべき土地なのだ、と。

「……」

　ゴブリンスレイヤーが、鉄兜の下で息を吸い、吐いた。

「そう思います」

　一言だった。しかしその答えに満足したのか、牧場主は緩く頷く。

　そしてその渋面が、僅かに緩んだ苦笑い、疲れたような吐息へと転じる。

「それに、奴ぁお前との縁談話まで持ち出してきたからな……」

「え」

　という声とともに、がちゃりとカップを鳴らしたのは、女神官だったか牛飼娘だったか。

　少なくとも牛飼娘の方が、思わず椅子から立ち上がりかけたのは間違いない。

　彼女は目をまんまると見開き、困惑──戸惑い、あるいは拗すねたように尖とがった声をあげる。

「なにそれ、あたし聞いてないよ？」

「だから断った」

　しれっと牧場主はそう言って、紅茶の注がれたカップを口元に運んで、啜すすった。

「別にお貴族様でもないんだ、ウチは。家の都合でどうこうなぞ、考えた事もないわ」

　それは言外に、牛飼娘が望むなら別だ、という事だろうか。

　彼女は赤らんだ顔のまま「うー、うー」と唸って、所在なさげに腕を動かしている。

　女神官は何とも居いた堪たまれない気持ちになり、そっと目を伏せたまま、隣の彼を見やった。

　彼は──表情はわからないけれど、何を考えているのか──どう思っているのだろう。

「……」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸った後、むっつりと黙り込んでいた。

　眼の前にあるカップは、いつの間に手をつけたのだろうか、すっかり空からになっている。

「……ゴブリンスレイヤー、さん？」

「ああ」

　短い返事だった。淡々として、無機質で、何事かに意識を集中している時のような。

　彼はがたりと椅子を鳴らし、無造作な動きで立ち上がった。
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「少し考えをまとめてくる」と彼は牛飼娘に言った。「彼女を待たせておいて貰えるか」

「え、あ……」と、牛飼娘は戸惑いながら、けれど頷く。「うん、あたしは。構わないけど」

「すまん」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って僅かに頭こうべを垂れた。

　女神官は何事かを言おうとしたけれど、言葉にできず、結局押し黙ってしまう。

　彼はそのまま鉄兜をぐるりと回し、牧場主の方を向き直る。

「すみません。助かりました」

「……そうかい」

　牧場主はどんな感情も滲まない何とも曖昧あいまいな返事をして、卓にカップを置いた。

「それなら……良いんだがね」

「はい。……参考になりました。とても」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、振り返る事もなくずかずかと歩き出す。

　そして母屋の扉を無造作に開け、ばたりと音を立てて閉じて行った。


「…………」



「……はは」

　女神官と牛飼娘は閉じた扉を見やり、目配せを交わし、疲れたような顔で肩を竦すくめあった。
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　──狙いは牧場だ。

　ゴブリンスレイヤーはそう結論づけ、しかしすぐに首を左右に振った。

　──そして恐らく、それは手段でしかあるまい。

　ざわざわと風が足元の草を揺らし、垣根を越えて街道へと抜けていく。

　ゴブリンスレイヤーはその流れを追うように鉄兜を巡らせ、空を見上げた。

　青空の高いところを鳥が飛んでいくのが見えた。兜の庇ひさしを透かして差し込む光に目を細める。

　あらゆる事が、ぐるぐると纏わりつき、絡からまり、後から引きずられてついてくるようだった。


　今の状況を厭いとわしいと思った事はない。思うわけもない。ただ──……。



　──洞窟に籠こもって小鬼どもの相手をしている方が、単純ではあった。

　そう、思う事が増えたように思う。

　結局の所、自分には向いていないのではないか。浅はかな考えに、彼は短く鼻を鳴らす。

　全すべては「やる」か、「やらないか」だ。できるできないではない。それだけの事のはずだ。

　彼は努めて常通りの意識を保って、ずかずかと無造作に牧草地へと足を踏み出した。

　思索に耽ふけりながら歩いていると、見慣れた鎧姿にのそのそと牛たちが歩み寄ってくる。

　その鼻面はなづらを軽く撫でてかまってやりながら、適当な場所で彼はどかりと腰を下ろした。

　考えてわからないのだから、一つずつ整理していくべきだろう。

　ゴブリンスレイヤーは適当な棒きれを拾い上げると、がりがりと地面に走らせた。

　牧場を狙う。それは何故だ？

　線を引き、その末端に丸を書き、丸の傍そばに小さな丸を描く。

　記憶にある限り、街と街道、牧場、そして積み上げた石垣や垣根の線を引いていく。

　垣根を潰し、石垣を崩し、牧草地を均ならし──牧場を丸裸にして、どうする。

　──狙いは牧場だ。

　少なくともそれは良い。そのための作戦であることは、明白なように思えた。

　それはいささか以上に強迫観念パラノイアめいたものだが、時としてそれは必要だった。

　多くのならず者ローグたちがそうであるように、用心深さは命を救う事に繫がるのだ。

　しかし、ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　それ以上の絵図面を彼は引けなかったのだ。

　守れば終わりではない。ゴブリンを退治して終わりではない。巣穴を潰して終わりではない。

　──冒険とは、難しいものだ。

「なんだ、ゴブリンスレイヤー。何を一人で唸っている？」

　その凛とした声は、頭上より差し伸べられるように放り込まれた。

　む、と息を漏らして見上げれば、そこにはにんまりと、大胆不敵な笑みを浮かべた女騎士。

　背後には呆れ顔の重戦士と、彼の一党パーティである少年斥候スカウト、少女巫術師ドルイド、半森人ハーフエルフの軽剣士の姿も。


　とすると──……。



「冒険か」

「ああ、いや、水の街までな。奴らとも街を出てすぐ合流する」

　奴ら、とは槍使いと魔女らの事だろう。ゴブリンスレイヤーは記憶を探り、そう結論づけた。


「で、何を悩んでいる。と──……なんだ、これは」



「地図だ」

　覗のぞき込んできた彼女に、ゴブリンスレイヤーは短く答えた。

　手にした棒を使い、小さな丸を突いて指し示す。

「ここを狙う敵の意図が読めん」と彼は唸った。「以前にもあった事だが」

「なんだ、そんなの出城だからだろう」

　至極あっさりとした答えであった。

　女騎士はなんだそんな事も知らないのかと得意げに、装甲に覆おおわれた胸を反そらして誇示する。

「出城」

「ああ。支城とも言うが、ようは本城を守るための城だ。城攻めに簡易で作ったりもするが」

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは思っても見なかった領域からの意見に、感心するように呟いた。

　実に興味深い言葉だった。自分の知らない分野の言葉だ。意識を集中する。

　しかし彼女はそれに気づいた風もなく、自信たっぷりに薀蓄うんちくを語りだした。

「この出城を無視して本城は攻められん。逆に出城を落とそうにも、本城から攻められる」

「厄介だな」

「うむ」と頷く女騎士。「故に計略を用いて出城を片付けてしまう手も、多いな」


　例えば和睦と引き換えに出城を排除するだとか──……。



　つらつらと語られる軍記は、まこと合戦の軍略そのものであり、騎士なればこその知識だ。

　彼は彼女の来歴を知らないが、自由騎士、遍歴の騎士であっても騎士ということなのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは逐一「なるほど」と言葉を漏らして頷き、それを頭に叩き込こむ。

　全てを一度に聞いて覚えられるほどの才はない。だが、覚える努力は常にできるものだ。

「……いや、どう見てもそれ、この牧場の地図じゃねえのか？」

「むぐッ!?」

　もっともその講義は、重戦士がさらに女騎士の肩越しに覗き込んだことで中断されるのだが。

　上擦うわずった悲鳴と共にびくりとした女騎士が、上目遣うわめづかいで睨にらむようにして抗議の声をあげる。

「な、や、しかしだな！　私の言っている事は一理どころか十理あるだろう!?」

「どんだけ盛るんだよ……」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは心からの敬意を払って、努めて丁寧な口調で言った。

「事実だ。……役に立った。感謝する」

「ほら見ろ！」

　援軍の出現に、女騎士はこれみよがしに鼻高々と勝ち誇って、重戦士は溜息ためいきを吐つく。

　これで本当に騎士だから参るのだと、彼は常々思っているらしかった。

　ゴブリンスレイヤーはそんな二人と一党パーティの様子を見、そうすべきと思ったのか、頭を下げた。

「すまん、出立前だというのに手間を取らせた」

「構わん、構わん」

　その言葉を、重戦士は無骨な籠手こてに覆われた手を振って笑い飛ばす。

「時間がない暇がないとかって、節約する方が無駄だからな」

「そういうものか」

「そういうものさ。時と場合にゃよるがな」

「そうか」

　ほどなく、二言、三言と会話を交わした後、重戦士の一党パーティは街道を連れ立って歩き出した。

　水の街までの旅程、往復の日数。現地での行動──諸々とゴブリンスレイヤーは考える。

　自分はどうすべきか。どう行動するべきか。

　いつだったか重戦士は王になりたいと言っていた。なるほど、それは間違いなく難業だ。

　ただ目の前のゴブリンを倒すだけで済むというものではない。

　より多くのことを見て、知り、考え、決断せねばならないのだろう。

「……冒険というのは、難しいものだ」

　ゴブリンスレイヤーはずかずかと歩き出しながら、自分のポケットの中身を考える。

　そこに手はある。常にある。故に手を打つ。

　今の所その多くは、とても冒険者らしからぬものばかりだが。

　であれば、どうするか。


　────ならず者の如くローグ・ライク、やれば良いのだ。
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　さわさわという川のせせらぎは、薄闇うすやみの世界にあってひどく心地よいものに思える。

　そう時間の余裕がある職務ではないとわかっているが、微睡まどろみの誘惑は耐たえ難がたい。

　ましてや、それが光差し込む至高しこう神しんの神殿、その最奥にある自身の領域たる中庭ともあれば。

　なにせ夜明けから日の入りまで仕事をすれば、それだけで能率が上がるというわけでもなし。

　常つね日頃ひごろより、傍付そばづきの女官やらから休息も取れと口を酸っぱくして言われているのだ。


　こうして一刻、二刻、うたた寝に費ついやしたところで世界が滅びはすまい──……。



　──というのは、言い訳でしょうか……。

　午後の日差ひざしの暖かさを全身で甘受していた剣つるぎの乙女おとめが、そっと天秤てんびん剣けんを手繰たぐり寄せる。

　廊下に反響する足音。それは耳に馴染なじんだものだったが……遠く、それに混ざる音が違う。

　がちゃがちゃという武具の連なり。統一されてはいない。雑多な。種族も性別も混在。

「……冒険者が来られたのかしら？」

「あ、は、はい……っ」

　顔を向けずに声をかけると、ぎくりと庭の入口で女商人が立ち止まったのがわかった。

　普段は視線を向ける努力をするのだけれど、ついつい不精になっていけない。

「大司教アークビショップ様にお会いしたいとのことで、今は待たせておりますが……」

「そう……」

　つ、と天秤剣を支えに立ち上がると、しゃらんと天秤が涼やかな音を打ち鳴らす。

「……王都の方はどうでしたかしら？」

「相変わらず、といえば相変わらずです」

　女商人が、ほろ苦さの混じった微笑を浮かべたのがわかった。

「陛下は政まつりごとに心を砕いておりますが、門閥もんばつ貴族や豪商のはかりごと、邪教の暗躍は絶えず……」

「世に冒険の種は尽きまじ、と」

「……はい」

　くすりと剣の乙女が笑いを転がすのに対し、女商人が沈鬱ちんうつな様子で俯うつむいてしまう。

　──それは、とても良いことなのですけれどね。

　過酷な経験を経へて、多くの物事を見て、それでも尚なお、潔癖さを損なっていない。

　剣の乙女としてはとても喜ばしいことだが──当人としては辛つらいことも多かろう。

　他ならぬ自分がそうだったのだ。


　最も深き迷宮を巡る探索行、その後の冒険の数々、垣間見かいまみた多くの事柄──……。



「それはこの街とて変わりませんよ」

　故に彼女は、迷える信徒にそっと教え、諭さとすように囁ささやきかけた。

　ついと距離を詰めて女商人の頰ほおに手を触れると、「あ」と震える声が耳に届く。

　指先に触れる絹のような肌。そこに仄かな熱が伴うのに、剣の乙女は唇を緩ゆるめる。

「光の下、その影の中、走る者はおります。世の常で……それは認めなくては」

　つ、と。そのまま頰を撫なでていくと、びくりと彼女の体が跳ねるのがわかった。

　それがあんまりにも可愛かわいらしくて、剣の乙女は眼帯の下、僅わずかに目を細めた。

　きっと、あの迷宮に挑んでいた頃の自分も、周りからこう見られていたのだろうか？


「まずは『ある』という事を認めなさい。それは諦あきらめとは異なります。その上で──……」



　──まずは声をあげなさい。

　世の悪を裁くのではなく、そこに悪があるのだと気づかせること。それこそが正義。

　法は正義に基づくものであるけれど、決して法そのものは正義ではなく、裁きも同様。

　そこを誤れば、ただの独善へと全すべては転落していくだろう。

　女商人はぎゅっと身を強張こわばらせながら、「は、い」と力の入らぬ声で応じる。

「……ふふ。結構」

　するりと身を退けると、「あ」とまた似たような声を女商人は漏もらした。


　さて、それはともかくとして──……。



「さ、冒険者の方々を呼んでいらっしゃい。ご用件を伺うかがいましょう？」

「あ、は、はい……っ」

　慌てた様子でばたばたと、女商人が神殿の廊下へと駆け戻っていく。

　それを耳で見送りながら、剣の乙女は「さて」と居住まいを正した。

　自分とて道を誤りかけたのは、ついこの間のことだ。

　踏みとどまれたのは、決して己おのれの力に拠よるものではない。

　であるならば──今度は自分が、少しでも誰だれかの力となるべきだろう。

　そんなことは冒険者の道を志した、最初の頃から胸に抱いていた気持ちだ。

　改めて取り出してみれば、それは硝子ガラス珠だまのように陳腐で、他愛たあいないもので。

　──けれど尊とうといもの、なのでしょうね。

「さて、お客様は……ふふ、重たい剣ね。それに騎士様。ハーフエルフ。男の子……」

　後は子供──いえ、素足だし圃人レーアかしら？

　そんな事を考えながら、剣の乙女はきっちりと己の職務へと立ち戻るのだった。





§






「おぉ、いたいた！」

　水の街、そのざわめきと喧騒の中にあっても、優れた冒険者の知覚力は衰えない。

　緑の外衣を纏まとい、手に鉄の槍を携えた少女がぶらぶらと長椅子ながいすで足を揺らしている。

　待ち合わせといったって正確な機械細工の時計など、持っているのは一握りの王侯貴族だけ。

　昼過ぎにここで、という程度の伝言を、仲間の魔女に頼んで使い魔に届けて貰もらって助かった。

「いよぉ、久々だな。元気そうで何よりだ」

「まーね！」と、その少女はぴょこんと椅子いすから飛び降り、にかりと笑った。

「けっこーいろいろ頑張ってるんで、なかなか大変だけどさ」

「そーかい、そーかい。なんだ、武器を変えたのは俺おれの影響か？」

　槍使いはそう言って、彼女が携えている鉄の槍を顎あごで示した。

　いつだったか馬車の中で出会った彼女は、やけに豪華な剣を帯びていたのを今も覚えている。

　見栄を張る武器よりは、身の丈にあった武器の方がよっぽど生き残るのには向いている。

　新米丸出しだったあの少女も、こうして見る限り、今では一端いっぱしの冒険者らしかった。

　緑の外衣、その下には細い体を鎖くさり帷子かたびらで守っているのが良くわかる。

　となればからかいの一つも出てくるもので、彼女は「ちーがーいーまーすー！」と叫んだ。

「みんなが選んでくれたんだよ。大昔の勇者になぞらえてーってやつ」

「へえ」と槍使いは笑った。「良いことじゃあねえか。順調順調」

　ふふんと少女は薄い胸を誇らしげに反そらして誇示し、槍使いは苦笑交じりに目を細める。

　みんなというと、あの魔術師と戦士だろう。良い判断をしている、と思う。
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　槍というのは只人ヒュームが武器というものを手にして以来、棍棒こんぼうに並ぶ歴史を持つ武器の一つだ。


　十何年か前の死の迷宮でも、六人の英雄の一人が槍を手にしていたというし──……。



「ま、あの英雄は美女だったっつうからな」

　槍使いは噂うわさに聞くその冒険者の出いで立たちを思い描きながら、意地悪く唇を吊つり上あげた。

「後はもちっと背が伸びて、良い女になりゃあ吟遊詩人が放っておかないだろうよ」

「あぁ、言ったなぁ？」

　そのからかいを受け取ったのか、少女はことさら大げさに目を吊り上げて身を乗り出した。

「見てろよー、ボクは百年先まで歌われるような伝説になってやるんだから！」

「へぇへぇ、楽しみにしてるよ、嬢ちゃんの叙事詩サーガを聞く日をな」

　それは冒険者と冒険者が、休日に交わす他愛ない会話に過ぎない。

　槍使いは先達として氷菓子──あいすくりん──を買い与え、少女はわぁいと両手をあげる。

　再び長椅子に腰を下ろして嬉々として匙さじを咥くわえた彼女は、ほどなく「で、さ」と呟つぶやいた。

「今日は何の用？　今までもちょこちょこ、噂話とかやりとりしてたけど」

　直で会わなきゃいけないこと？　そう問われ、槍使いはばり、と己の頭を引ひっ搔かいた。


「や、緊急かどうかはわかんねえんだが──……ちょいと、きな臭い話を聞いてな」



「きな臭い？」

「うちの地元じゃ、毎年の収穫祭に合わせて地母神ちぼしんの寺院で御神酒おみきを作るんだがな」

　きょとりと小首を傾かしげた少女へ、槍使いは頭を搔かきながら言葉を続ける。

「そいつが今年、妙な事になって──どうだ、他でそんな動きがないか、なにか知らんか？」


「…………へぇ」



　す、と少女の目が細められた事に、槍使いは気づかない。


　世に冒険の種は尽きまじ────それは誰だれに対しても、という事だ。
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　蔓フィクサーが『行ってやって帰るだけ。簡単な仕掛けランだぜ』と言ったら、用心すべきだ。

　それはつまり急ぎ働きで、厄介で、危険で、金が絡からんでるって事と同義だからだ。

　──第一、簡単で安全な仕掛けなら、高い金出して俺おれたちにやらせる必要はない、と。

　ニヤケた友人の顔を思い出しながら、若い密偵ローグは鈎縄かぎなわを手繰たぐり、壁に足を踏ん張る。

　だいたい金を貰もらったって、こんな場所への潜入は御免被りたいものだが。

「だ、大丈夫……？　重くない？」

「ああ、問題ないって」

　背中から首元に、くすぐったくなるような甘い声。もっとも、心躍る状況ではないけれど。

　首に手を回してしがみつく魔術師の相方バディに応じ、体の軽さと柔らかさに顔をしかめる。

　──まったく、なんだって森人エルフって奴やつは……！

　相方が同年代の異性だと意識することに、疚やましさと羞恥しゅうちを抱く程度には、密偵は若い。

　嘗役なめやくが事前調査した見取り図と、昼間見た屋敷の景観との照合に、意識を集中すべきだ。

　見当をつけた窓に取り付いた密偵は、とんとんと首に回る細い腕を指先で叩たたく。

「頼むぞ」

「うん、任せて」

　彼女はそう言うと、彼の肩越しに腕を伸ばし、指先に摘んだものを窓枠へ充てがった。

　腰の小袋から取り出されたそれは、百足むかでと蛞蝓なめくじを組み合わせたような幼虫だ。

　二言、三言、囁ささやくようにお願いすると、すかさず芋虫が蠢うごめき、漆喰しっくいに食らいつく。

　岩喰いロックイーターの幼虫にかかれば、漆喰破りはなんてこともない。

　いくら堅固な鎧戸よろいどや錠前、窓に守りの魔術をかけても、窓枠は見過ごされるものだ。

　ごとりと外れて落ちかかった窓枠ごと、密偵はするりと室内へ潜り込む。

　誰かの書斎──執務室とでも言うべきか。書棚、机、飲みかけの酒瓶びん、上等な杯。

　足が沈み込むほどに毛足の長い絨毯じゅうたんというのは、いつ踏み入っても慣れないものだ。

　音を立てぬよう窓枠を置くのにあわせ、するりと魔術師が床へ降り立つ。

　同時に彼は負環おいかんを通して帯で肩から吊つった連弩れんどを、流れるような動きで構えた。

　弾倉を装塡そうてんしていることを確認。相方の死角を守る立ち位置を選ぶ。

　この辺りは、もう習慣ルーチンだ。組んでから、結構になるのだし。

「適当に漁あさるね。めぼしいものを見つけたら持ってく。そしてブツを置いていく」

「その通り」

「すぐ終わらせるよ」

　強盗に入られた後、気にするのは盗まれたもので、何が増えたかには気を配らない。

　何も畜生働きやらだけが仕掛人ランナーのやることではないのだ。

　突貫、抽出、誘拐、挿入、陽動、護衛に追跡、逃走、時と場合によっては人助け。

　これをすれば、誰かが得をする。金を出す。だから仕掛ける。それが全すべて。

　だから彼らは金を貰い、時々は英雄に、時々は悪漢になる。


　冒険者ギルドやら国やら神々やらを殊更ことさらに厭いとう者も少なくはないが──……。



　結局、自分たちがより巨大な何かの爪つめの先であると受け入れるのが、仕掛人の第一歩だ。

　──そうでなきゃあ、死ぬと。

　昨今水の街で流行の戯ざれ歌うたを口ずさみ、時間を潰つぶしながら、若き密偵はそう思う。

（だいたい小鬼殺しの英雄なんてのが戯れ歌でなくて何だというのか！）

　余計な事に興味を持ったり、誰彼だれかれ構わず反発して嚙かみ付ついて、死んだ仕掛人は多い。

　今回の仕掛けにしたってそうだ。

　ブツを仕入れてきた奴がいる。嘗役が事前調査をしているし他にも動いている奴はいよう。

　きっと事が済んだ後の後始末をする奴らだっていて、きっと今は同じように時間を潰してる。

　自分たちが担になっているのは末端も末端、一部分で、仕掛けの全容なぞわかるはずもない。

　そしてその上に、そんな諸々の事からどうにか利益りえきを得ようとしている奴がいる。

　もしかすると単なる陽動や囮おとりかもしれない。それを理解し、受け入れなければならない。

　もちろん、受け入れた上で──従うかどうかは別だ。

　仕掛人を良いように使い、切り捨て、自分だけ得をしようという起こりジョンソンは長生きできない。

　俺たちは小さい。それは事実だ。だが舐めるな。わかったか。

　そういう生き様スタイルを、彼は自分の立ち位置ポジションとしている──つもりだ。

　──もっとも、「騙だまして悪いが」てな事は、アイツはしないだろうが。

　友人である蔓フィクサーの顔を思い出す。やばい仕掛けランを持ち込む事はあっても、裏切りはしない。

　今回の仕掛けも、起こりジョンソンがどこの誰かは知らないが、身元の確かな奴なのだろう。

　それぐらいの信頼は置いている。当然だ。仲間チームなのだから。

「……終わったよ」


「ん、よし」と彼女の声に意識を切り替えた密偵は頷うなずいた。「すぐに引き上げ──……」



　瞬間、密偵が連弩の銃爪トリッガーを絞るのと、部屋の扉が開かれるのが同時に起こる。

　そして空間を雨のように貫いた矢が、傘に弾はじかれるように飛び散り、魔術師が悲鳴をあげた。

「《矢避ディフレクト・ミサイル》!?」

「畜生めガイギャックス！　ここは洞窟トンネルじゃねえぞ!!」

　空からになった弾倉を外し、手探りで腰帯から抜き取って交換しながら彼は呻く。

　彼の目に埋め込まれたご禁制の魔眼は、暗闇くらやみの中、そびえ立つ巨漢を見て取っている。

　──トロル！

　魔神王の軍勢が敗れてよりこちら、混沌の敗残兵は影の世界へと身を潜り込ませる事が増えた。

　闇人ダークエルフだ、亡者ワイトだ、吸血鬼ヴァンパイアだ、まったく歓迎したくもない。

　矢玉の一掃射を物ともせず突っ込んでくる巨漢の怪物などは、その最たるものだ。

　ましてや、首から矢避けの護符をかけているとなれば──！


「ＴＯＯＯＯＯＲＲＥＯＯＲＲＲＲＲＲ！！！！」



「《ウンブラ暗影……ルプス狼牙……リベロ解放》！」

　だが、こちらだって一人きりではない。

　鈴の音の如ごとき詠唱により束縛を解かれた獣が、魔術師の影より飛び出して襲いかかる。

　魔力で編み上げられた牙が怪物に突き立てられ、肉を裂く瞬間を密偵は逃さない。

「行くぞ！」

「うんっ！」

　躊躇ちゅうちょなし。自分へ飛びついてくれる彼女の信頼が、少しばかり嬉うれしい。

　その華奢きゃしゃな肢体を抱きかかえて、密偵は窓を抜けて夜へ飛んだ。

　浮遊感。次いで墜落。彼女の押し殺した悲鳴。鈎縄を惜しむ。まあ必要経費。後で請求だ。

　ずん、と。全身を貫くような衝撃を、呪的強化された四肢へ吸収させながら着地。

　これもまたご禁制の紫杯しはいの賜物たまものだ。人間性エッセンスを削った甲斐はあるというもの。


「……ッ！　ごめん、やられた！」
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「問題なし！」

　耳元に届く彼女の声。応じると同時に地面を蹴けって駆ける。直後、巨体がその場所に落下。


「ＯＯＯＯＯＬＥ！！！！」



　影の獣を引き裂いたトロルが、吠ほえ猛たけりながらの追撃だ。まったく、嫌になる。

　けれど繰り返すが、別にこちらだって一人ではないのだ。本当にありがたい事に。

「急げ、グズグズするな！」

「良いタイミングだ！」

　盛大な蹄音を伴い屋敷の門前へ滑り込むのは、仲間の御者が操あやつる二輪一頭立ての辻馬車ハンサムキャブだ。

「トラブルか？」

「最高で仕掛人どうぎょうしゃ、最悪でも仕掛人どうぎょうしゃ。頼む」

「きゃっ!?」

　年相応の悲鳴は、軽々と車内へ放り込まれた相方の口から。

　そして密偵が御者台に摑つかまり身を引き上げるや否いなや、馬車は勢いよく走りだす。

　無論、馬車の中には先客が二人──いや、正確には一人と一匹。


「…………うん、よし、できたよ。矢避けの護符アミュレットは吹き飛ばした」



「こっちも、衛視隊の方は幻影で引ひっ搔き回しておいたからね！　時間は十分あるともさ！」

　瞑想に耽ふけり意識を没入ジャックインさせていた知識神の神官の少女と、もうひとりの魔術師の使い魔だ。

　神のしもべがならず者ローグをやっている理由を、彼は知らない。

　神官は「闇よ落ちるなかれ」と笑うばかりだ。ならそういうものだろう。

　そして相方の少女と違い、なぜもう一人の術士は使い魔しか見せないのか、彼は知らない。

　知っているのは顔を見せなくたって、使い魔越しの呪文じゅもんは頼りになるって事だ。

　なら使い魔しか知らなくとも、みんなが彼女──だろう──を信じない理由もない。

　なぁに、釣書つりがきがなくても仲間にはなれる。神官だろうが魔術師だろうが。

　良い一党パーティだ。密偵はそう思う。

「飛ばすぞ！　《駆けろや雨馬ケルピーどんと行け、土から森川、海から空へ》！」

　御者が精霊へ声をかければ、馬車を引く雨馬ケルピーは嘶いななきを上げて加速する。

　一目散に向かうは──この水の街を縦横無尽に走る水路だ。最高の逃走経路。

「それなら俺は俺の役目ポジションを果たすだけ、と……」

　蔓が事前調査と仕掛けの段取り。

　知識神の神官、使い魔越しの魔術師が後方支援。精霊使いの御者は移動手段を全面担当。

　前に出るのは相方バディの彼女と、そして自分──替えの効く、ただの密偵。

『人格以外は代わりがいるよな』なんて、友人の蔓は笑っていたっけ。それで良いと彼は思う。

　一山幾らの腕っこきとしちゃ、最高の評価だ。そうだろう？

　ご禁制の魔眼は、暗闇の向こう、鼻息も荒く突っ込んでくるトロルを見据えている。

　御者台に摑まりながら、片手で連弩を構えて照準。

　パパパパパッと軽い音と共に弦つるが立て続けに弾け、唸うなる矢玉の雨が怪物を射抜いた。

　もちろんトロルだ。多少の矢に貫かれたところで死にはすまい。大鬼のにやけづら。

「じゃあな」

　だが彼の左手は既に腰から単筒を引き抜き、銃爪トリッガーを弾ひいている。

　燧石フリントロックの火花と秘薬の白煙が視界を塞ふさぐ向こうで、ぱっと血が散った。

　頭の欠けた巨体が、ぐらりと溺おぼれるように宙を搔かきながら、背後へと倒れ──沈む。

　──これでよし。目撃者なしだ。

　にやりと笑った密偵は、帯を通して肩から下がった連弩を構え直し、大きく息を吐いた。

　やれ数を揃そろえてだの、やれ撃ちまくればだの言うやつは、本質が見えてない。

　一発こっきりの単筒は至近距離から鎧をぶち抜く切り札で、やはり使い所は正解だ。

　──最大の難点は、一発が高いこと、だな

　他に矢玉もそうだし、ロープもそうだ。もちろん命に比べれば安いのだけれど。

　何事にも代価がいる。そういうものだ。


　報酬より経費を差っ引いてから分配するように提案できれば良いが──……。



　──その辺りは起こりからどれだけ引き出せるかっつー、蔓の仕事だな。

　と、こんこんと車体が叩たたかれる微かすかな音。

　見れば背もたれの上に嵌はまった窓越しに、魔術師の少女がにこりと微笑ほほえんでいる。

　密偵も笑った。そして彼女が拳こぶしを当てている所へ、窓を挟んで拳をぶつける。

「お疲れ」

「そっちもね」

　笑い声は水みず飛沫しぶきに紛まぎれて溶けて消え、彼らは大都会の影へと走り去る。

　彼ら名前のない生き物ランナーたちにとって、それはいつもの夜の、いつもの仕掛けアナザーナイト・アナザーランだった。
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　只人ヒュームというのは不思議なもので、なにか起こるとすぐに事態が急変する事を望んでしまう。

　例えば冒険者になれば、すぐにでも世界の命運を揺るがすような大冒険に関かかわるとか。

　剣を学びだせば、明日にもめきめきと頭角を現し、界隈でも名のしれた剣術使いになるとか。

　魔術なら誰だれも知らない世界の秘密とか、詩人なら都で一躍有名になるとか……。

　それは他愛たあいない夢想で、決して馬鹿ばかにされるべきではないが、しかし現実とは異なるものだ。

　何かあったからといって、即座に全すべてが変わってたまるものか。

　冒険者になって二年と少し。女神官とて、そんな事はもうわかっていた──つもりだった。

「はぁ……」

　しかし朝靄あさもやの中、ギルドと寺院、寺院からギルドと往復する彼女の口からは、溜息ためいきが漏もれる。

　だって、状況は変わると、そう思ったのだ。

　ゴブリンスレイヤーが対処を始めてくれた。皆も協力してくれた。他の冒険者たちも。

　しかし、あれから数日経たって──何も変化はない。

　噂うわさは広がる。それ以外に何かしらの動きはない。

　毎日のようにギルドから寺院へ向かい、ギルドへ帰る足取りも、今日は殊更ことさらに重かった。

　繰り返しになるが、特に、何かあったわけではない。

　ただただ、日々の繰り返し、その積み重ねが、女神官の華奢きゃしゃな体に伸のし掛かっただけなのだ。

　今日訪ねた寺院でも──妖精弓手エルフはまだ寝ていたが──皆は暖かく彼女を迎えてくれた。

　鉱人道士ドワーフは何事もなしと太鼓判を押してくれ、蜥蜴僧侶リザードマンは一日思索に耽ふけるも良い事と頷うなずく。

　それはつまり、報酬もないのに仲間の三人を寺院の護衛に留め置くことに他ならない。

　そして笑顔で自分を出迎え、そして送り出してくれる姉──葡萄ぶどう尼僧にそう。

　彼女の耳にだって噂は届いているだろうに、まったく、何も、それを表に出さないのだ。

　自分はといえば、相変わらずゴブリンスレイヤーについて回るばかりだというのに。

「……はぁ」

　溜息を、もうひとつ。

　あのならず者ローグたちの溜たまり場ばを訪れてから、ほんの数日が、数週間にも思える。

　朝起きるのが辛く、夜眠るのが怖い。無為に時間が過ぎてしまうことが、恐ろしい。

　状況が変わらないまま、今日もこうして冒険者ギルドの前に辿たどり着いてしまう。


　────ゴブリンスレイヤーさんは……。



　何を考えているのだろうという思いが過よぎり、女神官はぷるぷると頭を振った。

　それでは、いけない。

　ゴブリンスレイヤーは、彼女の一党パーティの頭目リーダーである彼は、なにか考えがあるのだろう。

　その上で、ただただそれについて回って行くようでは、きっとダメなのだ。

　それでは──冒険者になった最初の頃ころから、なんにも変わっていないではないか。

　ぎゅっと唇を嚙かみ締しめて、女神官はぐいと自在扉を押し開いた。

　途端、わっと勢いよく飛び出してきた早朝の喧騒が、女神官へと伸し掛かる。

「あら、おかえりなさいっ！」

　真っ先に声をかけてくれたのは、受付で何やら作業をしていた受付嬢だ。

　彼女の耳にも噂は届いているだろうけれど、意図してだろうが、それに触れる事はない。

　そんな気遣いが何とも嬉うれしくて、女神官もまた「はい」と頑張って微笑を浮かべる。

「ゴブリンスレイヤーさんなら、もういらしてますよ？」


「あ、はい。えと、今日も──……」



　ゴブリン退治、なのだろうか。

　女神官はその言葉が喉のどに引っかかって出ないまま、ちらりと待合室へと目線を向ける。

　依頼目当ての冒険者たちでごった返したその中にあっても、彼の姿は浮かび上がるかのよう。

　待合室の片隅、いつもの定位置にいる、薄汚れた革鎧かわよろいと安っぽい鉄兜てつかぶとの冒険者。

　そこへ小走りに向かう女神官へ、周囲の冒険者は思い思いに声をかける。

「やあ」とか「よお」とか「今日もゴブリンか？」とか「頑張れよ」とか……。

　二年と少しの冒険者生活は、地母神ちぼしんの寺院しか知らなかった少女に多くの関係を育はぐくませた。

　名前も知らなければ、素性も知らない。けれど同じ冒険者である彼ら、彼女ら。

　種族も様々な同業者に、女神官はぺこぺこと逐一会釈えしゃくして「おはようございます」と言う。


　かつての新人、期待の後輩も、今となっては肩を並べる同じ冒険者──……。




　──……に、なれているのでしょうか……。



　当人にしてみれば、とてもとても、そんな自信はないのだけれど。
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「いやあ、流石さすがに大司教アークビショップ様は話せるな！」

「俺おれァてっきり門前払いを食らうかと思ってたんだがね」

　ぱたぱたと通り過ぎる女神官を見送る横で、重戦士が呆あきれ混じりにぼやいていた。

　お前ホントに至高しこう神しんの騎士だったんだなあと言わん気な顔に、女騎士は気づいた節もない。

　彼女は拳を握りしめて熱弁を振るいながら、さもありなんとしきりに頭を上下させる。

「小鬼程度の話を持ち込めばそれも当然だ。いや、大司教様を疑った私が愚かだった！」

「そうかい」と重戦士は適当に話を受け流す。

　重要なのは至高神の神殿が動いた事、それが金になりそうな冒険の口に繫つながった事だ。

　霞かすみを食って冒険ができるわけもなし。金は大事だ。それだけではないが、大事だ。

　歳としを誤魔化ごまかしたせいで昇級も遅い子供を二人抱えているとなれば尚なおのこと。

　なにせ金があれば飯が食える。宿が手に入る。武器防具が新調できる。道具も買える。

　布施ふせの額次第では、死の淵から生命を呼び戻す、《蘇生リザレクション》の奇跡も授さずかれるかもしれない。

　つまり、金で命はある程度購あがなえる、という事だ。

　質実剛健、質素倹約などと得意げに言う手合をたまに見るが、重戦士には良くわからない。

　金を軽んじる理由は何一つないし、あればあるだけ困らず、使うべき時には使うものだ。

　──交易神の神殿にお布施でもしとくかねぇ。

　特に神々を信じたこともないけれど、重戦士はふとそんな事を思いつつ、友人へ話を振る。

「そっちはどうだった？」

「いやあ、ダメだな」

　ひらりと手を振ったのは、俊足で一足早く蜻蛉とんぼ返りしてきた槍使いであった。

　槍を肩にふんぞり返る彼の隣では、話を聞いているのかどうか、魔女が煙を吹いている。

　いつも通りの光景。そろそろ税を納めるべきではと、重戦士は自分を棚上げに考える。

「都市で冒険シティアドやってる知り合いに聞いたが、まあ、すぐに話は摑つかめねえわ」

「そんなもんかね」

「だいたい俺らは怪物退治ハクスラ専門だからな。向いてねえんだよ」

　自信満々にそんなことを言うものだから、魔女が「ふ、ふ」と笑いを忍ばせて息を漏らす。

「ま、至極当然だな」と応じるのは女騎士だ。「得意な役割ロールが互いにあるものさ」

「ふむ」と重剣士は息を吐く。「お前、時々含蓄がんちくある事を言うな」

「馬鹿め、私の言葉はいつだって含蓄が山のようにある」

「そうかい」

　呆れて手を振る彼を無視して、女騎士は「まあ聞け」と得意満面に風速を上げていく。

「一人で何でもできるなどという奴やつは、物の真理が見えていない愚か者だ」

「ほう」と槍使いがニヤつきつつ合いの手を入れた。「説教臭い事を言うな、朝っぱらから」

　どうせ朝の依頼貼はり出しが来るまでの暇つぶし。視界に受付さんも入らない事だし。

「うむ」と女騎士は得意げに応じる。「教えを説くと書いて説教だからな、説教そのものだ」

「そのこころはないんだい、騎士様」

「例えばだな。ただ一刀で天地を裂き、魔神を滅ぼし、面倒だから銅等級と言う奴がいよう」

「いるのか」

「いるとするのだ」

　槍使いにはどうにも想像がつかないが、まあいるとしようと頷いた。

　おとぎ話の英雄だってもうちょっと地に足がついているものだけれど。

「しかし考えても見ろ」

　女騎士が言う。

「そいつの服も、食事、野菜、肉、靴に、宿も、国も、全部他の誰かが拵こしらえたものだぞ？」

「当然、惚ほれた女──か男か知らんが、惚れた相手にゃご両親もいるわけだ」

　下品なちゃちゃ入れ。魔女が無言で脛を蹴ける。痛ぇと呻かない程度の甲斐性は彼にもある。

　女騎士は気づかぬままに、「おお、その通りだな」と感心した様子。

「で、だ。それを全部一人で拵える事ができるというのは、まあ、つまりは大ボラだな」

「そ、いえば……こんな、言葉も……ある、わね」

　くるりと煙管きせるを回しながら、一服を終えた魔女も、面白おもしろ半分に口を挟んだ。

「お酒、作るのに、拍子歌。星の絵図面変わったら、お酒の……味も、違うもの……て」


　女神の乳房の豊満さ、それを称たたえる形容詞一つ二つが大事なのだ──……などと。



　古の賢人が残した言葉を、魔女が紡つむぎ、女騎士は「その通りだ」と大いに頷いた。

　神々すら一柱というわけでなし。ただ一人で全知全能とは笑わせる。女騎士の風はさらに吹く。

「つまり何でもはできないのだから、できない事は人に任せれば良い！」

「お前のそれは任せるっつーより、押し付けるだろうが」

　そして風速が上がりきった所で、いつものように重戦士が抑えに回った。

「だいたい、神か悪魔かって力を持ってたって、そいつの力だ。好きに使えば良いだろう」

「しかしだな、力には責任というものが伴うという格言がだな……！」

「世界を救えばありがとう。農家すんならそうですか。お前らこそ悪魔だってなら殴り合い」

　シンプルなもんじゃねえかと重戦士は続けると、女騎士は「だが待て」と尚も食い下がる。

　重戦士は半目を開け、呆れと、慣れと、苦笑が入り混じった、得も言われぬ表情を浮かべた。

「いい加減、兜より先に籠手こてを嵌はめる癖くせ、治せよな。毎度人に髪を括くくらせてるじゃねえか」

「む、ぐ……！」

　会心の一撃クリティカルヒットであった。

　急所を突かれた女騎士は、ぐ、とか、ぬ、とか呻いた後、開き直ったように言い返す。

「よ、良いではないか！　別に大した労苦でもあるまい!?」

「そりゃまあそうだが。自分の事を棚に上げすぎだろう」

　重戦士が肩を竦すくめ、女騎士はぐぬぬと歯ぎしりし、槍使いは呆れた様子で二人を見やった。

　どっちもどっちだと、魔女が目を伏せ、喉奥で笑いを転がす。まったく、飽きる気がしない。

「つまり私が言いたいのは、勇者は勇者であることを、弁わきまえているからこそでだな……！」

「言いたいことが良くわからねえよ」

　結局のところ──と魔女は二人のやりとりを聞き流しながら考える。

　結局のところ、こんな会話に意味はない。他愛のない雑談だ。

　世界というのは大きくて、自分の見ているものが全てではなく、予想外のところで動くもの。

　その全てを見通すべく、真理を目指して突き進むのが魔術の輩ともがらであろう。

　何が起こっているのか。どうなるのか。

　目にしているのが末端だとしても、その末端から思いを馳はせる。


　とすれば────……。



「ど、なる……かしら、ね……」

　今回の冒険も、きっと愉快な事になるに違いないのだった。
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「あ、あの、おはようございますっ、ゴブリンスレイヤーさん……っ」

　ぱたぱたと駆けてきた女神官の言葉に、そのみすぼらしい冒険者は常通り「ああ」と応じた。

　辺境の街、ギルドの風物詩。朝一番にギルドへ来るのに、依頼を取りに動くのは最後。

　待合室の片隅で動かぬ鎧のように佇たたずんでいる姿は、慣れた冒険者にとっての日常だ。

　駆け出し、初心者の冒険者も、最初はぎょっとするものの、すぐに気にしなくなる。

　彼らにしてみれば、ゴブリン退治専門の冒険者なんていうのは、そんな程度のものだから。

　近年は一党パーティらしいものもできて集団で行動していたようだが、今は一人──いや、二人。

　ここ数日ほど、彼の仲間らしい鉱人ドワーフ、森人エルフ、蜥蜴人リザードマンは姿を見せていないのだという。

「今日も、ゴブリン退治ですか……？」

　おずおずとした調子で、彼の隣にちょこんと座った女神官が問いかける。

　そこに込められた感情は畏怖いふ……というよりは、躊躇ちゅうちょだろうか？

　二人が行動を共にするようになって、どれくらいか。

　短くはない。数年。それを長いというかどうかは、人によるだろうけれど……。

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーと呼ばれた冒険者は、短く淡々とした、低い声で応じた。

「少し様子を見てからだ」

「……はい」

　こくんと女神官は頷いて、それっきり会話が途絶えた。

　冒険者たちの他愛ない雑談が、意味を持たない音の波となって押し寄せ、空間を満たす。

　沈黙というのは耐たえ難がたいものだが、合間に音が混じればそうでもないのだろうか。

　しかし女神官は、しばしもじもじと薄い尻しりを居心地悪く動かした後、静かに口を開いた。

「あ、あのっ」

「なんだ」

「な、なにか、こう……やるべき、では……？」

　それは主語の欠けた曖昧あいまいな言葉で、発すると共に女神官は恥じ入るように俯うつむいてしまう。

　何に対する羞恥しゅうちなのかは、一見して良くわからない。

　不明瞭な発言であったことか、あるいは行動していない自分に対するものか。

　ゴブリンスレイヤーはその言葉に対して、低く唸うなった後、静かに続けた。

「手は打ってある」


「へ──……？」



　きょとりと、女神官は不意に額ひたいを小突かれた子供のような表情で鉄兜を見上げた。

　そんな彼女へ、彼は「俺も実際に行った事があるわけではないが」と前置きをして、言った。

「鹿を狩る時は、動かぬ方が良いものらしい」

「鹿……」

「相手が、こちらを、路傍ろぼうの木や石かなにかだと思いこむまでは」


　そうして、一気に矢を放ち、急所を突き通すものだ────という。



　女神官は「はぁ」と、感心したような呆けたような吐息を漏らした。

　彼女は細い指を顎あご先さきに宛あてがい、「ん」と考え込んだ後、深刻な口ぶりで言う。

「色々、知っていますよね」

「手当たりしだいだ」

　ゴブリンスレイヤーは、謙遜けんそんというには大鉈おおなたを振るいすぎる調子で言った。

「本職の野伏にも、斥候スカウトにも、戦士にも及およばん」

「……でも、色々知っています」

　女神官は言い返す。指折り、冒険のこと、戦い方、探索方法、と数え上げて。

「知ってること、考えていること、いっぱいあります。……ずるいです」

「そうか？」

「そうですよ」

「そうか……」

　納得したのかどうか、ゴブリンスレイヤーはむっつりと言って、押し黙ってしまう。

　女神官はしばらくその鉄兜を見やった後、ぽつりと、まるで独り言のように呟つぶやいた。

「……わたしも、色々、知れるようになるでしょうか？」

「わからん」

「わからん、て……」

「俺とて、自分がそう賢いと思った事はないのだ」

　わかるものか。そう言い返されてしまえば、女神官とて、それ以上食い下がれない。

　むう、と子供らしく頰ほおを膨ふくらませ、その子供っぽい仕草に気づいて居住まいを正す。

「なら、勉強します」

　きっと言い返した声は拗すねたように澄ましたもので、けれどどこか愉快そうでもあった。

「もっともっと色々勉強して、鍛えて……がんばります」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「それが良い」

　はい、と。女神官は素直な生徒のように応えて、また口を閉ざした。

　再び冒険者ギルドの喧騒が蘇よみがえって、他愛ない雑談が周囲を満たしていく。

　何となれば、今のやりとりだって、取るに足らない──意味のない会話に過ぎないのだ。

　そしてそんな一時も、すぐに終りを迎える。


　ひょいと受付から姿を消した職員が、すぐに紙の束たばを抱えて出てくれば──……。




「はーいっ！　今日のお仕事を貼り出しますよぉーっ！」



　待ってましたとばかり、歓声をあげて冒険者たちは掲示板へと駆け出していくのだ。

　簡単な仕事、難しい仕事、違いはあれど冒険に手を出さねば食っていけない。

「おい、見ろよ、これ！」

「なんだ？　地母神の寺院の警護？」

　そんな大賑にぎわいの中から、不意に転がりでた言葉に女神官の肩がびくりと震えた。

「なんだ、噂を聞いたごろつきにでも狙ねらわれるってか？」


「いやあ、至高神の神殿から援助でって話で──……」



「へえ、そりゃあ良いや。金も出るしな！」

「人助けは人の為ならずってな。困ってる人を助けりゃ業カルマも積めるってもんだ」

　口々に好き勝手なことを言いながら依頼を取り合う冒険者たち。

　それを女神官は、なんとも言えない曖昧な表情で見つめていた。


　あの人たちだって噂していただろうに────……といったところだろうか。



　──華奢な胸の内に淀よどむだろう感情を思うと、少し尻込しりごみする部分もあるが、致し方ない。

　意を決して彼は席を立ち、冒険者たちの空白地帯を足早に踏破して、真まっ直すぐに向かう。

「──？」

　不思議そうな顔をしてこちらへ少女の視線が向かう。次いで、鉄兜の無表情。

　う、と息を呑む。その中には何もない、不在の騎士なのではないかという、冒険者の有様ありさま。

　それは尻込みに加えて躊躇を覚えるには当然の威圧感で、彼は身を強張こわばらせた。

「何か用か」

　ああ、と。短く応じた声はひどくかすれて、上擦うわずっていた。

　これではいけない。彼は一度深呼吸をし、軽く咳払せきばらいをする。


「頼む。急ぎの依頼だ。────どうか、僕らを助けてはくれないか」



　水の街は酒商の息子は、静かな口調で、そう切り出したのだった。
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「ゴブリンか？」

「違う。……いや、そうだ」

　曖昧に言葉を濁す若者へ、真っ先に剣呑けんのんな視線を向けたのは女神官だった。

　酒商人の息子。水の街の。名乗られた肩書きは女神官にとって、多くの意味を持っていた。

　彼女は何かを言おうと口を開き、しかしその言葉が喉に突っかかったように息詰まる。

　──何を言えば……。

　罵ののしるべきか。冷たく断るべきか？　怒り、怒鳴り、泣き叫び、突き放せば良いのか？

　はっきり言ってしまえば、噂の出処でどころが水の街の酒商であることは明白ではないか。


　それは──……色々調べて、探って、彼らが動いていたのは間違いなくて。



　もちろん何の証拠もないけれど。だって、そうでなくたって得をするのは彼らで……。

　女神官の頭の中に、推理とも憶測とも妄想ともつかぬ思考がぐるりぐるりと渦巻うずまいていく。

　ただただ、そう思った、というだけで。大事な人を傷つけられたのだ。

　──それを、こっちがやりかえしてはいけない理由だって、ない。

　むくりとそんな思いが胸の内に起こる。種子が芽吹くように、それは広がっていく。

　ゴブリンの娘だ。そんな適当な事を吹聴されたのに、なぜこちらだけ我慢しなきゃいけない？

　何を今さらとか。虫が良いとか。謝れとか。知ったことじゃないとか。ざまあみろとか。

　可能か否いなかでいえば、それは可能だ。ただただ感情の奔流に身を任せるだけで済む。


　しかし────女神官は、彼女は、そうすべきではないと信じて生きてきた。



　人を慈いつくしみ、思いやり、世の助けとなることを尊とうとぶべしと歩んできたのだ。

　それが彼女の信仰であり、彼女の十六年、七年にもなる人生である。

　無論、どんな人にも事情があり、理由があり、許されるべきだなどとは思わない。


　だがしかし、何も考えずに騒ぐのは、あまりにも、そう──……。



　──みっともない。

　女神官は、喉のつかえを取るように深々と息を吐いて、吸い込んだ。

　胸の内に淀んでいた暗く、重く、粘ついた熱いものを、全部取り去るために。

「……わたしは」と彼女は言葉を途切れさせた。「聞いても、構いません」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は、いつもと何一つとして変わらなかった。

　それがどうしてか、女神官には、たまらなかった。

「では聞こう。ここで良いのか」

「ああと……」

　酒商の息子は、今のやりとりで女神官の持つ聖印に気づいたのだろうか。

　バツが悪そうに頰を搔き、ちらと周囲の──朝の依頼に群がる冒険者たちを見やる。

　当然彼らはこちらに気づいてもいないだろうけれど、目と耳は多い。

　何となれば、周囲の物事を知覚できるかどうかは、冒険者の命に関わることなのだ。

「今更、恥も外聞もあったものではないが……」

　そう呟いた酒商の息子は、歯切れの悪い言葉を続けた。

「……できるなら談話室かなにかを借りれないか」

「良かろう」

　頷いたゴブリンスレイヤーは、ちらと受付の方へと兜を巡らせた。

　朝の依頼に群がる冒険者どもの対応で、馴染なじみの受付嬢は手一杯であるらしい。


　流石に無許可で応接室を借りるわけにもいくまい──……。



「──あ」

　そう思っていると、書類を手に隅で控えていた、監督官と目があった。

　彼女はしれっとした表情で書類に隠していた本をしまい込み、にこりと微笑ほほえむ。

　ゴブリンスレイヤーはその仕草に頓着とんちゃくせず、無言で二階と、酒商の息子を指で示した。

　監督官がこくこくと頷き、忙せわしない受付嬢を見てから、そっと唇に人差し指を充てがった。

　内緒、内緒──という事だろうか。何にせよ許可はもらえたのだから問題はない。

「行くぞ」

「あ、ああ……」

　淡々とした言葉を残し、ずかずかと先行する姿に、酒商の息子は戸惑いながらついていく。

「……」

　女神官はぎゅっと唇を嚙み、両手で錫杖しゃくじょうをしっかと握りしめると、すぐにその後を追った。


　階段を上って、二階────その奥へ。



『冒険者の店』の二階に相当する宿の部分とは異なる、ギルドの執務に携わる区画。

　思えば昇級審査の時くらいしか立ち入らない場所に入るのは、なんとも緊張するものだ。

　──ううん。

　それは言い訳だ。そんな事くらい、女神官だとて気づいている。

　自分の中で気持ちの整理が、まったくついていないせいだろう。

　それでも──話を聞くと、決めたのだ。

　重厚な扉を押し開くと、中の応接室にはずらりとかつての冒険者の業績が並んでいる。


　きらびやかな宝石、勲章、叙事詩にも名高い武具の数々──……。



　いわゆる、トロフィーというものだ。

　酒場に飾られているよりも派手な、怪物の頭骨だ角だとか、見栄えの良い物が選ばれている。

　それはこうして依頼人と対面する時に備えて、ではあろうけれど。

　そんな中に飾られている無骨な鉄槌を見ると、女神官の心は少し誇らしくなった。

　自尊心を勇気にかえて、女神官はちょこんと薄い尻を応接室の長椅子ながいすへと下ろす。

　対面には酒商の息子が腰を下ろし──女神官の隣には、ゴブリンスレイヤーがいる。

　彼の武具の重みで長椅子のクッションがぎしりと軋むのを、女神官は感じた。

「では、用件を聞こう」

　互いの自己紹介を簡単に終えた後、そう切り出したのはゴブリンスレイヤーだった。

　酒商の息子は押し黙る──こうして落ち着いて見れば、思っていたよりも若々しく見えた。

　それは彼の食生活からくる肌や顔色、そして風格のある豪奢ごうしゃだが品の良い衣装のせいだろう。

　二十歳か、もう少し。親の跡を継ぐべく現場にも率先して出て、経験を積んだくらいか。

　女神官はなんとなく当て推量でそう考えつつ、彼の様子を注視する事に専念する。

　なにせ彼女は、《看破センス・ライ》の奇跡を授かっていない。

「……父が、混沌の眷属けんぞくと契約を交わしていた事が明らかになったのだ」

　──つまり、その言葉が真実かどうかは、己おのれの意思で判断しなければならないのだから。
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　──父の様子がおかしいとは思っていたのだ。

　商売が行き詰まっていたわけではない。そのはずだ。にもかかわらず、父は必死だった。

　そして地母神の寺院にまつわる、その、噂が流れて、その機に乗じて意気揚々と動いていた。

　言い訳をするわけではないが、違和感を覚えた。

　商人というのは業の深いもので、状況の混乱を利益りえきに変えられるとなれば歓迎する。

　だが、それは仕事だからであって……他人の不幸を悦ぶとしても、人並み程度だ。

　だが、父は嗤わらっていた。

　仕事熱心で、真面目まじめで、誠実で、私の立場から言うのもはばかられるが、有能だったと思う。

　父が仕事をしている姿は、幼い頃から見ていたし、衣服についた酒の匂においが父の匂いだった。

　……いや、わかっている。すまない。本題に関係はないな……。

　ともかく、父は必死だった。

　酒造りは上手うまくいっていたし、金も回っていた。もっと手広くやろう、商売を広げよう、と。


　今にして思えば────そこに混沌の芽があったのだろう。



　仕事をして金を稼ぐ。稼いだ金で商売を広げる。商売を広げれば仕事が増える。その循環だ。

　つまり商売を広げれば金が減り、仕事を回さねば商売が立ち行かず、ただ余裕だけが失せる。

　父は焦あせった。焦って……混沌の勢力と手を組んだのだろう。

　つまるところ、連中の企てに乗っかり──その見返りとして、計画の狭間はざまでの利益を得る。

　笑ってしまうような話だ。騙だまされている、手を組む方がおかしい、そうだろう。

　だが商売をしていると……正義だとか人情より、相互利益の方が確かな事も多いのだ。

　無論、私たちとて清廉せいれん潔白けっぱくだと言う気はない。後ろ暗い、影の中の者に仕掛けを頼む事もある。

　それでも、それは彼らが存在否定ひてい可能人材だからこそだ。


　事が明るみにでないことが大前提で──……ああいや、また話がずれたな。



　……焦った父は、周到に、計画を練り、契約を結び、手元に証拠を残す事にした。

　つまり自分が害されたり捕まったりすれば、契約は公おおやけになり、貴様らの計画も頓挫とんざする、と。

　そういう保障だ。

　一方、連中もお前が裏切るような事があれば、ただで済むと思うなよ──と、お決まりだな。

　笑ってくれて構わんが、それが失策だった。

　先日、街の衛視長の邸宅に盗人が忍び込んだ。

　……以前もそんな事があって、煙管だか薬入れだかが盗まれた事もあったらしいがな。

　だが、今回は違った。盗人は、トロルだった。

　奴は衛視長の自室を荒らし回り、逃げ出し、そして行き合いの冒険者に仕留められたと聞く。

　そのトロルがな。

　……どういうわけか、衛視長の部屋に、父の契約書を落としていった。

　それで、終しまいだ。

　面子メンツを潰つぶされた衛視隊は、怒り心頭で追及を開始し、全ては明るみとなった。

　父は捕縛され、破滅は免まぬがれまい。

　私は──幸運にも、事態を知らなかった。水の街、法の神殿で《看破》の証あかしも立てられた。

　もちろん跡を継いで、それで円満解決ではない。事が公になったと、連中も知っている。

　数日前の、朝の事だ。

　うちの使用人の中に、十余年前の戦いくさに赴おもむいた男がいてな。

　その男が言うんだ。家の裏手に、足跡がある。自分は見たことがある。間違いない。


　────あれは、ゴブリンの足跡だ、と。







§






　話が始まってから、終わるまで、応接室はひどく静かだった。

　酒商の息子は一切いっさいの偽りがないことを示すかのように、ただただ言葉を重ねていった。

《看破》の奇跡がなくとも、彼の言葉が真実であると女神官には受け取れた。

　──《看破》を誤魔化す手管てくだは幾らでもありますが。

　心の奥底で囁ささやく意地悪な自分の存在は、認めるにはずいぶんと辛つらいものだった。

「なるほど、そう動いたか」

　煩悶はんもんとする女神官の耳に、するりとゴブリンスレイヤーの淡々とした声が入り込んだ。

　え？　と見やった彼女の視線を鉄兜は受け止め、しかし応こたえる事なく、言葉が続く。

「ギルドには？」

「通してある」と酒商の息子は言った。「水の街では、受けてくれる者もいなかったがね」

　そしてなけなしの諧謔かいぎゃくさを寄せ集め、ぎこちなく、自嘲じちょうめいた仕草で肩を竦めた。

「……ゴブリン退治だからではなく、混沌と手を組んだ者の息子だから、と」


「それは──……」



　女神官は口を開き、しかし何を言おうとしたのかもわからず、口を閉じた。

　当然の報いだとか、ざまあみろだとか？　いや。いや。いや、嫌、嫌。

　そんな言葉を、音にするのは──嫌だ。握りしめる手が震え、錫杖がちゃりちゃりと鳴る。

「だが、その様子では、翌日に襲われたわけでもないようだな」

「その使用人が、とにかく武器を持った奴が歩哨に立てば、小鬼どもは誤魔化せる、とな」

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と声を漏らし、思案しながら淡々と話を進めていく。

　そのどうしようもない冷徹さへ、女神官は縋すがるように耳を澄ませた。

「もともとウチに警備がいなかったわけではない。……騒動の後、大半辞めてしまったが」

　それでも武具は残るし、幾人かは残ってくれた使用人もいた。

　彼らを見張りに立たせ、夜毎よごとに配置を変え、葡萄園には鎧を着せた案山子かかしも立てたという。

「時間稼ぎだな」

　ゴブリンスレイヤーは、そんな細やかな努力を一言で切り捨てた。

「悪くはないが、そう余裕もないだろう」

「ああ。……だから、法の神殿に駆け込んだ。恥を忍んで、というわけではないがな」

　だがしかし、混沌の企たくらみが明るみとなった今、これへの対処は即座に行われている。

　至高神の神殿は、とっくに地母神寺院を援護する計画を整え、人は出払っていたのだ。

　とてもとても、ゴブリン退治程度に割ける余裕はない。

　ましてや自業自得、因果応報ともいえる境遇にある──背信者の息子を救うため、とは。

「だが……面識ある貴族のご令嬢が、今は独立商人として神殿と懇意にしていてな」

　しかしそこまで述べて、ようやく酒商の息子の顔に、どこか救われたような緩ゆるみが見えた。

「面会を取りなしてくれて……大司教様が、話を聞いてくださった」

「それで、俺か」

「ああ。西方辺境の街に、小鬼殺しの冒険者がいる……と」

　女神官には、その光景が手に取るように思い描けた。

　かつての令嬢剣士──女商人と剣つるぎの乙女おとめが、小鬼という言葉を聞いた時の様相を。

　二人が立ち上がっていること、小鬼と関わらねばならぬこと、対する自分の有様。

　去来する思いは複雑に絡からまり合って、女神官の胸の中で棘とげとなって突き刺さる。

「やってみよう」

　だからその言葉はあまりにも予想通りで、鋭くて──とてつもなく痛かった。

「受けるのですか!?」

　思っていたよりも鋭い、非難するような声が女神官の唇から漏れた。

　女神官は思わずハッとなって口元を押さえるが、言葉になってしまった以上は手遅れだ。

「断る理由はない」

「ですが……！」

　──ですが、なんだろうか。受けるなとでも言うつもりなのか？

　耳を塞ふさいでうずくまりたくなるような、心の内にいる黒い自分の言葉。

　だが己の中から湧わき上がる言葉は、たとえ目を焼き耳を潰し舌を抜こうとも逃れられない。

　しかし青ざめた表情で肩を震わせる彼女へ、ゴブリンスレイヤーがかける言葉は端的だった。

「誰であれ、何であれ、ゴブリンどもに殺されて良いとは思わん」

「あ……」

　女神官は、ぼんやりと──呆然ぼうぜんと──安っぽい鉄兜を見上げた。

　面頰めんぼおの庇ひさし、その奥にある彼の顔も、瞳ひとみも、影になっていて見通す事はできない。

　だけれど彼に自分の心の奥底まで見透かされているような気がして、女神官は目を伏せた。

　そうだ。

　その通りなのだ。

　誰それの父が悪事を働いて、嫌な思いをしたから、そいつがどうなったって構わない。

　それは母親が小鬼の手篭めにされたからと、その娘を笑い者にするのと何も変わらない。


　ひいては────まるで、ゴブリンそのものの行いではないか。



「お前の家と、周辺の地形……地図はあるか。実際に目で見る前に把握はしたい」

「あ、ああ……！」

　信じられないような面持おももちで酒商の息子は頷いた。彼は必死に、何度も頭を上下させる。

　ばかりか、感極かんきわまってゴブリンスレイヤーの無骨な手を取り、力強く握りしめさえした。

「引き受けて、くれるのか……！」

「やれるだけの事はする」

「すまない、助かる……！　何でも言ってくれ、可能な限り、全て準備して──協力する！」

　──やっと話が単純になってきた。

　そう独りごちるゴブリンスレイヤーの心は、女神官のそれと異なり、凪ないだ海のようだった。

　こうでなくては、とさえ思う。

　ゴブリンどもが来る。これを迎え撃って殺す。一匹も逃さずに。

　何のことはない。いつも通りだ。考えるべき事は多くとも、悩む必要はない。楽だ。

　──冒険は楽しいが。

　自分の打った手がどう転がるかもわからず、ただ座して待つのは苦痛でさえあった。

　彼にとって状況は己の手で変化させるもの、把握するものであるべきだった。

　他者に委ゆだねるべきものではない。

　──慣れない事は、すべきではない。

　ゴブリンスレイヤーはそう思って、鉄兜の下で唇を僅かに歪ゆがめた。


　単に長く続けてきて、手慣れているからかもしれないが、まったく──……。



　──都市の冒険シティアドベンチャーなどより、よほど似合っている。

「……そうだ」

　ようやく解放された手をほぐしながら、ふと思い出したようにゴブリンスレイヤーは言った。

「街の外れに、牧場があったろう」

「ん、ああ。そうだな、目にしたとも。父が買収しようとしていた場所だった、と思うが」

　脈絡のない問いかけだった。

　酒商の息子は戸惑いながらも、何か重要な事なのだろうと一人合点し、真剣な様子で頷く。

「どう思った？」


「どう思った、と──……」



　さて。酒商の息子は腕を組み、思案しながら天井てんじょうを睨にらみつけた。

　家畜は世話が行き届いていたし、健康そうで、良く肥えていた。

　牧草は青々と茂っていたし、広がっていて、のびのびと放牧ができるだろう。

　その広さに応じるだけの柵も石垣もあって、良く手入れされているのが一目でわかった。

　となれば、結論は一つ。

「良い牧場だな」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「俺もそう思う」

　彼にとっては、それで十分だった。

　ならば確認すべきことは、あと一つ。

　ゴブリンスレイヤーは頭の中で策を練りながら、鉄兜を巡らせる。

　俯いたままの女神官が、気配を感じ取ったか、びくりと肩を震わせた。

「来るのか、来ないのか。好きにしろ」





§






「で、引き受けちゃったわけ？」

「……はい」

「ホント、仕方のない人ですね」

「……真似まねしないでください」

　ごめんごめんとケラケラ笑って、妖精弓手は拗ねる女神官へ片手をひらりと振った。

　地母神の寺院、その門前は冒険者でごった返していた。

　というより、女神官とゴブリンスレイヤーが向かうのに、多くの冒険者が同道したのだ。

　もちろん、何やかや受け入れられたとはいえ、この何か変なのに協力しに来たわけではない。

　冒険者が動くとなれば、その理由は一つ、冒険するためだ。

　なにせ今回の大口のしごと、依頼主は水の街は法の神殿の大司教──剣の乙女。

　守るべき場所は地母神の寺院。おまけに敵は混沌の勢力。

　これは報酬、実績ともに良し。大義名分を背負って大暴あばれできようなら言うこともない。

　かくして多くの冒険者が我も我もと駄賃目当てにやってきた結果が、これだ。

　思い思いの雑多な装備に身を包んだ彼らが、ざわざわと雑談を交わしながらたむろしている。


　寺院の修道女たちも、その光景に目を輝かせたり、対応するのに走り回っていたり──……。



　──はじめから、こうすれば良かったのでしょうか。

　絵物語と、治療を求めに来た時の姿でしか冒険者を知らなかった頃を思い、女神官は考える。

　そうすれば、だいぶんと状況は変わったに違いない。

　鉱人道士や蜥蜴僧侶と何やら話し合っているゴブリンスレイヤーを、女神官は視界から外す。

　考えて行動したと思っても、まだ足りない。何もできていない。何の結果も出せていない。

　人に任せてしまった方が、良い結果が出せたのではないか。

　あれこれと難しいことを考えず、さっさと、誰か──そう、偉い人に投げてしまえば……。

「それ、たぶん違うわよ」

「え……」

　その鬱々うつうつとした思考に、ひゅるりと風を吹き込んでくれたのは、妖精弓手の鈴のような声。

　声に出ていた？　思わず森人の顔を見やると、彼女はくるりと人差し指で宙に円を描く。

「自分にできる事をすれば良いのよ。できるからやる。やった。でしょう？」

「そう、なのでしょうか……？」

　それでも女神官の気持ちは晴れず、彼女の相貌そうぼうは曇ったままだ。

　天上の星卓に座す指し手ならぬ身では、はたして十全な働きができたかは疑問だ。

「あのね」

「あう……っ!?」

　そんな彼女の鼻先を、妖精弓手は妹に対するような仕草で軽く小突いた。

「あなたは護衛を頼んだ。そしたら敵は来なかった。万々歳じゃないの。不満？」

「不満はありませんけれども……」と女神官は鼻を押さえた。「それで良いのでしょうか？」

「やる事やって出した結果で、誰も不幸になってないなら、良いに決まってるじゃないの」

　只人は寿命が短いわりに細かいことばかり気にして、そのくせ眼の前の事に気づかない。

　妖精弓手は肩を竦め、やれやれと呆れたように首を振る。

　芝居がかった滑稽な仕草でも、上の森人ハイエルフの手にかかれば典雅てんがになるのだから不思議なものだ。

　そうして彼女は、意地悪な猫のようににんまりと目を細めた。

「もっとも冒険としてはつまらなかったけどね。おまけにその次は小鬼退治だもの！」

　これはオルクボルグにきっちり取り立てなくっちゃ。妖精弓手の言葉は、どこまでも軽い。

　女神官は「はい」と短く頷いて、それからちらりと目線を冒険者たちの方へ向ける。

　前述したように割の良い仕事だが──しかし、ある意味では簡単な仕事だとも言える。

　集まった冒険者の多くは下水道だ小鬼退治だを経験した新人から、その上程度。

　銅や銀といった上級の冒険者の姿はなく、まだどこか、初々しさが残っている。

「剣、良し！　棍棒こんぼう、良し！　額当てに、鎧、良し！　松明たいまつは──いらないか？」

「持ってて困るものでもないでしょ。後は薬とか……落として割らないでよ」

「麻あさ紐ひも巻いておいたから多分平気。ほら、そっちもくるっと回れよ。確認すっから」

　新米戦士と見習聖女、いや、もうその名で呼ぶのも憚はばかられる二人なども、その一組だ。

　先の雪山での冒険を経へて二人はめきめきと頭角を現した──などということはない。

　彼らは相変わらず、着実に一歩ずつ、しっかりと前進しているらしかった。

　とはいえ、その歩みは以前よりも僅かに、速度を増しつつある。

「やあやぁ、皆さんもこっちのお仕事に来るんですかい？」

　それもこれも、こうしてひょこりと暢気のんきに声をかけてくる兎人の猟兵が加わったからだ。

　長耳を左右に揺らし、長足をぱたぱたさせながら、彼女──だろう──は上機嫌に笑う。

「ぼかぁ、まだまだ知り合いが少ないもんで。皆さんと一緒なら安心ってもんですよう」

　少女はそこまで言って「ちょいと失敬」と断って、腰の雑囊ざつのうから木の実をひょいと頰張ほおばった。

　兎人は食べてる限り動けるが、食べないとすぐ飢えてしまう種族だと聞く。

　それにこうして幸せそうに頰を動かす姿は、見ていると心が和なごむから不思議なものだ。

　不思議といえばもう一つ。どういうわけか、彼女はひっきりなしに髪を搔きむしっていた。

　その度たびにふわふわと白い毛が綿のように舞い散って、女神官も思わず憂鬱ゆううつを忘れてしまう。

「わ、すごい毛……」

「生はえ変わりてぇやつですわ。お山の下はあっついんで、参っちまいます。痒くってもう」

　言われてみれば、なるほど、少女の白い髪の毛のあちこちが茶色く変化しつつあった。

　──そうか、もう夏が近いのか。

　女神官は、そんな事を考える余裕さえ消え失せていた自分に気づき、空を振り仰あおいだ。

　青い空の向こうには、さんさんと輝く日差ひざしがあって、眩まぶしいくらいに彼女を照らしている。

　そんな姿を見て、ふふんと、妖精弓手が得意げにその薄い胸を反そらして鼻を鳴らした。

「私たちはこれから大冒険なのよ」と言って、彼女は苦笑する。「ゴブリン退治だけどね」

「あや、そうなのですかい。そらまた残念。まー、機会があったらまたってぇ感じで」

　この少年のような少女の口調は、どこまで本気なのかわかったものではない。

　けれどそこに噓うそはないと思えて、女神官はほんの少しだけ気持ちが軽くなったように思う。


　──なんというか、単純というか──……。



　その事に、自分でも呆れてしまったりもするのだけれど。

「おーい、お前もこっち来いよ！　装備の確認するぞー！」

「あいあいさー」

　不意に新米戦士に呼ばれた白兎猟兵が、にへらと笑って声をあげる。

　白兎猟兵は素直にぱたぱたと走りだしたが、唐突に足を止め、くるりと振り向いた。

「っと、そうだ、シスターのお姉さんが呼んどりましたよ」

「え」

　女神官は、とっさに応える事ができなかった。

　それはむしろ自分の方から、真っ先に会いに行くべき人であったのに。

　そんな彼女の様子に気づかぬまま、白兎猟兵は「じゃ！」と手を振って駆けていく。

　妖精弓手は呆れた様子で息を吐き、それから年上ぶって長耳をひくりと上下に震わせた。

「ほら、行ってきなさい。こっちも他に用があるから」

　とんと肩を押されて、ととと、とよろけるように前に出ると、他の冒険者とすれ違う。

　斧を担かついだ──認識票は翠玉すいぎょく、第六位だ──冒険者が、一党パーティを引き連れてやって来たのだ。

　背後に擦すり切れた外套がいとうの妖術師と、くたびれた法衣を纏まとった年かさの僧侶を伴っていた。

　妖術師はイライラしたように呪文書の頁をめくり、ぶつぶつと何事かを繰り返し呟いている。

　恐らく、今日選ぶ呪文じゅもんを頭に叩き込こもうと必死なのだろう。周囲の物音に舌打ちさえする。

　もっとも、頭目であるらしい斧使いは気にした風もなく大声で、妖術師の舌打ちが重なった。

「よぉ。先にやってたのはそっちの一党パーティだって？　このまま継続か？」

「いーえ」と妖精弓手は、自慢げに微笑んで見せた。「これから冒険に行くとこよ」

「じゃあ俺たちが一番上の等級か……」

　斧士は面倒くさいと言わんげに深く息を吐くと、ややあって気持ちを切り替えたらしかった。

「おっし、そんじゃあ引き継ぎ頼むわ」


「まっかせて。と言っても、そんなに大した事はないんだけどね──……」



　女神官は、そんな彼らのやりとりに背を向けて、とことこと慣れ親しんだ寺院の中を歩んだ。

　行き交う知人──神官も、冒険者も──に会釈をしながら、急ぐでもなく、焦るでもなく。

　だができるなら、到着までの時間が一瞬か永遠か、どちらかになれば良いのに、と思う。

　何も考えないでいるには長すぎるし、気持ちを決着させるには短すぎるものだ。

　ぐるぐると頭の中で意味をなさない思考が渦巻いて、ばらばらに散らばっては漂っていく。

　色々な人から、色々な事を言われた。

　色々な人が、色々な事をしている。


　────では、自分は？



　世界というのはとてつもなく広くて、複雑で、見えないところが多すぎる。

　そしてその大半は、一生涯目にすることも、知ることもないのだろう。

　この世界を舞台だとするならば、板子いたご一枚隔てた舞台裏の方が、きっと大きいのだ。


　いや、あくまで自分にとっての舞台がここであるというだけで、本当はこちらの方が──……。



　──舞台裏。

　そんな事は、わかりきっていたはずなのだ。

　何かできるとでも思ったのか？　たかだか神の声を聞いただけの小娘が。

　奇跡を起こせる神官は、四方世界に何人いると思っているのだろう。

　多少の冒険を解決してきた。なるほど、それで？

　少し成長した。だから？

　そんなものは、この盤面において一マスにも満たないちっぽけな一歩ではないか。

　お前は、自分に、何かできると、本気で、思っていたのか？

　軽くなり、晴れたはずの気持ちが、少し経つとまた鈍く重く、濁っていく。

　女神官は無意識のうちに首筋をしきりと撫なでながら、とぼとぼと足を進めた。

　なんとなく「あ、泣きそうだ」という事に気づく。まるで他人事のようだった。


　ぐっと唇を嚙み締めて、ぎゅっと前を向く。と──……。



「や。──ったく、どうしたんだい。ひどい顔しちゃってさ」

「あ……」

　ばったりと、探し求めていた尼僧の、太陽のような笑顔が目の前に輝いていた。

　彼女は褐色の手を伸ばして、女神官の頰を柔らかく覆おおい、撫でるのかと思いきや。

「ふやあ!?」

　ぐにぐにと思い切り摑んで左右に引っ張ってくる。

　涙の意味が丸っと入れ替わり、女神官は思わず甲高い悲鳴をあげ──滑稽さに羞恥を覚える。
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　そのまま今度は上下に引っ張らられ「ひゃへへふひゃはい！」という間抜けな声。

　とうとう彼女がぷるぷる怒りに震えだしたので、葡萄尼僧はパッと両手を離して肩を竦めた。

「笑顔、笑顔。神官サマが暗い顔して良いのは世界が終わる時だけだよ？」

「だ、だからって、痛いではないですか……っ」

「でも、もう落ち込んでない」

　ぷんすかと姉に食って掛かった女神官は、そのにんまり笑顔を前にぐうの音も出ない。

　──ホントに、もう。

　会ったら何を言おうかと考えていた事が、悩みと一緒にまるっと吹き飛んでしまった。

「……なんで、そんなに明るいんですか」

　だから結局、出てきたのは率直そっちょくな疑問だった。唇を尖とがらせ、拗ねたような質問だったけれど。

「そうだねえ。……なんでだろね？」

　葡萄尼僧は我が事だというのに、まったくわかっていないように答えた。

　洗濯物だろうか。放り出された衣類の入った籠の横、彼女は行儀悪く樽たるに腰掛ける。

　そしてぶらぶらと足を振りながら、寺院の回廊の外、青空を見て目を細めた。

「たぶん、わかってるからだと思うよ」

「わかっている……？」

　そ、と葡萄尼僧は頷いて、可愛かわいい妹分に向けて、たくみに片目を瞑つむって見せた。

「自分は、ゴブリンの娘なんかじゃないってさ」

　とすれば、まあ、他の奴らがぎゃーぎゃー言ってる事の滑稽さときたら！

　ああ、何も知らないのに好き勝手言っているなあ。それだけなのだと、彼女は笑う。

「それにねえ。結局は悩もうが怒ろうが泣こうが、お腹なかは空すくし、くすぐれば笑うんだよ」

　だったら、楽しくしてた方がきっと得に違いないし、それこそが徳なのだ……と。

「……」

　女神官にはわからなかった。

　わからなかったけれど、それはとても──とても、単純な事のように思えた。

　それは、それこそ物心ついてから、ずっとずっと積み重ねてきた事であったから。

　葡萄尼僧は樽の上でひょいと上体をかがめ、女神官の顔を覗のぞき込む。

　瞬まばたきをすると、吸い込まれそうなほどにきれいな瞳が目の前にあった。息を呑のむ。

「ウチの神様の教え。一番大事なの、言ってごらん？」

　はい、と女神官は頷いた。迷う余地なんて欠片かけらもなかった。

「──守り、癒やし、救え」

　その通り。葡萄尼僧は笑った。本当に、心から幸せそうな──晴れやかな笑みだった。

「迷ったらその通りにするんだ。何言われたって知るもんか。こっちにゃ神様がいるんだ！」

「……はい」

　女神官は頷いた。

「はいっ」

　力強く、頷いた。

「なら真っ直ぐ行け！」

「はいっ！　行ってきます！」

　女神官は勢いよく頷うなずいて、そのままたたたっと駆け出した。

　そして錫杖をしゃらんと鳴らして振り返り、帽子を押さえて、ぺこりと頭を下げる。

「あのっ」なんと言って良いか、わからなかったけれど。「ありがとう、ございますっ！」

「それ、言うの逆」

　こっちが言うべきだと愉快そうな姉へもう一度頭を下げて、女神官は足を前に動かした。

　悩みもある。迷いもある。けれどもう、知ったことではなかった。

　何をすべきか、どうすべきか。それはずっと昔から学んで、実践して、歩んできた。

　それはただ慣れてしまっただけかもしれないけれど、でも、きっと。

　その道筋をこそ、人は信仰と呼ぶに違いないのだった。
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「しっかし、かみきり丸や。ずいぶんと足踏みしとったのう」

　がらがらと車輪が石畳に刻まれた轍わだちを転がる音に混ざり、鉱人道士ドワーフのにやついた声が響く。

　馬車の幌の中、座り込んで黙々と店を広げて作業するゴブリンスレイヤーの鉄兜てつかぶとが揺れた。

　彼は「ふむ」と短く呟つぶやいて思案した後、いつも通りの淡々とした口調で応じた。

「必要な事ではあった」

　応えは端的だった。当人が、相手の言葉に込められた意味をどれほど解しているかは謎なぞだが。

　鉱人道士は幌の外、流れる景色を横目に腰の瓢簞ひょうたんから酒を呷あおり、げふ、と息を吐く。

「小鬼の娘だなんだかいう噂うわさを聞いたら、まっしぐらに突っ走りそうなもんと思っとったが」

「彼女は褐色肌人の血を引いているだけだ」

　ゴブリンスレイヤーは切り捨てるように言った。

　鉄兜が意思を持って巡らされ、庇ひさしに隠された視線が鉱人道士の髭面ひげづらへと向けられる。

「そして依頼主は酒商の息子だ。ゴブリンではない」

　その言葉に満足した様子で鉱人道士は呵々と笑い、隅に座る女神官が僅わずかに頰ほおを緩ゆるめる。

　二人の様子を見やった妖精弓手エルフは、やれやれとこれ見よがしに呆あきれた様子で肩を竦すくめた。

「で、結局またいつものゴブリン退治ってね。ホント、オルクボルグといると退屈しないわ」

「そうか」

「今のは皮肉よ」

「……そうか」

　ゴブリンスレイヤーはそう呟いて僅かに手を止めた後、すぐに作業を再開した。

　錬金術師さながらに、ごりごりと乳鉢で何か、黒いものをすり潰つぶしているようだった。

　普段なら覗のぞき込む妖精弓手がふんふんと鼻をひくつかせ、嫌そうに顔をしかめる。

　興味もないと言いたげに手を振る彼女を肴さかなに、鉱人道士が酒を一呷り。

「ま、結局ンとこ冒険者なんつーのは棍棒こんぼうよな」

「棍棒、ですか？」

　女神官の問いかけに、鉱人道士は「おうともよ」と言って白髭しろひげをしごく。

　きょとりと小首を傾かしげている女神官にかわって、食いついたのは蜥蜴僧侶リザードマンだ。

「その心は？」

　のたりととぐろを巻くように趺坐ふざしていた彼が首を上げ、鉱人道士が頷いた。

「いつの世も問題を最後に解決すンのは、結局ぶん殴るこったからの」


　そこに至るまでを丁寧に積み上げ、問題を切り分け、事ここに至れば──……。



「ようやっと、わしらン出番っつーわけだ」

「万物創生以来、暴力で解決せなんだ問題の方が少ないですからな」

　然しかり然りと頷く蜥蜴僧侶への言及を避けて、女神官は引きつった笑みを浮かべる。

「そういう……ものでしょうか？」

「無論、全部が全部とは言いませぬ」

　僧職らしい含蓄がんちく深い口調で、もっともらしく蜥蜴僧侶は応じる。

「しかれど、情報を集め、軍議を開き、うんうん唸うなった末に──」

「結局『もう突っ込むしかねえ!!』ってなるこたぁ多いわな」

　鉱人ドワーフと蜥蜴人リザードマンが顔を見合わせ、呵々と愉快げに笑った。

　胴間どうま声ごえが幌を震わせ、女神官はさて、なんと言ったものやらと反応に困る。

　結局彼女は「すみません」と御者台に詫わびを告げることにして、その場を切り抜ける。

　けれど、何故だろう。こんなやりとりでも、どこか心が浮き浮きと弾はずむのは。

　──戻ってきた、というか。

　別に今までだって、皆と離れて行動した事はあるし、珍しくもない。

　最後に皆で冒険してからの日数も、数えてみれば大した事はないだろう。


　だけど──……うん、きっと、戻ってきたという言葉がしっくりするのだ。



　皆がワイワイ言っていて、その間にいて、困ったような顔をしている自分がいる。

　それが何とも居心地が良くて、女神官は照れ隠しに、取り繕うような小さな声を漏もらす。

「……ホントに、もう」

「これだから鉱人も蜥蜴人も、頭の螺子ねじが抜けているというか何というか……」

　気にしないで良いわよ。妖精弓手は女神官へそう言って、ひょいと幌の外に耳を傾かたむけた。

「ね、見えてきたけど、あの屋敷？」

　乗り出した彼女の横へ、無造作にゴブリンスレイヤーが動いた。

　幌の外、日差ひざしの中に鉄兜を突き出して、進行方向へ首を向ける。


　──────なるほど、あれか。



　生い茂った低木群の向こう、こちらを見下ろすような高台の上にそびえ立つ、屋敷。

　なるほど、酒商はずいぶんと儲もうかっていたらしい。真新しく、そして立派なものだ。

　ゴブリンスレイヤーはひとしきり唸りながらその屋敷を見上げ、ぽつりと呟く。

「どう見る」

「それ、私の役目じゃあないでしょ」

　まあ良いけど。そう言って、妖精弓手は幌の外へ目を凝らし、ひくりと長耳を揺らした。

「西が葡萄ぶどう園えん。それで屋敷。屋敷からは土手を下って、東が川……」

「川？」

「水音がするもの」

　何を言っているのかと言わんばかり、妖精弓手は当然の如ごとく薄い胸を反そらした。

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と声を漏らし、雑囊ざつのうを漁って、地図を取り出す。


　無論、広域の地図だ。細かい地形は改めて調べ、確認せねばなるまい、が──……。



　なるほど、確かに川は東を走っている。

　水の街へと通じるもので、かつて森人エルフの里への旅路で南下した川の支流らしかった。

「まあ、来るなら西側からでしょ」

　彼がそうして地図を調べているのを横目に、妖精弓手はひょいと馬車の中へ引っ込む。

　この森人にしてみれば、これは自分の仕事ではない、という事なのだろう。

　後は実際に自分の目で見て現場で何とかすれば良くて、事前に考える事はあまりない。

「葡萄園は要害にならないか」

「ようがい？」

　だから不意に言われた言葉の意味もすぐにはわからず、彼女はオウム返しに聞き返した。

　そして「ああ、ヨウガイ」とわかってるのだかいないのか、曖昧あいまいに呟き、頷く。

「そうね。ゴブリンの背って低いから、あんまり意味ないんじゃない？」

「そうか……」

　葡萄の樹木は細く、農作業ができるように間を開けて一列に植えられている。

　まるで櫛くしの歯のようだ、とゴブリンスレイヤーは思った。

　整備された道となれば、ゴブリンは馬鹿ばか正直に真まっ直すぐ突っ込んでくる、だろうか。

「……火は使えんな」

　当たり前でしょ、あるいは当たり前です、か。すかさず言ったのは誰だれであろう。

　ゴブリンスレイヤーは思索の中からそんな疑問を追い払い、馬車にあわせ流れる景色を睨にらむ。

　そこここに立つ人影が、妙に目に入る。見張りや使用人かと思えば、それも違う。

　武器を持ち、兜をかぶったそれらは、どうやら急いで拵こしらえた案山子かかしであるらしかった。

　夜間ならともかく、昼間となれば大して意味はない。そして小鬼にとって、夜とは昼だ。

　ゴブリンが油断するのか、警戒するのか──ゴブリンスレイヤーは思案し、首を振った。

　どちらでも大した意味はない。早晩、連中は突っ込んでくる。小鬼どもはそういうものだ。

　そして攻勢に転じる以上、連中は自分が負けることなど想像もすまい。

　もっとも──それは多くの冒険者にとってさえ、同じことなのだが。
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「すみません、来てくださって本当にありがとうございます……！」

　馬車を降りた一党パーティを出迎えたのは、一足先に戻っていた酒商の息子であった。

　しかし彼の先導によって扉を潜った先に広がる光景は、予想を裏切る光景だった。

「む……」

「こらぁ……なんとも……」

　足を止めたゴブリンスレイヤーの横で、思わずといった風に鉱人道士が声を漏らす。

　丁寧に整えられた庭、そこを通る小道アプローチ、重厚な樫木オークの扉。

　それに対して玄関広間サルーンは──伽藍だった。

　あちらこちらと建材や骨組みが覗いていて、壁の塗り直しも中途半端ちゅうとはんぱ。

　取り外された調度品が床の片隅に並べられ、埃ほこりよけの布で覆おおわれたまま打ち捨てられている。

　建築途中と言うべきか、崩れかけた廃墟と呼ぶべきか、女神官は判断に迷った。

「工事をなさって……おられるのですか？」

　迷った末に出た言葉に「恥も外聞もないというが、外見は整っていてね」と酒商の息子。

「父が改装を大工に依頼していたんだが、逃げられてしまった」


「かぁー……。むごい事ォしよる」



　生木と原石でなく、材木と石材ならば鉱人の領域だ。彼は顔をしかめて毒を吐く。

　それは無残に伐採され尽くした森を前にした森人のようで、その心情も同様なのだろう。

　表情は沈鬱ちんうつそのものであり、声には役目を果たせず打ち捨てられた建物への憐憫れんびんの色が濃い。

「良い屋敷だっつーに、放ったらかしたァ勿体もったいねえ」

「だが、都合は良い」

　ゴブリンスレイヤーは、仮に設けられた壁に手を触れ、その薄さに満足した様子で言った。

「壁を抜くぞ。敵の数は多い。ここを拠点とするなら、内部の行き来は容易な方が良い」

「なんでぇ、要塞にでもする気か？」

　呆れ半分、冗談半分、目を剝むいた鉱人道士に、ゴブリンスレイヤーは「いや」と首を振る。

「出城にする」

「ふむ、防衛戦となりますれば定石ですな」

　応じたのは常通り、奇妙な手つきで合掌をした蜥蜴僧侶であった。

　一党パーティの中で最も軍事に長たけた種族である彼は、事こうした戦いくさとなると頓とみに饒舌じょうぜつとなる。

　長い尾を揺らし、ちろりと舌を覗かせると、彼はゴブリンスレイヤーの鉄兜へ顔を寄せる。

「混沌の勢力の目的はわかりかねるが、単なる制裁、報復というだけではありますまい」

「ゴブリンどもにそれ以上の事を考える頭脳はあるか」

「小鬼ばらになくとも、その上に。とすれば、彼奴きゃつばらの狙ねらいも予測はできましょうや」

「ふむ」とゴブリンスレイヤーは思案した。ここにある物。「葡萄と酒。および建物」

「補給を略奪で賄まかなうのは宜よろしいですな。されど、補給とは目的に付随するものですぞ」

「水の街。……橋頭きょうとう堡ほという奴やつか」


「恐らく。が、それも主目的ではありますまい。多方面作戦ですからな。とあらば──……」



　二人の知恵者が、手慣れた調子で戦について語り合う。

　ぽんぽんと投げ交わされる言葉を、女神官は追いかけるだけで手一杯だ。

　気後きおくれはするし、まだまだ未熟な身としては、こういったやりとりだって勉強になる。

　──けれど、言うべき事は言わないと、ですよね。

「あの」

　こほんと可愛かわいらしく咳払せきばらいをすると、二人の視線がぐるりと女神官の瘦身そうしんへ突き刺さる。

　注目を浴びて赤面しながらも、女神官はおずおずと片手をあげた。

「そういう事は、依頼主に確認してからの方が良いのではないでしょうか……？」

「……む」

「これはしたり」

　ゴブリンスレイヤーが低く唸り、蜥蜴僧侶がぐるりと目玉を回して見せた。

　我関せずと聞き流していた妖精弓手が、くっくっと喉のど奥で鈴を転がすように笑いを嚙かみ殺ころす。

　本当に──なんというか、いつも通りのやりとりだ。女神官も、僅かに頰が緩む。

　そんな一党パーティの様子を眺めた鉱人道士が、やれやれと、溜息ためいき混じりに依頼人へ振り向いた。

「つーわけだが……かまわんかね、旦那」

「構いません」

　と、応じたのは、酒商の息子が何か言うよりも早く、広間より伸びた階段の上であった。

　張り詰めた弓の弦つるが奏かなでる音のような声をあげたのは、一人の老婦人だ。

　上品だが華美ではなく、落ち着いた色合いの服を纏まとい、灰色になった髪を高く結っている。

　かつては美しく豊満であったろう容貌は、今では瘦やせ衰え、多くの歳月に覆われていた。

　けれどもそれを恥じることなく、力強く階段を下りる振る舞いこそが、今の彼女の美しさだ。

　女神官は息を呑み、居住まいを正した。その仕草さえ、老婦人は当然のように受け入れる。

「もはや当家に残された名誉はただ一つしかなく、となれば他の全すべては瑣末さまつ事ごとでしょう」

「母上……」

「おだまりなさい」

　ぴしゃりという一言は、老婆の声でありながら、とても力強かった。

　彼女は鋭い目つきで、文字通り値踏みするように冒険者たちを見回して言った。

「我が一族は、一度として膝ひざをついたまま立ち上がらなんだ事はないのです」

　それこそが、このような状況に陥おちいっても尚なお、彼女を毅然とさせているものなのだろう。

　──生き様スタイル、というものでしょうか。

　先だって、あのならず者の巣窟そうくつで聞いた言葉を思い返す。

　女神官にとっては、まだほんの少ししか理解できていない概念ではあったけれども。

「商いでも、戦でも、それは同じこと。……報酬分の働きを期待します、冒険者の方々」

　老婦人は優雅に一礼をすると、滑るような動きで二階へと去っていく。

　足音一つ立てないその歩き方は、きっと現れた時も同様だったのに違いない。

「ホント、只人ヒュームって面白おもしろいわよね」

　女神官の隣で、妖精弓手がくすりと笑った。その声音こわねに僅かばかりの敬意を滲にじませて。

「あの子に格好良いとこ見せなきゃ、年長者としては」

「わたしにとっては、とっても年上の方なのですけれどね」

　だからこそ、恥じない動きを見せなければ──女神官はそう思う。

　商人から報酬分の働きをしろと言われたのだ。それは彼らにとって、信頼の証あかしでもあろう。

　村人がかき集めた古びた貨幣と、商人が金蔵から持ち出す金貨と、その価値は同じだ。

　父がいて、母がいて、子供がいて、友達がいて、仕事があって、日々を生きて。

　──たぶん、そういう事……なんですよね。

　女神官は、誰ともなく──恐らくは天上にいるであろう地母神ちぼしんへ──心中で問いかける。

　もちろん答えなど返ってくるわけもない。だけれど、きっと、それで良いのだろう。

「ま、そのためのあれこれはオルクボルグたちに任せるわ」

　妖精弓手が、くるりと表情を変え、まったく気楽な調子で言う。私は弓を射つだけだし。

「馬鹿いえ耳長の。人手が足らんっつうに、金床だってその辺に転がしとく余裕はねえわ」

　えぇーっと上がる抗議の声。それを無視し、鉱人道士は酒商の息子へと問いかけた。

「で、もっかい聞くが、どうすんだ旦那よ」

「母の許しが出たのだ」と酒商の息子は苦笑いを浮かべた。「私に否いなやはないよ」

「なら、決まりだ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。そしてすぐに頭の中で算段を纏めて行く。

　皆がいる。ポケットの中には手がある。つくづく、その有あり難がたみを感じる。

「どの壁を抜いて、どこを残すかは任せる。往来しやすく、上手うまくやってくれ」

「ほいきた。つーても人手が足らんのはさっき言った通りだがの」

　鉱人道士が厭味ったらしく言う。あるのは金床一つ。なにおうと妖精弓手が拳こぶしを振り上げる。

　喧々けんけん囂々ごうごうといつものやりとりが始まるのも、なんだかとても久々な気がしてならない。

　女神官がさてどう仲裁したものかと思案する一方、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「残っている使用人、建材や工具を借りたい。費ついえはこちらの報酬から天引きで構わん」

「承知した。そう多くは残っていないが、残ってくれた連中だ。頼りになる」

　酒商の息子は、僅かな自虐の中に誇らしさを滲ませ、きっぱりと断言し──そして笑った。

「私も含めて、上手く使ってくれ。専門家なのだろう？」

「恐らくはな」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。小鬼殺し。そう呼ばれてもう五年、六年、七年にもなろうか。

　こと小鬼退治にかけて、それだけのために費ついやした時間は、余人の比ではあるまい。

　お前は馬鹿で間抜けで運がないのだから、考えて行動し続けろと、師に叱しかられたものだが。

「では小鬼の足跡を見たというものを寄越してくれ。俺おれも確認しておきたい」

「わかった。すぐに寄越そう」

　それからいくつかのやりとりを経へて、ゴブリンスレイヤーは行動を開始した。

　妖精弓手も、蜥蜴僧侶も、鉱人道士も、女神官も、それぞれの役目を果たすべく動き出す。

　時間は短く、人手は足りず、敵は多く、守るべきものも多く、そして負けられない。

　条件は悪い。だがゴブリンスレイヤーは淡々と思考する。

　そんなのは、いつもの事ではないか。
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　メイドがパタパタと走り回り、下男があちこちを駆け回る。

　料理番も、農奴も、残った者はその役職や上下に関係なく、己おのれの仕事を懸命にこなしている。

　がらんとしていた屋敷は工具の音が響き渡り、にわかに活気づいたようだった。

　その原因さえ考えなければ、家にとっては喜ばしい事であったろう。

「これがその足跡になりまさぁ」

　ゴブリンスレイヤーを案内したのは年老いた下男で、古錆ふるさびた槍を杖つえ代わりにしていた。

　彼は「悪魔どもの魔法にふっとばされたんでさ」と木の足を叩たたいて、皺面しわづらを笑みに歪ゆがめる。

「旦那様と奥方様ァ、あたしに仕事をくだすってね。御恩を返さにゃ男が廃すたりますわ」

「そうか」

　短く頷きながら、ゴブリンスレイヤーは指し示された地面の上にしゃがみ込んだ。

　そこは屋敷の前に広がる葡萄園、並んだ木々の間に伸びた道の、末端であった。

　低木の枝葉が天蓋の如く頭上を覆い、影を落とすその上に、その忌々いまいましい足跡が見て取れた。

　彼は鉄兜の庇越しに小鬼どもの足跡を数えながら、ふと、二年前の春を思い出す。

　あの時ほどの数ではない。

「足跡は毎日残っているのか」

「や、最初ン時だけでさ。案山子ィ立てたりしてっからは、小鬼どもは遠巻きにしよる」

「だが、冒険者を呼ぶように進言した」

「そらそうだ」

　老いた使用人は、かつては精悍せいかんだったろう顔を精一杯引き締めて頷いた。

「小鬼どもの物見だ。連中、邪魔ァされっと頭に来て、結局は突っ込んでくっからな」

「ああ」

　──それは間違いない。

　小鬼どもにとって、他の奴らは自分たちに襲われて奪われて当然、というものだ。

　それを邪魔されれば、なんて生意気な奴らだと、勝手に怒り心頭になるのは明白だった。

　つまり最初に想定した通り、突っ込んでくるのは確定だ。何も変わらない。

　問題は──あの案山子。

　立ち上がったゴブリンスレイヤーは、傾き始めた日差しの向こうに立つ、案山子を見やる。

　武器を手にし、兜と鎧よろいを身に着け、小鬼と害鳥を睨みつける、藁の詰まった勇者だ。

　夜目の利きく連中だから近づけばその正体にも気づこうが、さて、視力はどれほどであろう。

　遠巻きにして見ていた、とすれば──こちらが大軍を用意し始めた、と受け取るか？

　──足跡を消していない以上、頭目を含めて連中はゴブリンであろうが。

　混沌の軍勢、その尖兵ともなれば装備の援助は受けているに違いない。

　何か仕掛けてくるだろう事は念頭に置いて、備えをする必要があった。

「……川の方も見ておきたいな」

「へぇ。裏手に出りゃ、土手を下ったすぐ先が川でさ」

「土手？」

「堤防っつーんですかな。何代か前のご領主が、川沿いに盛った土の上でさァ、ここは」

　そうか。頷いて、ゴブリンスレイヤーは立ち上がった。

　木々の間をすり抜けて、差し込む日差しが赤みがかり、血の雨のように彼を照らしている。

　ふん。ゴブリンスレイヤーは鼻を鳴らし、雑囊から、馬車の中で誂あつらえた袋を引っ張り出した。

「こちらで用意した物がある。全部の農道の中ほどに、一つずつ設置しておいて貰もらえるか」

　彼はそれを使用人に渡した後、少し考えてから「人を使ってくれても構わん」と付け加えた。

「なぁに、そのぐらいあたし一人でも何とかなりますって。任せておくんなせえ」

　老人はにやりと笑うと、袋をひっつかんでひょこひょこと歩き出した。

　しかしややあって立ち止まると「そういやあ」と声をあげる。

「あの案山子どもはどうしやす？　もう取っ払っちまいますかね」

「いや」と少し考えてからゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「残しておけ」

「あいさ」

　ゴブリンスレイヤーは老人を見送った後、ぐるりと鉄兜を巡らせる。

　結局──こんなものは四方世界全体から見れば、ちっぽけな戦いだ。

　盤上の一升にも満たぬ領域を巡っての、大した事のない小競り合い。

　連中は混沌の勢力の尖兵であり、こちらはただの冒険者。

　恐らく、天上の指し手たちはより壮大な意図のもと、骰子を転がしているのだろう。

　自分が勝ったとしても、負けたとしても、天秤てんびんを僅かに揺らす程度の事にしかなるまい。

「──知ったことか」

　それに何の問題があるというのか、ゴブリンスレイヤーにはまるでわからなかった。
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「お、おつかれさまです！」

　女神官は何度もそう言いながら、屋敷中をぱたぱたと走り回っていた。

　なにせ大工仕事については詳しくないし、力仕事が得意なわけでもなし。

　周囲を見張るなら妖精弓手に任せれば良く、屋敷のことなら使用人たちの方が詳しい。

　となればやる事は一つ。

　彼女は髪を手ぬぐいで纏め、前掛けをつけ、手を洗い清め、包丁を手に厨房に立った。

　なにしろ大勢がいっぱい食べられるようなものを作るのは、寺院でずっとやって来た事だ。

　もちろんシチューだなんだといったものは、作業中に手を止めて食べるには向かないだろう。

　幸いにして食材は大量にあるのだ。今この屋敷にいる人の腹を満たすには十分だろう。

　──だったら。

　古いパンを皿代わりに、残っている食材を片っ端から乗せて、挟み、ざくざくと切り分ける。


　サンドイッチなんて貴族や商人の食べ物ではないから、口に合うかはわからないが──……。



「それでも、お仕事の最中に食べるならこれが一番ですし……！」

　手伝って貰った女給たちに御礼を言って頭を下げて、各々おのおのバスケットを片手に配って回る。

　どんな時でも、誰であっても、何かできる事くらいはあるものだ。

　今この瞬間、女神官にとってはこれしかないと思えたし、事実その通りではあった。

　あれこれと使用人に指示を出していた鉱人道士はにんまり笑い、さっさと皆に分け始める。

　材木を運んでいた蜥蜴僧侶は嬉うれしそうに目を回し、一齧りでチーズを挟んだそれを平らげた。

　屋根の上にいた妖精弓手はひらりと飛び降り「ありがと」と受け取って、また駆け上る。

　使用人たちも、他の女給も、足の悪い老人も、皆が「ありがとう」と言ってくれる。

　それが彼女には何とも嬉しい。役に立っているというのは、それだけで励みになるものだ。

　ぱたぱたとあちらの部屋、こちらの部屋と回って、最後に着いたのは──屋敷の一番奥。

　息を呑む。深呼吸をする。薄い胸を上下させて空気を吐き出して、ノック。

「入りなさい」

　凛とした声に「し、失礼します」と言いおいて、女神官は扉を開けた。

　中には彼女が今までの生涯で目にしたより多くの本が、書棚にずらりと収まって並んでいた。

　書斎、とでも言うのだろうか。

　女神官は圧倒されたように周囲を見回しながら、そっと静かに部屋の中へと踏み入る。

　大きな書き物机では酒商の息子がペンを走らせ、椅子いすの上で老婦人が書を開いていた。

　老婦人は女神官の接近に近づくと、頁から目を上げもせず、鋭い声で言った。

「ああ、賭博とばく好きの貴族が好んで食べていたというアレですか」

「母上……」

　こちらはペンを止めた酒商の息子だ。

　彼は椅子から立ち上がって女神官に近づくと、「ありがとうございます」と礼を述べた。

「こちらもこちらで色々と戦わねばなりませんからね。補給物資は感謝しなければ」

　それは母への苦言でもあったのだろう。老婦人は「わかっています」と不機嫌に応じた。

「あの貴族は勤勉で、遊んでなどおりませんでした。仕事中に食べるには良いでしょう」

　女神官は、なんといったものか考えて、結局「はい」と応えるだけにした。

　誇り高い人が取り繕った感情を、わざわざ指摘するような恥知らずにはなりたくないものだ。

「ひとまず、わたしたちの方は順調です。少し煩うるさいかもしれませんが、ごめんなさい……」

「戦のさなかとなれば、やむを得ませんよ」

　酒商の息子は、サンドイッチを籠から取り出し「やあ、旨いな」と齧りながら笑った。

　品のない動作ではあったけれど、嫌味のない動きで、どうしてか彼には良く似合って見えた。

「けれども、戦い……ですか？」

　女神官が小首を傾げると、「後の事です」と、酒商の息子が言った。

「万一に備えた遺言書。生き延びた場合の戦略。戦いの前に、やるべき事は多いものです」

　なにせ全てを出し尽くして勝ったは良いが、そのせいで斃たおれてしまっては本末転倒だ。

　先を、先を、その先を考えて行動せねばならないのは、商人の習性のようなものであった。

「やあ、しかし、これは本当に美味おいしいな。……母上もどうです？」

「戦勝は生存に直結しませんからね。……ご苦労です」

　老婦人は結局、女神官の前で食事に手をつけようとしなかったが、最後にそう労ねぎらってくれた。

　女神官は「いえ、そんな！」と笑みを浮かべ、丁寧に頭を下げてから退室する。

　ぱたりと扉を閉じて、廊下で一息。

　人それぞれ、皆、誰であったって、できることをしている。

　それは自分もそうだし、彼らもそうだ。当たり前のことを、当たり前のように。

　答えが出てから間もないが、何てつまらない事に悩んでいたのかと、笑ってしまう。

　──外の見回りが終わったら、ゴブリンスレイヤーさんにも食べてもらおう。

　そう思って走っていく内に、あっという間に日が暮れて、夜が来て。

　そして、その時が訪れた。
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　双つの月と星々が見下ろす地平線の彼方かなたから、どろどろという不気味な太鼓の音が木霊こだまする。

　迫り来ているだろう黒い影も、葡萄の低木に隠れ、屋敷の二階からは窺うかがえない。

　窓枠を取り払って作られた矢狭間やさまに片足をかけて、妖精弓手は長耳を揺らした。


「数、結構いる。ゴブリンだけ──……だと思うけど、武具の音ががちゃがちゃ煩い感じ」



「予想通りだ」

「外れて欲しかったな」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、長弓を構える彼女の肩を軽く叩き、滑るように横へ動いた。

　壁が崩された部屋は往来が容易で、外された建材も邪魔にならないよう寄せられている。

　その全てを采配さいはいしたのは、やはり矢狭間の前にうずくまっている鉱人道士だ。

　触媒の鞄かばんを抱え、戦場を睥睨へいげいして視線を通す。足元には、煉瓦れんがを砕いた石弾が積まれていた。

　彼は酒を呷ると、白髭についた雫しずくを指先で拭ぬぐい取り、いつものように赤ら顔で笑った。

「おう、かみきり丸。そっちも抜かるなよ」

「初手から合わせてくれ。タイミングは任せる」

「へいよ。なんだかんだ、二年の付き合いだものな」

　只人にとっての二年。鉱人にとっての二年。森人の、蜥蜴人の二年。

　どれほどの差があるのか、ゴブリンスレイヤーにはわからなかった。

　黙り込むと、鉱人道士は呵々と笑った。ゴブリンスレイヤーはその声に送られ、部屋を出る。

　各々の部屋と廊下とを遮さえぎっていた扉も、今は外され、壁に立てかけられていた。

　いざとなればそこに潜り込んで矢玉を凌しのぐこともあろうか。急拵えの盾にしては上出来だ。

　廊下に並べられた扉の傍そばに、雑多な武器を手にした使用人たちが、強張こわばった表情で佇たたずんでいる。

　武器と言っても蔵出しの剣や槍を除けば、手に手に投石紐ひもやら狩りに使う小弓程度だ。

　彼らが白兵戦をする事態になれば全ては終わりで──頼むべきは射撃の方だろう。

　そんな使用人らの中には先刻の老兵の姿もあって、ゴブリンスレイヤーは彼へ頷きかけた。

「首尾は」

「きちんとばら撒まいておきやしたよ。ご安心あれ！」

「何人かで、川の方の見張りも頼む。万一があるやもしれん」

「昔もこうでやしたからね。慣れたもんでさ」

　兵卒らしい気安さだった。ひょこひょこと矢狭間に身を寄せて、老兵は川の方をじぃと睨む。

　ゴブリンスレイヤーは彼を始めとした使用人たちを見回し、足早に階段を駆け下りた。

　──見て、確かめておくことが大事、だったか。

　それは師匠に教わったのだったか、それとも冒険の最中に学んだのか、重戦士だったろうか。

　一党パーティの頭目リーダーや軍の指揮官ともなれば、仲間を安心させてやる事を考えねばならない。

　故に慌ててはいけないし、焦あせってもいけない。怯おびえてもいけない。興奮してもいけない。

　今この時ほど彼はこの鉄兜に感謝したことはなかった。

　自分がそんな振る舞いができているかどうか、彼にはとても自信がない。

　女神官からは自分はどう見えているのだろう。他の仲間たちはどうか。

　受付嬢は銀等級の冒険者なのだからという。銀等級の冒険者とは何だろう。

　──だが、俺はゴブリンスレイヤーだ。

　首元で揺れる認識票を意識しながら、彼は短くそう自己を定義した。

　であるならばこれはゴブリン退治だ。その通りにやれば良い。それなら得意だった。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　と、玄関まで降りた彼を出迎えたのは、ぱたぱたと厨房から女神官が駆けてくる足音だった。

　外した前掛けを引っ掛け、手拭てぬぐいを解いた頭に帽子をぎゅっと被り、錫杖しゃくじょうを握りしめて。

「ゴブリンが……！」

「わかっている」と彼は頷いた。普段と変わらぬ仕草で。「準備は良いか」

「はいっ！」

　そう応じる女神官は、つい数日前とは打って変わって、明るく朗ほがらかな様子に見えた。

　無論そこには小鬼どもと戦うことに対しての緊張感が滲んではいたが、まるで違う。

　──まったく、仕方のないやつだ。

「……？　どうかしましたか？」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは短く首を左右に振って、玄関の扉の方へ向かった。

「段取りは覚えているな？」

「はい、大丈夫ですっ！」

「なら良い」

　邸内の扉や窓枠は取り払われても、この玄関扉だけはまだ残されていた。

　屋敷を出城だとすれば、ここは城門だ。いざとなれば閂かんぬきをかける事だって有りうるだろう。

　守りの要かなめたる樫木の扉の横で、蜥蜴僧侶が実に楽しいといった風情ふぜいで腕組みして待っている。

「さぁて、小鬼殺し殿。大一番とならば、兵力はご入用かな？」

「人手は足らんが、術は残しておきたい」

「承知、承知」

　蜥蜴僧侶は長首を上下に揺らし、わきわきと両手の鉤爪を動かして体を解ほぐしていく。

　思えばここの所、雪山だ亡者どもだで、彼は平地でまともに生命を引き裂いていなかった。

　それが蜥蜴人たちにとってどれほど苦痛なのかは、ゴブリンスレイヤーにはわからないが。

「どう見る？」

　重要なのはこの巨漢が、一党パーティの中で一番軍略に長けているという、その一点だ。

　それがわかってさえいれば、釣書つりがきなぞなくとも命を預けるには十分だった。

「さぁて」と蜥蜴僧侶は目を回した。「策が成りますれば、平素と変わりはありますまい」

「そうか」

「ともあれ、戦場いくさばである以上、予想外の事は起こるもの……」

　蜥蜴僧侶は古兵の風格を纏った、落ち着いて重みある声を発し、二人へと奇妙な合掌をする。

「お二方、殺すことよりも、生き残る事を考えなされ。さすれば戦果も上がるというもの」

　女神官は「はい」と応えた。思ったよりも上擦うわずった声だったらしく、赤面して口を押さえる。

「難しい事を言う」ゴブリンスレイヤーは唸った。「生かして帰すつもりはないのだが」

　そうして彼は樫木の扉に両手をかけた。地面を擦こする音を立てつつ、扉が重々しく開いていく。

　結局、洞窟どうくつの中に潜り込むのと同じだ。村に迫る小鬼どもを迎え撃つのと同じこと。

　この段階に至るまで、なるほど、確かに鉱人道士の言う通り足踏みをしたものだ。

　そして自分では詰められない部分は、仕掛けランに頼った。

　冒険者らしい振る舞いとはとても言えまい。ならず者ローグでもあるまい。

　自分が何者であるかを、彼は重々に承知しているつもりだった。

　この状況へ持ち込むために、ここまで積み重ねてきたのだ。

　であるならば、やる事は一つ。確認するまでもない。

　だが、ゴブリンスレイヤーはそれをはっきりと口にした。

　彼の言葉は双月の照らす宵闇よいやみの中、投じられた短剣のように鋭く飛び去っていった。

　さながら地の奥底、谷間を吹き抜ける、冷たい風のような声だった。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」
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「ＧＯＯＲＯＧＧＯＯＲＧ!!」

「ＧＯＯＲＧＢ!!　ＧＢＢＯＯＲＧＢＢ!!」

　奴らは瘦せて、渇いていた。

　熱病のような飢餓を満たすものはこの地を置いて他にないと、そう信じて疑わなかった。

　なにしろここにいる奴らは自分たちとの契約を反故ほごにしたのだ。偉ぶってる奴らが言っていた。

　だから殴りつけ、痛めつけ、踏みにじり、殺し、犯されたって文句は言えない。

　どんなに泣いて謝ったって許す必要はないし、死んでしまったなら根性がなかっただけだ。

　何やら小細工を弄ろうして、こうして藁人形に槍を持たせて立たせている辺りが間抜けに過ぎる。

「ＧＢＯＯＯＧＧＢ!!」

「ＧＯＧＢ!!」

　ゴブリンどもはげたげたと嘲笑い、葡萄の茂みの入口に立てられた藁人形を蹴倒けたおした。

　唾つばを吐きかけ、引き抜いて横倒しにすると、ぴょんぴょんとその上に飛び乗って踏みつける。

　そうだ。とっ捕まえたやつを串刺しにして、こうして同じように林の入口に並べよう。

　そうすれば、この葡萄の木も何もかもゴブリンのものだって只人どももわかるだろう。

　連中は勝手にこの辺りの葡萄の木を自分のものだと勘違いしてるらしいが、とんでもない！

「ＧＯＲＯＯＧＢＢ！　ＧＯＢＲ……？」

　そうしてくだらぬ妄想に思いを馳はせていた小鬼の一匹が、ぐらりと揺れた。

　ぐるぐる天地が回るような心地で、よたよたと足元を踏み外し、そのままばたりと昏倒こんとうする。

　もちろん四方世界は微動だにすることなく、ふらつき回って転げたのは小鬼の方なのだが。

　故にその周囲でも、仲間たちがバタバタと倒れ始めた事に、そのゴブリンは気づかない。

　そして気づかぬその脳髄に彼方より矢が突き刺さり、夢見心地のまま生涯を終わらせる。

　痛みもなければ苦しみもない、何ともゴブリンにとっては恵まれた死に様であったろう。

　少なくともそうして音もなく、異様な軌道で突き刺さる矢の雨は慈悲深いと言えた。

　だが、遠巻きにして見ていたゴブリンどもにとってはそうではない。

「ＧＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＧＢＢ!?」

　──魔法だ！　魔法だぞ！

　途端にゴブリンたちはざわめき出す。なんて卑怯ひきょうな奴らだと、自分たちの事を棚に上げて。

　煙に巻かれ、矢の雨に射たれ、慌てふためいてゴブリンどもはその道を飛とび退しさる。


　何のことはない。別にやられた奴らが間抜けだっただけだ。他の道を行けば──……。



「ＧＯＲ!?　ＧＯＯＧＢ!?」

　だが、そう思ったゴブリンどもの視界に広がるのは、次々と道に広がる煙の帯であった。

　どこもかしこも魔法の煙だらけ。だが彼らは学習する。煙に巻かれなければ良いのだ。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

「ＧＲＲＢ！　ＯＯＢＯＧＲＲ!!」

　手に手に棍棒だの斧だのを携えて、ゴブリンどもは煙のない一筋の道へ押し寄せる。

　こんな糞みたいな事をした奴は、絶対に許しておくものか。

　全身の骨を打ち砕き、髪を摑つかんで引きずり回し、尻しりから槍を突き刺して晒さらしてやろう。

　ゴブリンどもは怒っていた。

　そのちっぽけな頭の中にあるのは怒りと憎悪だけで、つまりいつも通りだった。


　故に、全ては常通り────ゴブリン退治として進んでいく。
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「まったく、オルクボルグは悪知恵働くわよね」

　二階の矢狭間より、種火の括くくり付けられた矢を次々と放ちながら妖精弓手はぼやく。

　長耳を揺らして夜風を読み、気流に乗せられた矢は、狙い違たがわず畦道あぜみちの末端に突き刺さる。

　そこへ僅かに導火線が出ている事も、上の森人ハイエルフの目にかかれば軽々と見て取れるものだ。

「言われた通りに当てて燃やしたけどさ。何なの、あの煙？」

「乾燥させた狼糞、硫黄、木灰、松葉、藁を混ぜた煙幕だとさ」

　呆れ顔の妖精弓手のその横で、鉱人道士が酒をがぶりと呷りながら言った。

　なにしろ依頼主は酒屋の総大将で、物資の全てを提供してくれるというのだ。

　術を操あやつる気力はともあれ、触媒足りうる酒には事欠かず、酒さえあれば鉱人は無敵なのだ。

　意気揚々と鉱人道士は四方の精霊へ呼びかけて、己の術を確立させる。

「《呑のめや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》」

　彼によって維持された《酩酊ドランク》は、文字通り戦場の霧となって小鬼どもを惑わせる。

　一度畦道に踏み込めばぐらりと意識が混濁し、倒れたところに妖精弓手の矢が降ふり注そそぐ。

　慌てて逃げ出して左右を見れば、他の道にも煙が湧わき出していて、選択肢は絞られる。

　残された道に突き進むか、尻尾しっぽを巻いて逃げ出すかで、大半の小鬼は前者を選ぶ。

　なにしろ──自分が直接被害を被ってはいないし、まだまだ死ぬ気もないのだから。

「ゴブリンどもの頭じゃ、わしの術と煙幕の区別はつかねえものな」

「それってオルクボルグの煙幕と、あんたの呪文じゅもんが同レベルって事じゃあないの？」

「褒め言葉って事にしといてやるよ」

　鉱人道士はつまらなさそうに鼻を鳴らし、妖精弓手は「皮肉よ」と言って矢を放つ。

「かみきり丸が言うことにゃ、奴ばらが闇やみを見通せても熱煙の向こうは見えねえ、とか」

「確かに火攻めはやめろって言ったけどね……」

　それを言ったら妖精弓手にだって煙の向こうは視線が通らない。

　だが、高度に熟達した技術スキルは、魔法スペルと区別がつかないものだ。

　彼女にかかれば矢を命中させる程度、気配さえ摑んでいれば、目を瞑つむってたってできる。

　ひゅるりと闇を切り裂いたその鏃やじりが遠方の小鬼に突き刺さった事は、手応えでわかった。

　妖精弓手は頰を緩ませながら、矢筒から次々と矢を抜いては、遠慮なく弓に番つがえて引き絞る。

　彼女の木芽鏃の矢はどうしたことか、何本も束たばねられて足元に並んでいるほどに量がある。

　これなら矢継ぎ早に繰り出したとて尽きることはなく、妖精弓手はご満悦らしかった。

「ふふん、今回は幾らでも矢があるもん。撃ちまくれるって気持ち良いなあ！」

「おい、金床の」

　鉱人道士が胡乱うろんげな目を向けると、妖精弓手は「あによ」と不服そうに唇を尖とがらせる。

「こんだけの矢、お前さんどっから持ってきた？」

「持ってきたっていうか、まわりの子たちにちょっとお願いしただけよ」

　ほら、と彼女は矢狭間に手を伸ばし、上の森人しか知らぬ古い言葉を口ずさむ。

　すると窓のすぐ傍に茂る木の枝が、心地よさげにふるりと震え、その枝を伸ばしだした。

　瞬まばたきする間に伸びた枝には硬く鋭い芽が生まれ、見紛みまごう事なき矢を実らせたではないか。

　妖精弓手は「ありがとね」と囁ささやいて、その木芽鏃の枝を摘み取って弓にかけた。

「ね？」


「はぁー…………」



　鉱人道士はしみじみと、そして深々と息を吐いて、滅多めったに言わないである言葉を口にした。

「お前さん、こういう時だけは役に立つんだのう」

「失礼ね！　私はいつだってお役立ちッ！」

　妖精弓手は誇らしげに長耳を立て、三本番えた矢を引き絞った弦より解き放つのだった。





§






「何匹殺った」

「今ので三匹ですな」

　そうして残された一本の道の前で、ゴブリンスレイヤーらは小鬼どもを待ち受けていた。

　彼らの足元にはいくつかの角灯が並べて置かれており、女神官がその傍かたわらに屈かがみ込んでいる。

　がちりがちりと金具を火打石に叩き付つけて火花を散らし、ほどなくボウと明かりが灯ともった。

「準備、できました」

「よし」

　女神官が顔をあげ、しっかと両手に錫杖を持って身構える。

　彼女は緊張の面持おももちで、けれども口元を引きつらせ、笑みを浮かべる逞たくましさを得ていた。

　二年前の春に出会った頃ころはどうだったろう。ゴブリンスレイヤーは考え、首を横に振った。

　彼女の働きで命を救われたのだ。あの頃ころからずっと、この瘦身の少女は頼もしい存在だ。

　鉄兜越しの視線に気づいたのだろう。女神官は戸惑ったように、その瞳ひとみを揺らした。

「あ、あの……？」

「いや」とゴブリンスレイヤーは応じた。「手はず通りに頼む」

「ま、任せて……くださいっ」

　こくこくと、懸命に頭を上下させて頷く女神官になら、ことさら細かい指示はいるまい。

「ははは。そろそろ卵の殻も取れてきた頃ですかな？」

　その様子を見ていた蜥蜴僧侶が、愉快げに言って目を回す。「かもしれん」と短く応じた。

「だが直掩ちょくえんは頼む。俺では手が回るまい」

「承知、承知。なに、霊長とならば大概は四足ばかり故、腕は二つが相場でしてでな」

　足りぬとあらば人の手を使うまで。蜥蜴僧侶はそう言って、どっしとその巨体を身構えた。

「拙僧らは爪つめ、爪、牙きば、尾と四度振るえます故、後顧こうこの憂うれいなく戦われよ」

　蜥蜴人らの考え方はわからぬまでも、その強さについてはもはや言うまでもない事だろう。

　ゴブリンスレイヤーは頷き、己の持ち場について、しっかと身構えた。

　やがて、ばたばたという規律だっていない無秩序な足音がいくつも近づいてくる。

　いくら小鬼といえど、足の速さには多少の個体差があるものだ。

　必然、先陣を切るのは勇敢なものではなく、足が早くて考えなしなものになる。

　そうした連中に先を越されて略奪品を独占されたくないから、他の小鬼は後を追うのだ。

　故に先頭の個体は獲物を認めた。馬鹿みたいなデカブツの傍に立つ、小娘の姿。

　鼻をひくつかせば若い女の匂においは他にもある。森人の香りだって混ざっている。

「ＧＯＲＯＯＧＯＢＢ!!」

　下卑た笑みに顔を歪めたゴブリンが発した言葉の意味は、さて、なんであったろうか。

　俺のものだ、とか。女がいるぞ、とか。皆ついて来い、とか。単なる鬨ときの声なのか。

　いずれにせよその効果は変わらない。

　ゴブリンは都合よくあの蜥蜴人を搔かい潜くぐって小娘を物にできると考え、走る。

　その後に何匹かが続き、そのさらに後にもう何匹か後続が来る。

　遅れてなるものか。先の奴に獲物を独占させてなるものか。全て俺のものだ、と。

　──その瞬間、横合いからゴブリンスレイヤーが突っ込んだ。

「ＧＲＯＧ!?」

　勘の良いゴブリンがとっさに彼の方を向く。そして暗闇くらやみの中、迫り来るそれを見た。

　安っぽい鉄兜に薄汚れた革鎧。中途半端な剣を持ち、小振りな円盾を括った異様な冒険者。


「ＧＯＲＯＯＧＢ────」




「一つ……ッ！」



　その大きく開けられた口蓋へ、投じられた剣が舌を縫い止めて貫いた。

　仰のけ反ぞる小鬼。息絶えた死骸へ体を叩きつけ、吹き飛ぶのにあわせて剣を摑み、引き抜く。


　動作そのままに剣を振りかぶり──……。



「二つ！」

「ＧＧＢＢ!?」

　左から迫りくる一匹の喉笛のどぶえへとそれを突き立てる。延髄まで突き通し、刃を捻ひねる。

　がぼがぼと血泡を吹いて溺おぼれる小鬼を盾で殴りつつ、手から零こぼれ落ちた斧を確保。

「三ッ！」

「ＧＯＯＢＯＧ!?」

　拾い上げたその軌道で片刃を顎あご下したへと埋めてかち上げ、ゴブリンの顔面を切り取った。

　吹き出る脳漿と血飛沫しぶきをゴブリンスレイヤーは盾で受け止め、一歩後ろに足を動かす。

　──やはり武器の質が良い。

　手斧に血振りをくれてやりながら、ゴブリンスレイヤーは独りごちる。

　ゴブリンの武器にしては、だが。それでも連中が混沌の軍勢である事に間違いはあるまい。

　──都合が良い。

　なにしろ、こちらの武器が向こうからやってくるのだ。面倒以外に何の問題があろうか。

　ず、と摺足すりあしで足場を探りながら、ゴブリンスレイヤーは次なる敵へと身構える。

「ＧＯＯＲＯＧ!!」

「ＧＯＢＯＲ！　ＧＯＯＧＯＢＲＢＧ!!」

　無論、ゴブリンとてその全てが、このみすぼらしい冒険者へと注力したわけではない。

　というよりむしろ彼らにとっては単なる障害であって、目当てはあの小娘なのだ。

「おお、我が螺旋らせんの血脈に連なる父祖よ！　子孫の戦働き、とくと御照覧あれ!!」

　つまり、その前にもう一つ障害があるという事まで、すぐに頭が切り替わらないわけだが。

　ぶおんと打ち振るわれた尾に薙なぎ払はらわれ、転げた所を蹴爪けづめによって蹂躙じゅうりんされる。

　悲鳴をあげる暇さえなくゴブリンは鉤爪で引き裂かれ、襤褸ぼろのような体を牙が嚙み砕くだく。

　わけもわからぬまままず一匹。ゴブリンが恐るべき竜の末裔によって屠ほふられる。

「いやさ、拙僧もだいぶ父祖の領域に近づいたものよ！　後は息吹いぶきの一つでも──おおっと」

　すかさず小賢こざかしさを発揮した一匹が、間抜けな同胞の死を踏み台に飛びかかった。

　その手に握られた短剣はぬらぬらと異様な光を帯びており、邪毒を纏っているのは明白だ。

「ふうむ、毒刃！」

「ＧＯＲＯＧＢ!?」

　されどここにいるのは竜の座を目指さんとす、蜥蜴人が高位の武僧である。

　突き立てられた刃を鱗うろこで容易たやすく弾はじき、勝ち誇った小鬼の頭をがっぷり牙を立て、嚙み砕く。

　ぐしゃりと肉と骨の潰れる異様な音。

　蜥蜴僧侶は咀嚼そしゃくすることなく肉塊を吐き捨て、痙攣けいれんする小鬼の胴体を叩き落とした。

「いやさ剣呑けんのん剣呑。未いまだ解毒の奇跡は授さずかっておられませなんだな？」

「え、えと……っ」

　壮絶な戦いにもかかわらず平然とした様子の蜥蜴僧侶に、女神官は苦笑いを浮かべた。

　かつての暗い記憶も、鱗の種族の豪傑の前では意味を成さないというのは、何ともはや。

　驚き慌てふためくには慣れてしまっていて、自分でもまったく、とは思うのだけれど。

「そのうち、授かれると思います！」

「うむ、その意気ですぞ。なぁに、艱難かんなん辛苦しんくを乗り越えれば道を進んで化けるものと……！」

　とはいえ、さて、いくら高位の神職といえど、彼を見習って良いものか。

　女神官はふと浮かんだそんな雑念を打ち払い、呼吸を整え、意識を徐々に昂たかぶらせていく。

　祈る時は心穏やかに、けれど天上へと祈りを届けるために魂を結ばねばならない。

　その集中のために、彼女は両手を錫杖へ縋すがるように滑らせる。

　ゴブリンたちの事も、蜥蜴僧侶のことも、そしてゴブリンスレイヤーの事も、今は遠く。

　世界と、自分と、神々。転がり落ちる骰子の音を耳にする。息を吸い、吐く。


　そうしてあまねく万物と己とが、渾然こんぜん一体いったいとなって曖昧になったところで──……。



「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》!!」

　唐突に、神なる奇跡の如くゴブリンどもの退路が断ち切られた。

「ＧＯＯＲＯＧ!?」

「ＧＧＯＢＢＯＧＯＢ!!」

　ゴブリンども、特に障壁に遮られ道に取り残された側には、理解できなかったろう。

　遅れを取るなと突っ走っていたら、突然目の前に現れた光の壁に行く手を阻はばまれたのだ。

　彼らは頭から力場に突っ込み、強したたかに鼻を打ち据え、ぎゃあぎゃあと罰当たりな言葉を叫ぶ。

　だが、事態を理解する気もなく、そしてより致命的な状況に陥ったのは先行組の方だった。


「四……ッ！」



「ＧＢＲＯＧＢ!?」

　ゴブリンスレイヤーは手斧を投じて小鬼の頭をかち割りつつ、前方へと駆ける。

　そのまま盾を掲げてぶちかまし、武器鎧の重量を合わせて次の獲物を組み伏せた。

「ＧＢＢＢＧ!?」

「これで、五！」

　もがく小鬼の手から小剣を奪い取り、それで喉を突いて息の根を止める。

　引き抜き、立ち上がり、一挙動で背後に向けてその刃を投擲とうてき。

「ＧＯＯＢＧＲ!?」

「六──どうだ!?」

　乱戦ともなれば討うち漏らしも出てくるものだ。

　ゴブリンスレイヤーの脇わきを抜けて駆けていった者どもは後続に向かい、蜥蜴僧侶が相対す。

「イィイィイィイィヤアァアアァアッ!!」

　そして問いに対する答えは、猛々たけだけしい原初の怪鳥音であった。

　荒ぶる父祖、恐るべき竜の化身たる存在と化した蜥蜴僧侶は、その四肢を存分に奮っていた。

　巻き込まれた小鬼どもがずたずたに切り裂かれる様は、さながら古の名剣カシナートが如し。

「だい……丈夫だと、思います！」

　変わって意味ある言葉を発したのは、懸命に祈りを捧ささげている女神官であった。

　錫杖に縋り、天上へと祈りを捧げる彼女は、自分が作戦の要である事を重々に承知している。

　そしてその無事を確認したゴブリンスレイヤーは、一つ頷いた。

「やれ！」

　喉に短剣を生やした小鬼の死骸から剣を奪い取り、彼はそれを頭上でぐるりと回転させた。

　するとピィッと誰かの指笛が鳴り響き、続いてばらばらと礫つぶてが屋敷より放たれた。

　それは《聖壁プロテクション》を越えてその向こうのゴブリンどもへ打ち当たり、悲鳴をあげさせる。

　何匹かは死ぬだろう。だが全てではない。構うものか。これは牽制けんせいだ。

　もとより使用人たちは素人しろうとだ。乱戦の中に投石させて味方撃ちなど御免だ。

　されど──只人の遠投力こそは、四方世界最優の一つである。

　聖壁という目標線を定め、その向こうへ投じさせれば、一転して脅威と成りうるものだ。

　──指笛、ちゃんと吹けたんでしょうか。

　女神官は一瞬混ざった雑念を、いけないいけないと追い払う。

　この作戦を立てた時、妖精弓手が請け負いたがっていたものだけれど。


　そうして時間を稼ぎ、混乱させ、そうした間に──……。




「七、八────……九ッ！」



「ＧＧＯＯＲＯＯＧＢ!?」

　先に飛び込んできた小鬼どもは、二人の冒険者の手によって尽ことごとく生涯を終えていた。

　十よりは多く、二十よりは少ない。そうした死骸の上に、ゴブリンスレイヤーは仁王におうだつ。

　やるべき事はわかっている。刃を汚すゴブリンの血糊を、小鬼の腰巻きでもって拭い取る。

　呼吸を整える。負傷を確かめる。問題はない。だがしかし、休んでいるほどの暇はない。

「壁だ！」

「はいっ！」

　女神官が打てば響くような返事と共に、聖壁の祈禱きとうを終えて意識を現実に回帰させる。

　夜の氷が朝消えるように、光の壁はすうっと透き通り、空中へと融けてゆく。

「ＧＯＯＧＯＢ!!」

「ＧＢＢＧ！　ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

　途端、どっと流れ込むゴブリンどもは、やはり目前のことしか見えていない。

　礫に邪魔をされた。壁が消えた。仲間が殺された。

　今だ突っ込め。奴らを殺してやる。女は犯してから殺してやれ。やり返せ。

　それしか頭にないのだ。自分では、どれだけ高尚な事を考えているつもりだとしても。

　──そう、致命的な状況に陥ったのは、門前に突入したゴブリンどもの方だった。

　なにしろゴブリンの最大の強みとは、その数である。

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》!!」

　再度の祝禱しゅくとうによって増援が阻まれてしまえば、その強みは失われたも同然であった。


「お、お……ッ！」



　群れなし押し寄せる小鬼どもの只中へ、ゴブリンスレイヤーは切り込んでいった。

　案山子で気を引いて足止めし、そこからさらに《酩酊》と煙幕で分断する。

　狭せばめられた選択肢の中から葡萄園を突っ切る奴らを迎え撃ち、《聖壁》でさらに分断。

　後は飛び込んできて逃げ場を失った連中を鏖殺おうさつし、次を誘い込むのみ。

　もっとも、女神官の術は全部で三回。万一を考えるなら、この戦術は二回が限度だ。


　鉱人道士の《霊壁スピリットウォール》を用いるという手もあったが──……。



　──土の精霊力とは、畑の力でもあるらしいからな。

　火攻めと似たようなものだと、そう思えば致し方ない事かと彼は思う。

　だが二回もやれば、ゴブリンどもの大部分は削れる。

　数の減ったゴブリンなど恐るるに足りぬという事は、新人の冒険者とて理解してる事だ。


　────問題は数多い。であるならば、切り分けて一つずつ対処すれば良い。



　それは鉱人道士からもたらされた知恵で、何のことはない、いつもやっている事だった。

　大軍を一度に相手取るのではなく、洞窟を真っ直ぐに突っ込んでくる小鬼どもが相手ならば。

　小鬼殺しゴブリンスレイヤーに、負ける道理があるものか。

　──何事もなければ。

　そう、何事もなければ。

　ゴブリンスレイヤーのその思考を打ち破ったのは、館から響き渡る、呼子よびこの音色ねいろであった。

　それが意味することは、ただ一つ。


　────川だ。
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「た、いへんでさぁ……！」



　呼子を吹き鳴らし、ひょこひょこと部屋に飛び込んできた老兵が息を切らして叫ぶ。

　その姿が現れるよりも早く、長耳を引くつかせて立ち上がったのは妖精弓手だった。

「川の方ね!?」

「へえ、南──川上ン方から、こっちに向かって船が来とる！　何艘なんそうか……よぉ見えんが！」

　聞くが早いが、彼女は大弓を引ひっ摑んで、色のついた風となって飛び出した。

　上の森人が全力を出せば、それは只人の目で追う事は不可能なほどの速度となる。

　静から動へと転じる速さが尋常ではない。上森人は一歩目で最高速へと到達するのだから。

　故に鉱人道士がどたどたと追いついた時には、既に彼女は裏手の窓から遠くを睨んでいる。

「どうでぇ？」

「ゴブリンね。漕手がそう見えるってだけだけど」

「小鬼艦隊ゴブリンフリートってか？　ったく、お前さんの故郷は何やっとんじゃい」

「知らないわよ、川はこっちの管轄外！」

　やりとりはいつも通り、丁々発止としたもので、そこに緊迫感はあっても緊張感はない。

　別に驚くべきほどの事でもない。かつての水の街での戦いを思えば、小鬼は船に乗るものだ。

　いつの頃からかは知らぬが、ゴブリンどもは騎乗の秘密を盗み出している。

　悪魔犬──狼、蜘蛛くもなどを始めとして、乗りこなせるかはともかく、乗る事はできる。

　故に問題は、ゴブリンが騎乗しているという事実ではなく、常通りその物量だ。

　妖精弓手の目は鷹たかの如く遥はるか彼方を見通し、黒々とした夜の川を滑る邪悪を認めている。

　その数は──二、いやさ三。

「ったく、数ばっかり多い……！」

　それと同時に妖精弓手は木芽鏃の矢を三本抜いて弦を引き絞り、ひょうと軽々放った。

　三つの矢はそれ自体が意思を持つかの如く、各々別々に大きく弧を描いて宙を貫く。

　その行末を鉱人道士は認識できない。夜目が利くのと遠見ができるのはまったく別問題だ。

「やったんか？」

「聞くまでもないでしょ」

　ふんとつまらなさそうに鼻を鳴らして、妖精弓手は次々、矢継ぎ早に矢を繰り出していく。

　その全ては夜空を飛び征く白い流星の如く、僅かな閃光せんこうを残して闇へ消えていった。

　そしてその数だけ──あるいは曲射で貫くならその倍──小鬼の死骸が積み上がるのだろう。

「けど、このままじゃどうしようもないわね」

　だが妖精弓手はそう呟いて、矢筒から矢を引き抜き、弦をきりりと引き絞った。

「漕手は全部潰すけど、川の流れでそのまま進んじゃうもん。引っ込まれたら手が出せない」

「一射で船を沈めるとかできんのか？」

「悪かったわね、兄さまより弓の張りが貧弱で！」

「あの兄ちゃんならできんのかい」という呟きは、竪琴のような鳴弦めいげんの音にかき消された。

　今度の戦果は、どぼんと川の水面が波打つことで鉱人道士にもわかった。

　──ほんに、腕ばっか良いんだからのう、この金床は。

　上森人の気位の高さには辟易へきえきしていても、鉱人とてもその事実ばかりは認めざるえない。

　となればこちらもこちらの仕事をせねばなるまい。森人に任せきりでは鉱人の名折れであろう。

「術かけて川の流れを変えっちまうか。そんなら」

「そうね。できれば切り込みたいとこだけど、白兵戦はちょっとおっかない……かな！」

　言葉と共に放たれた矢が、また彼方のゴブリンの息の根を止めていく。


「なにしろあいつらったら、数ばっかり多くて嫌になっちゃ──……」



　不意に妖精弓手が口を閉ざした。

「どうしたい」と問いかけた鉱人道士も、その真剣な表情に押し黙る。

　妖精弓手は長耳を繊細に上下させながら、すっと引き締めた顔のまま鋭く呟いた。

「……何か来る。大きい。──それに、速い。……なぁに、これ？」

「何ぞ、聞いたことない音でもするんか」

「似たようなのは」と妖精弓手は呟き、眉まゆをひそめた。「でも、これ……！」

　途端、地を引き裂くようなけたたましい音が、屋敷の人々の可聴域にまで至った。

　遠方から押し寄せる雷霆らいていか稲妻のような──けれど空ではなく、地を這はって押し迫る何か。

　そう、ゴブリンの強みは数であり、その小賢しさにある。

　川の側に船がある。であるならば、陸地にだとて何もないわけがないのだ。

「──やっべぇ」

　この場にいる三人で、唯一その音の正体を知る老兵は、顔をしかめて呻き声をあげた。

　それは戦場で幾度となく聞いた音だった。

　後方から聞こえれば頼もしく、前方から聞こえれば足が震えてどうしようもなくなる音。

　願わくば、二度と聞くたくないと思っていた、その音。

「こいつァ、戦車チャリオットだ……！」
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　──それはさながら、異様な戦闘機械ウォーマシンのように見えた。

「きゃ、あッ!?」

　それは二回目の《聖壁》が消え去り、三度ゴブリンどもが誘い込まれた時の事だった。

　稲妻の如き音を伴い、土を跳ね散らかして踊りこんできた巨影に女神官が悲鳴をあげる。

「む……！」

「これはいかぬ……！」

　歴戦たる二人の冒険者が、各々の盾や鱗を掲げて土礫を防ぎながら、腰を下げて身構えた。

「ＧＢＢＯＲＢ!?」

「ＧＯＲＧ!?」

　彼らの目前で、車輪に巻き込まれたゴブリンどもが悲鳴をあげて挽肉に変わっていく。

　赤黒い血肉が四方へと飛び散り、冒険者らの手による殺戮さつりくの痕跡へ新たな彩いろどりを加えた。

　臭い立つ臓物の香りは紛まぎれもなく死のそれで、まだ温ぬくもりのあるそれらは湯気さえ昇るほど。

　そう、それは殺戮を成し遂げるための、粗雑で、暴力的な兵器であった。

「ＧＯＯＲＧＢ！　ＧＧＯＯＯＲＯＧＯＢ!!」

　赤い月の光に照らしだされるその機構の上で、勝ち誇り嘲あざけうゴブリンの頭領。

　彼が君臨するその戦車は、なるほど、原型は前後逆しまにした荷車か何かであるらしかった。

　その荷台に防楯を始め、槍やら鉾やら投石機やら、ありったけの恐ろしい武器を乗せている。

　それを無数のゴブリンどもが手押し車よろしく横棒を握って地を駆け、駆動させているのだ。

「ＧＯＯＲＯＧＯＯＲＯＧ!!」

　名付けるならば、小鬼戦車ゴブリン・バトルワゴンとでも呼ぶべきだろうか。

　混沌の勢力からの技術支援テクニカルを受けて作られたと思しき、恐るべき兵器が牙を剝く。

「散開しろッ！」

　はたして、ゴブリンスレイヤーの指示と戦車の突撃と、どちらが早かったろうか。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＲＧＢ!?」

　葡萄園の柔らかな土を跳ね飛ばして突き進む戦車は、またも数匹の小鬼を巻き添えにする。

　車輪によって轢殺れきさつされるか、槍の穂先に貫かれるのはまだ良い方だろう。

　宙高く跳ね上げられた方は悲惨だ。浮遊し、落下までの数秒、死の恐怖に苛さいなまれるのだから。

「ＧＧＢＢＲＧ!?　ＧＯＯＲＯＧＧＢ!?」

　ばたばた手足を振り回しながら、宙を泳ごうという無駄な努力が数瞬。

　ぐしゃりと果実が潰れるような音を立てて、その小鬼は地面に叩き付けられる。

　不可能な方に四肢を捻じ曲げ痙攣するその生は、旋回する車輪に轢ひかれてようやく終わった。

「ＧＧＯＲＯＧＢ！　ＧＧＲＲＲＯＧＯＢＢＧＯＲＧＢ!!」

　小鬼戦車の士気は申し分なし。少なくとも荷台の上に立つ頭領にとっては、そうだった。

　頭領が喚わめき散らして命令を出せば、横棒を押す小鬼ども数匹が不平を漏らしつつ踏ん張る。

　すると走り抜けた車体は大きく弧を描いて向きを変え、再び冒険者らへと矛先を向けた。

　車体に飛び散った肉片や血飛沫は、さながら「次は貴様らだ」と宣告するかのようである。

「なんともはや！」

　恐るべき脅威を前に、地面へ転げて飛とび退のいていた蜥蜴僧侶が、嬉々として尾で地を打つ。

「混沌どもはずいぶんと装備が宜しい！」

　その巨体の下では、覆い被かぶさるように庇かばわれた女神官が、身を縮めて必死に身を守っていた。

「す、すみません」

　そうか細い声をあげるのは、己の鈍さを気にしての事だろう。

　いくら経験を積み成長したからといって、身体能力が劇的に上昇するわけもなし。

　それでも彼女はその細面ほそおもてと金髪とを泥で汚しながら、懸命に小鬼戦車の方へと目を向ける。

「けれど、どうすれば……！」

「いずれにせよゴブリンだ」

　片膝突いて体勢を立て直しながら、ゴブリンスレイヤーは吐き捨てた。

「やるべき事は変わらん！」

　しかし、事はそう単純ではない──正確に言えば、単純でなくなりつつあった。

　背後から響き渡る呼子は、川の方面で異常が起きていることを知らせるものだ。

「ち……！」

　無理をしても、無茶をしても、それで状況が変わることはあるまい。

　そして状況に文句を言った所で勝ち目が出るわけもなし

　ゴブリンスレイヤーは自分を戒いましめ、ひたすらに思考を巡らせる。


　────どうすべきか？



「どう見る？」

「さぁて……」

　土を削りながら向きを変える小鬼戦車。それを目前に蜥蜴僧侶はのそりと身を起こした。

「将の首を刈るには先ず馬を引き倒すが常法なれど、彼奴らに知恵を与えた輩やからがいるようで」

　そう、まず問題の一つはそこだ。

　旋回する際に見せている荷車の横棒──押し手たちは、本来ならば無防備であるはずなのだ。

　しかし荷台から伸びた覆いが小鬼どもの頭上へ被さっており、しっかり頭と背を守っている。

　あれでは前も見えないだろうが、御者──と言うべきか──がいるから問題はないのだろう。

　背後や横から押し手を討つのは、妖精弓手の曲射を持ってしても、恐らくは不可能だろう。

「正面からはどうだ」

　時間をかければ幾らでも方策はあろう。しかし、それは背後の川からの増援到着を意味する。

　こちらの余裕は一手か、二手か。ゴブリンスレイヤーへ、蜥蜴僧侶は「何とも」と首を振った。

「《擬竜パーシャルドラゴン》の奇跡を賜たまわって、五分程度。膂力りょりょくと彼我の重量、向こうの速度の計算次第かと」

「運任せか」ゴブリンスレイヤーは唸った。「気に入らんな」

「なに、世の理全ては数字によって説明がつくものでしょうや」

　その思考は以前にも聞いた覚えがあった。ゴブリンスレイヤーは息を吐く。

「横は……槍スパイクか」

「ははは、大概の攻め手は予想済みという事ですなぁ」

　車軸に無理やり括り付けられた長槍が、兵列を薙ぎ倒たおすべく横に伸ばされている。

　問題は多い。問題は──そう、問題が複数に分かれ、散らばり、重なっていることだ。


　であるならば──……。



「ゴブリンスレイヤーさん！」

　不意に、女神官の懸命に振り絞った声が響いた。

　彼女は聖衣を泥まみれとしながら立ち上がり、錫杖を手にして、しっかと前を見据えていた。

　向きを変えた小鬼戦車は、程なく号令一下、また突き進んで来るだろう。

　しかし女神官は、緊張と恐怖に顔を強張らせながら、それでもはっきりと言葉を口にする。

「問題を、纏めましょう！」

「その手で行くか」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　手はあるものだ。いつであれ。どこであれ。
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　ゴブリンの戦車長は、やっと方向転換を終えた部下の愚鈍さに罵ののしり声を漏らした。

　まったく、なんとノロマな奴らなのだろう！　獲物に逃げられでもしたらどうするのか。

　こんな奴らに分前は必要ない。隊長は一番苦労しているのだから、独り占めして当然だ。

　つい先日まで偉いやつはふんぞり返っているだけと思っていた事は、既に忘却の彼方だった。


　さて、獲物は────と、いた。



　逃げ惑った末、愚かなことに、砦とりでの門前に自分から追い詰められてしまったらしい。

　小柄な只人の娘が怯えた様子で錫杖に縋っているのを見て、戦車長は舌なめずりをした。

　──どれ、少し脅かしてやれ。

　戦車長は嬉々として錆びた鉈なたを振り上げ、一ひと太刀たちでもって投石機の紐を切り落とした。

　ぶつりという音と共に錘おもりが沈み、その反動でもって支持腕がぶおんと大きく唸る。

　支持腕は巨大な匙さじのような形をしており、その皿部分に載せられた岩が一挙に空を飛んだ。

　もとより小鬼に弾道計算などできようはずもない。

　弧を描いて飛んだ岩は、娘の頭上を越えて、ずんと轟音ごうおんを伴って砦の壁に撃ち込まれる。

　積み上げられた煉瓦が衝撃でひび割れ、崩れ、ばらばらと破片が飛び散った。

「ＧＯＯＲＯＧＯＯＲＯＯＧＧ!!」

　小娘が「ひっ」と怯えた様子でへたり込んだのを見て、小鬼戦車長は大喜びで手を鳴らす。

　たった一発きりしか使えない投石機をぶち込んだ甲斐があったというものだ。

　反動の余り大きく後方に傾き持ち上がった前輪を、体重を前にかけてどずんと下ろす。

　後はこのまま、この戦車を突っ込ませて押し潰すか轢き殺すか、してやれば良い。

　最期さいごの瞬間にあの娘がどう泣き叫んで許しを請うか、それを想像しただけで昂ぶるというもの。

　ゴブリンの戦車長は、その昂ぶりそのままにドタドタと足を踏み鳴らし部下に発破をかけた。

「ＧＧＯＲＧ！　ＧＧＯＯＯＲＯＯＧＧＢ!!」

「ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

　馬鹿な奴らが、ぐずぐずと文句を言いながら荷車を押すために足を動かしだす。

　勢いをつけて突っ込めば、女も男もズタズタグズグズに潰れて死んで、勝つのは自分たちだ。

　この恐るべき、そして凄すさまじい武器があれば、絶対に誰にも負けないに違いない。

　──そう、ゴブリンとはそういうものだ。

　条件反射で涎よだれを垂らす犬の如く、彼らは目前の物に飛びつく事しか考えていない。

　今まで幾人の味方が殺されたかとか、死ぬかもしれないとは思いもしないのだ。

　自分だけは違う。自分は賢い。自分はアイツらとは違う。自分は上手くやる。


　故に──……。



「《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　ぴかりと眩い光が目を焼いた瞬間、視界に飛び込んだ影の正体に最後まで思い至らなかった。
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「お、お……ッ！」



　女神官の奇跡が聖なる光をもたらしたと同時、ゴブリンスレイヤーは地を蹴けって駆けていた。

　門の内側から、扉を蹴破けやぶり、飛び出したのだ。

　それとすれ違うように、緑の巨体が少女の細い体を横合いから搔っ攫さらっていく。

「《おお、気高き惑わしの雷竜ブロントスよ。我に万人力を与えたもう》!!」

《擬竜》の加護で賜った膂力は、そのまま肉体の瞬発力に繫つながるものだ。

　戦車を止められるかは運試しでも、速さに任せて彼女ごと軌道から逃れるには事足りる。
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　対して、ゴブリンスレイヤーは一直線に小鬼戦車へと踊りかかっていった。

　一歩、二歩、三歩。相対速度によって縮まる距離を誤らず、大地を踏み切って跳ぶ。


「む……ッ！」



　勢いのまま荷台の上に転げるのと、戦車の車体が扉の境を踏み越えるのがほぼ同時。

　ゴブリンスレイヤーは振り落とされぬように投石機の骨組みを摑み、ぐいと体を引き起こす。

　玄関広間を駆け抜けるまでの勝負だ。視界を玄関広間の調度品が流れていく。

「オルクボルグ!?」

「ＧＯＯＲＯＧＢＢ!?」

　階上から妖精弓手の声が響く。だがかまっている時間がない。彼女の目なら見えるだろう。

　帯に挟んだ短剣を探り、顔を振って視界に焼き付いた残光を払おうとする小鬼へ襲いかかる。

「ＧＯＲＯＧ！」


「貴様で……ッ！」



　組討ちに持ち込むなら、逆手で抜いて振りかぶるのが良い。そのまま喉笛へ刃を叩き込こむ。

「二十五だッ!!」

　揉もみ合あいながら──小鬼といえど揺れる車体の上だ──ぐいと柄つかを捻り、致命傷クリティカル。

　悲鳴をあげることもできずガボガボと己の血で溺れ、痙攣を繰り返す小鬼。

　まだかろうじて息のあるその体を、ゴブリンスレイヤーは自分の体の上に持ち上げた。

「ＧＧＯＯＲＧＢ!?」

「ＧＧＢＧ！　ＧＧＯＯＲＯＧＢ!!」

　頭目の死に気づかぬ押し手どもが覆いの下でぎゃいぎゃいと騒ぐ。構うものか。

「ぐ、ぬ……ッ」

　ゴブリンスレイヤーはがッと覆いを蹴りつけて黙らせ、しっかと荷台の端にしがみついた。

　次の瞬間に何が起こるのか、戦車の上にあって彼だけが全てを理解していた。

　車輪は玄関広間の大理石をしっかりと嚙んで突き進み、すぐに限界に行き当たる。

　壁だ。

　ゴブリンスレイヤーの全身を、かつて巨大な怪物に戦槌で殴られた時のような衝撃が襲う。

　がくんと思い切りつんのめるように全身が引き倒され、弾かれたようにまた戻るのだ。

　荷台を摑んだ腕がぎりりと軋み、担かついだ小鬼の死体が硬いものにぶち当たるのを感じる。

「ＧＧＯＲＢＢＧ!?」

「ＧＢＢＧ！　ＧＯＯＲＧＢＢ!?」

　覆いの後ろで異常に気づいたゴブリンどもが悲鳴をあげるが、もう遅い。

　次いで感じられたのは、衝撃の後の一瞬の浮遊感。そして吹き抜ける冷たい夜風だった。

　戦車は突破の衝撃で投石機をもぎ取られ、半ば分解しながら館の壁を突き抜け、宙に舞う。

　土手に落下──着地とは言えまい──するまでの数秒が、やたら長く感じられる。

「む、ぐ……！」

　どんっと叩きつけるような衝撃で、ゴブリンスレイヤーの体が大きく弾んだ。

　暴あばれ馬というものに乗った試しはないが、これほど振り回されるものなのだろうか。

　落下すれば良くて地面、悪くて車輪の前、横槍に引っ搔かれる可能性も十分に高い。

　ゴブリンスレイヤーはただしがみ付く事にだけ注力し、呼吸を整える。

「ＧＢＢＯＧＢ!?　ＧＯＧＧＧ!?」

「ＧＯＯＲＯＧＧＢ!!」

　ゴブリンの押し手どももそれは同様で、手を離す事もできず、戦車の勢いに牽引されていた。

　どちらにせよ、終わりはすぐに訪れる。

　土手の下り坂で勢いを付けた戦車が至るのは、暗く冷たい夜の川。

　そしてその上を行かんとする、小鬼の船団だ。

「ＧＯＲＧＢ!?」

「ＧＯＯＯＲＯＧＢＢ!?」

　船上で、屋敷から飛び来る矢に対処していたゴブリンどもは、それを見て何と喚いてたろう。

　何だ!?　とか、来やがったぞ!?　とか。そんな類たぐいの罵り声だったのには間違いあるまい。

　次の瞬間、戦車の質量と速度そのものが、巨大な戦鎚のように船の横合いに叩き付けられた。


「ぐ……ッ！」



　自分がはたしてどのような体勢を取っているのか、ゴブリンスレイヤーにもわからない。

　戦車はそのまま甲板に車輪を埋め、船一艘の真ん中を大きく抉えぐり取るようにして駆け抜ける。

　もうそれは──戦車とも船とも言えなかった。木端微塵こっぱみじんになるのを待つ木材でしかなかった。

　ざんぶと水に飛び込んだその瞬間、意識にあるのは白いものを突き破ったという錯覚だけだ。

　すぐに自分が重たく粘ついたものの中に放り出されたと脳が理解し、反射的に手足を動かす。

　だが、逃れる事はできない。

　水精は容赦なく足を摑んで引きずり込むし、頭上には──そう、戦車の残骸ざんがいが蓋ふたをしている。


「ＧＯＢＯＯ！？！？」



「ＧＯＯＧＲＢＢ!?」

　小鬼どもがガボガボと口から泡を上げながら必死に荷台を叩くが、それで動くわけもない。

　じきに息絶えて沈むことだろう。ゴブリンスレイヤーはそれを確認し、水底を蹴った。

　そう、深く沈み、それから蹴れば──たとえ両腕を縛られていたとて泳げるものだ。

　ましてや、その右手指には、水中呼吸を可能とする呼気の指輪が嵌はまっている。

　灯は消えて久しいが、込められた魔力は変わりない。水中へ沈んでも、慌てる心配はない。

　鉄兜から水を滴したたらせながら、ゴブリンスレイヤーはざぶりと頭を大気中に突き上げた。


「────……はッ」



　大きく口を開いて、喘あえぐようにして呼気を取り込む。魔力を通さぬ、初夏の湿った空気だ。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!!」

「ＧＯＧＢ!?　ＧＯＯＲＧＢ!?」

　左右を見れば、三艘の船の中央艦に小鬼戦車はぶち当たったらしい。

　大きくひしゃげた船体が軋みを上げながら二つに折れ、前後を行く船へと激突する。

　甲板の上では何事かと飛び出してきた小鬼どもが、大慌てで悲鳴をあげていた。

　だが──もうどうしようもあるまい。

　ゴブリンどもは戦車に、軍艦に乗ればそれで勝つと思っているものだ。

　負けそうになったら、沈みそうになったら、そんな事が己の身に起こると考えもしない。

　奴らは我先にと押し合いへし合い甲板からどうにか逃れようとし、揉みくちゃになっている。

　よしんば川に飛び込んだところで──船の残骸にぶち当たり、挟まれ、押し潰されるだろう。

「……とはいえ」

　それはゴブリンスレイヤーとて変わりはない。


　彼は指輪に任せて潜って避けるか、それともどうにかして這い上がるかを思案し──……。



「オルクボルグ、良く見なさいッ!!」

　凛と響き渡ったその言葉によって、救いの手を得た。

　ひょうと狙い澄ませて飛び込んできた木芽鏃の矢が、彼のすぐ目の前の木板へと突き刺さる。

　その矢柄やがらに括り付けられた縄を見て、ゴブリンスレイヤーは迷うことなくそれを摑み取った。

「ったく、かみきり丸は相変わらず無茶苦茶しよるな……！」

　縄の末端は、川岸──どっしと両足で地面を踏みしめた、鉱人道士の手元へと伸びている。

　彼の腰には妖精弓手が手を回し、この鉱人が川に引きずり込まれないよう力を込めていた。

　二人の仲間たちが縄を引くその向こうには、ぱたぱたと、泥にまみれた女神官が駆けてくる。

　そして、実に満足いった様子の蜥蜴僧侶の姿までを認めて、彼は大きく息を吐いた。

「船団との衝突までは、計算外だ」という声が、はたして皆のもとまで届いたろうか。

「ほうれ、かみきり丸や！　しっかと摑まっとれよ！」

「ああ」と彼は頷うなずいた。「すまんが、頼む」

「なぁに、友人が溺おぼれかかっとるってんなら、引き上げるか一緒に沈むが鉱人流よ」

「ちょっと、やめてよね！」

　たまらず妖精ようせい弓手が悲鳴をあげて、女神官が苦笑しながら「手伝います」と手を伸ばす。

　蜥蜴僧侶が「どうれ！」とさらに加われば、もう心配はいらないように思えた。

「──心配はいらない？」

　ゴブリンスレイヤーは、自分がそう思った事が信じられず、鉄兜の下で小さく呟つぶやいた。

　振り返ればゴブリンの船団が崩壊し、沈んでいく様が、夜の中にも良く見えた。

　依頼はこれで達成したろう。ゴブリンどもは皆殺しだ。

　生き残りがいても、岸に上がれば掃討そうとうできる。これで終わりだ。そのはずだ。

　まったく、何一つとして確信が持てなかった。

　それは恐らく、十年前から──初年の、あの村を守った小鬼退治から、ずっと変わらない。

　本当に自分は屋敷を守る事ができたのか。

　葡萄ぶどう尼僧にそうの憂いを払う事はできたのか。

　小鬼どもとの戦いはどれほど続くのか。

　自分に何かできたのか。できるとでも思っていたのか。

　今回の一件の中で、彼は自分が果たした役目を考えた。

　そしてそれが達成できたのかを考えた。

　まるでわからなかった。

　わかるのは、ただ、この握りしめた綱の先には仲間がいるという事だけだった。

「まったく」

　ゴブリンスレイヤーは、何度目かになるだろう嘆息を漏もらし、その綱を握り直した。

「ゴブリン退治の方が、よほど簡単だ」
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「やることが──多い……ッ！」



　ばたばたと裾すそをからげて森の中を走り回りながら、妖術師はひぃひぃと悲鳴をあげた。

　呪文じゅもん使いを役立たずなどと考える輩ともがらは、それこそ冒険者ですらない連中だろう。

　彼らはかの妖術師と宝冠を巡る偉業も、灰色の者の探索も、灰鷹たかの如ごとき術者も知らないのだ。

　──もっとも、彼らは一様に剣技にも長たけていたという話だけれど……！

「えっと、そっちの子たちは下がって！　前に出過ぎ！　死にたいの!?」


「あ、ご、ごめんなさい……っ！」



　ついつい味方の様子が気になるのか、前線に近づき過ぎていた新米どもを怒鳴りつける。

　いくら呪文使いが戦況全体を把握して呪文を切らねばならないといえ、限度があろう。

　地母神ちぼしん寺院の護衛ということで嬉々として飛びついてきた新米なぞ、まったく当てできない。

　びくびくと怯おびえた様子で慌てて後退する姿すら腹立たしく、妖術師はふんすと鼻を鳴らす。

　なにせこう、現在進行系で力場を維持して、突っ込んでくるマンティコアを弾はじいているのだ。

　苛立いらだちは精神集中の妨げになるのだが、どうしたって我慢できないのだから仕方がない。

「ちょっと、新人たちの面倒はそっちが見てって言ったじゃあないの……！」

　がりがりとマンティコアが鉤爪で壁をひっかくのに顔をしかめながら、仲間の僧侶へ言い募つのる。

　僧侶は「いやあ」と相変わらず苦労性な表情を歪ゆがめ、剃り残しのある頭を撫なでた。

「解毒用にと奇跡を温存していると、手当てにも手間暇がかかるのだから仕方なかろう」

　そういう僧侶の周囲に、あちこち包帯を巻かれた冒険者たちが幾人か横たわって呻いていた。

　彼は前線で傷ついた新米どもの治療に当たっていたのだ。言い分はわかる。

　言い分はわかるが、薬も持たずに冒険に来る奴やつは死ねば良いのに──という言葉を飲み込む。

　越えちゃいけない一線という事くらいは妖術師だって理解している。

　それに呪文書の類たぐいは高価で仕方ない。駆け出しの頃ころを思えば、他人の事は言えない。

　──それもこれも軍事機密の癖くせして異国の闇市やみいちに流出させてるのが悪いのよ！

　妖術師は遥はるか遠方の祖国へ全面的に正しい怒りをぶつけつつ、苛々いらいらと親指の爪つめを嚙かんだ。

「おい、行儀が悪いぞ」

「うるっさい！」と妖術師はヒステリックに叫んだ。「ねえ、まだそっち終わらないの!?」

「うるっせえ！　こっちも頑張ってんだよ!!」

　怒鳴り返す斧士が、目前に迫りくるおぞましい亡者の融合体へ斧を叩たたき込こんだ。

　まったく、混沌勢力の造詣のセンスを疑うような怪物だ。

　複数の死者をつなぎ合わせ、腕も足もぞろぞろ生はえた、文字通りの八面はちめん六臂ろっぴ。

　それがうごうごと蠢うごめき、得体の知れない瘴気しょうきを吹き出し、腕を振り回して襲ってくる。

　斧使いは飛び散る腐液を何とか避けて、他の冒険者たちと連携を重ねて戦闘を継続していく。

「うわあ！　きっつい！　怖い！」

　ひぃひぃ言いながらそれでも食いついているのは、棍棒こんぼうと剣を振り回す戦士職の少年だ。

　あまり見ない戦闘スタイルだけれど、それでも必死に粘っているのは見所がある。

　その後ろで緊張の面持おももちながら、天秤てんびん剣けんを構えて狙ねらいをつけてる少女も悪くはない。

「そっちが早く片付けてくれないと、こっちいつまで《力場フォースフィールド》を維持すれば良いの!?」

「わっかんねえ！」

　無責任な返事に「ばかあっ!!」と叫び返すのを堪こらえ、妖術師は術へ意識を集中させる。

　なにしろあの得体のしれない死体の怪物は、どうやら毒を持っているらしいのだ。

　そこに加えてマンティコア投入である。当然こっちにだって毒がある。

　というか毒があるというのを察知して知らせるのが、知識を持つ魔術師の勤めだ。

　──もっとも、虎とらすら知らない魔術師だっているという話だけど……。

　だいたいマンティコアはなんぞやというところから始めねばならないのだから腹が立つ。

　老人の頭と獅子の胴に蠍の尾を生やした知恵持つ魔獣だなど、一般常識のウチでは？

　そして知らせたら知らせたで、毒持ち二体同時相手は無理と、片方の対処を求められる。

　まったく何が魔術師は弱いだとか役立たずだ。ふざけるんじゃないわよ！

　と、喚わめいたところで返ってくるのは、マンティコアの意味不明な雄叫おたけびだけなのだが。

「おんやぁ？」

　だから後衛でもそもそ糧秣りょうまつを頰張ほおばっていた兎人の言葉は、妖術師の神経を逆撫さかなでした。

　白か茶かわからない有様ありさまの彼女は、ぽりぽりと痒そうにしながら長耳をきょとりと揺らす。

「あのお兄さん、ずーっと後ろでもじもじぃっとしとりますが、何かあったんすかねえ？」

「あにィ？」

　ばかんと亡者の腕──何か知らんが何本もあるのだ──を叩き折った斧使いが声をあげる。

　彼は斧を担かつぐと、「任せたぞ！」「うええ!?」と少年とやりとりし、足音荒く後退。

　その影に隠れてこそこそとしている冒険者へ、鼻息も荒く近づいていった。

「おい、こら！　一人でも壁が欲しいって時に何やってんだ!?」

「む……」

　その男は呼び止められた事が不快だと言う表情を一瞬滲にじませ、ついで「いやあ」と笑った。

「ちょいと腹が痛くなっちまいまして……」

「腹痛だァ!?」

「それはいけませんな」

　すっと機を見計らっていたかのようなタイミングで、僧侶が立ち上がった。

「あの亡者が病毒を撒まき散らしておるやも。かかると大事だ。なにせ治療費がかかる……！」

　二人の背後では何とか前衛を受け持っている少年が、少女と合わせて悲鳴をあげる。

　兎人の猟兵が「こいつぁあかんですわ」と大急ぎにぱたぱたと駆けて行って援護を開始。

　寺院の依頼で割の良い仕事だというのに、病気を貰もらって治療に金がかかるでは本末転倒だ。

　そんな下級冒険者の悲喜こもごもを横目に、僧侶はうきうきと鞄かばんを手に歩み寄ってきた。

「どれ、私が見てやろう。なに、費ついえは安いぞ。さて、森人エルフなら腹痛の薬は……」

「……森人？」

　斧士の前では、ひょろりと長い耳が揺れている。しかし認識票に刻まれている種族名は只人ヒューム。

「てめえこの野郎どう見たってこれ偽モンじゃねえか!!」

　拾ったのか偽造したのか、いずれにせよ身分証の精度レーティングが低い。

　摑つかみかかってくる斧使いを相手に、そのモグリの男は舌打ちを一つして大きく飛とび退しさった。

「ちぃッ！　牧場を落としておれば、俺おれがこんな苦労もせなんだろうに……ッ!!」

　顔を拭ぬぐいながら男が短剣を抜いて何かしはじめたが、妖術師としてはどうでもよかった。

　彼女にとって重要なのは戦場を視認し、力場を維持し、呪文の使い所を見極みきわめることだ。

　あの亡者はともかくマンティコアは呪文を使うこともあるし、となれば呪的防御も必要。

　今日何回呪文を唱えて、あと何回使えて、存在しない呪文を言わないように記憶を確かめて。

　それで後衛の、今年冒険者になったばかりの連中の面倒を見て、面倒くさいけど仕方がない。

　ああ、そういえば怪我けが人もいるのに僧侶は何をやっているんだ。あれも私が見るのか？

　というか斧使いは何をやっているのか。前衛の子たち放り出してまったくもう本当に。

　ちゃんちゃんばらばら。かきんかきん。ぎゃーぎゃー。わーわー。ぐるるがおー。

「──ああ、もうッ!!　うるっさぁあーいッ!!」

　次の瞬間雷撃音ＺＡＰが響き渡り、稲妻を浴びた男の頭は熟した果実のように弾け飛んだ。

《トニトルス雷電……オリエンス発生……ヤクタ投射》。

　奇怪に折り曲げられた指先から投射された雷霆らいていが、一直線に頭蓋を貫いてのけたのだ。

　唐突に目の前で炸裂さくれつした鮮烈な光景に、思わず誰だれもが押し黙った。ともすれば怪物どもさえ。

　ふーっ、ふーっと妖術師は肩を上下させて荒く息を吐きながら、四方の冒険者を睨にらむ。

　彼らが思わず一歩後ずさったのにも気づかず、彼女はばしゃりと血溜たまりを踏みつけた。

「ねえ、よくわかんないからとりあえず殺ったけど良いよね!?」

　全員がこくこくと頭を上下させる。妖術師は「だったら早く持ち場に戻って！」と怒鳴った。


　────やること多いんだからほんともう勘弁して欲しい！



　そう叫んで《力場》維持に戻る妖術師へ、反論できる者など誰一人存在しない。

　そしてその闇人が、地母神への悪評を流す仕掛人だったなど、知る由よしもなかったのだ。
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「地母神寺院の方でも始まったみたいです……！」

「そうかい！」

　少女巫術師ドルイドが使い魔を通じて知らせてきた情報を、重戦士は大剣を振るいながら確認した。

　──いや、使い魔っつーと怒るな。

　森の動物やらに助力を頼んでいるだけで、使役しているわけではないとか何とか。

　そんな事を考えながら、彼は魔神デーモンどもの尖兵をだんびらでもって叩き切る。

　一ひと太刀たちでもって二匹、三匹と胴体から両断し、その血肉を現世より霊界へと霧散させていく。

　いかに下位魔神レッサーデーモンといえど恐るべき魔神であることには変わりない。

　それが十重二十重と、地下霊廟れいびょうに踏み込んだ冒険者たちを取り囲んでいるのだ。

　加えて首魁と思わしき上位魔神グレーターデーモンの姿もちらほら混じっている。


　名ありの高位アークがいないだけマシと言うべきか否いなか──……。



「ＤＤＡＡＡＡＥＥＥＭＯＯＯＮＮＮＮＮＮＮ!!」

「お、おッ!!」

　吠ほえたける羊頭の魔神に怒鳴り返しながら、重戦士はず、と摺足すりあしで間合いを測る。


　──まったく、混沌の勢力ってぇ奴ぁ……！



「そんなに地母神様の酒が飲みてえのかね！」

　どっと地を駆け、羊頭の魔神が振り下ろした牛刀を擦すり抜け、槍を繰り出す槍使い。

　彼の操あやつる魔槍は紙かみ一重ひとえで敵の刃をくぐり抜け、その鋭さを保ったまま魔神の喉笛のどぶえを貫いた。


「ＤＤＤＥＥＥＥＥＥＥＥＡＡＡＭＭＭＭＯＯＯＮ！！！！」



　しかし魔神の魔神たる所以はその生命力にある。

　喉のどに刃を生やしたまま、見る間に肉が泡立ち膨ふくらみその傷を埋めていく。

　ぐいと槍穂を抜かんと豪腕で摑みかかる悪魔と、槍使いは己おのれが武器を握りしめて対峙たいじする。

　その顔には、自身の勝利を微塵みじんも疑わぬ大胆不敵な笑みがある。

「そ、りゃ……豊穣の……捧ささげ物、だか、ら……」

　途端、空間を薙ないで超次元の嵐あらしが空中を走った。

　杖つえを振りかざして呪文を編み上げていくのは、彼の相棒たる魔女である。


「汚……せば……。向こう、一年──……実りも、なく……なる、もの……ね」」



　地下霊廟に魔力が渦巻うずまいて、天蓋の下に雲が生み出されていく。

「《カエルム天……エゴ己……オッフェーロ付与》」

　途端に吹き荒れるのは、雹に霰の入り混じった猛烈な吹雪ふぶきだ。

　魔神どもは瞬またたく間に全身へ霜が降り、白く塗ぬり潰つぶされ、凍り付き、雹に打たれて砕けていく。


　おっかねえおっかねえと槍使いがぼやくが、重戦士としても同意見だ。とはいえ──……。



　──けれど、戦況はまだまだ一進一退か。

　地母神の御神酒おみきを汚さんとする邪教ども、その本拠地に踏み込んだは良いものの、これだ。

　出てくる出てくる魔神ども。それに行く手を阻はばまれて、最奥に辿たどり着ける気配がない。

　──それでも構わねえと、大司教アークビショップは仰おっしゃってたがねぇ。

「おう、そっちはどうだ！」

「なかなか厳しいですねぇ」

　半森人ハーフエルフの剣士がゆったり応じる。彼は少年斥候スカウトを伴い、他の魔神どもの撹乱かくらんに奔走していた。

　そう、この場にいるのは何も自分たちだけではないのだ。

　怠けるだとか手を抜くのは論外だが、焦あせり、緊張する必要はない。

　例えば、向こうを見れば悪魔殺しで名高い一党パーティが奮戦している。

　小太りの術師が《力矢マジックミサイル》を投射、女剣士や聖騎士が剣を振るい、治療師の単筒も火を噴いた。

「ＤＤＡＡＥＥＭＭＯＮＮ……！」

　しかし、そのどれもが致命的な痛痒つうようにまでは至らない。

　冒険者たちへ襲い来るのは異形の──魔神はどれもそうだが──上位魔神グレーターデーモンだ。

　一見して、青白い肌をし、手に長い騎乗槍ランスを携えた美貌の女戦士のように思える。

　引き締まった肉体に、申し訳程度の鎧よろいを纏まとい、扇情的にその肢体を見せつけている。

　だが、それは彼女を形容するには半分程度しか言葉が足りていないだろう。

「ＤＤＤＤＤＥＥＥＭＭＭＯＯＮＮＤＤ……！」

　艶つややかにくすくすと笑い続ける女魔神の下半身は、巨大な蜘蛛くものそれであった。

　禍々まがまがしく、そして毒々しい、腺毛と棘とげの生え揃そろったおぞましい色合いの脚が幾本も蠢く。


　いや、数えれば人の手二本と合わせて脚が六本、計八本なのであろうが──……。



　見る者の正気を疑わせるような半蟲半魔。それこそが、この霊廟の指揮官であるらしかった。

「よぉし、あれは私が引き受けた！」

　そこへ、嬉々として女騎士が前へ飛び出した。兜かぶとを被っての完全武装だ。

　蟲の悪魔はその姿を見て嘲あざけるようにくすくす笑い、足を蠢かせて突撃の構えを取る。

「おい、油断すんなよ？」

「わかっているとも。なに、ここらで一つ私も武勲を打ち立てて、聖騎士の資格をだな……」

　どうやら悪魔殺しの一党パーティに聖騎士がいる事が、彼女の自尊心をひどく刺激したらしい。

　重戦士の呆あきれ顔を無視して、女騎士は盾を投げ捨て、十字剣をしっかと両手で握りしめる。

「さあ、来い！」

　と、一声叫ぶと同時、蟲の悪魔がその六足をがしゃがしゃと上下させて走りだした。

　その速度と巧みさときたら、人馬一体と称される名うての騎士ですら追いつけまい！

　文字通りの一心同体なのだからそれも当然で、猛烈な速度から騎乗槍が繰り出される。

　魔神の巨体が伴うその衝撃は、南方にいるという獣じゅうすら一突きで倒せるほどだ。

　徒歩かちの冒険者風情ふぜいがそれを受ければ、軀むくろの五体が残れば幸運といえるだろう。

　だが二騎がすれ違ったその刹那せつな、女騎士はすっと無造作に半分ほど体をずらした。

　流れるような動きで下段に構えた剣が、掬すくい上げるようにして槍の穂先に重なる。

　ず、と音がした──したかのように思えた。女騎士の鉄靴が擦れて白煙を上げる。

　爪先つまさきで霊廟の床を削りながら走り抜ける魔神には、もはや上半身が失せていた。

　下から斜めに両断された槍を手にした女の体は、勝ち誇った笑みを浮かべたまま宙にある。

　汚濁の如き血液が雨のように降ふり注そそぐ中、がらんと音を立てて女騎士の兜が落ちた。

　すれ違いざま、相手の勢いを利用し両断したのだろうと見当をつけて、重い戦士が息を吐く。

　──付き合いは長いが、この剣だけは見えねえんだよなぁ……。

　何度か問うた事はあるのだが、彼女は「秘剣、外に語らず」と得意げにのたまうばかりだ。

　いかなる術理なのかはもちろん、どこでどう覚えたのかすら重戦士は知らない。

　ただ古い──とても古い、もはや忘れられた技だと、いつか酔った彼女は漏もらしていた。

「因果応報という奴だな。それにしても、まったく……」

　重戦士が手ずから編んだ髪を晒さらし、額から一筋血を滴したたらせながら、彼女は平然と言い放った。

「誘いに乗って正面から突っ込んでくるとは、馬鹿ばかな奴だ」

「そういう所だぞお前」
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「……ずいぶんと我慢した」

「そりゃ、ボクが突っ込んでわーっとやれば勝てる、っていうか勝つのがボクの役目だけど」

　辺境は塚山地下深くの迷宮を、光の如く走り抜けながら勇者は賢者の言葉に応こたえた。

　手には聖剣。身に纏うのは魔法の鎧。それに仲間のかけた付与の術やら加護が多数。

　あの緑の外衣と鉄の槍だって悪くはないけど、やっぱり馴染なじむのはこの格好だ。

「どこに行けば良いかとか、突っ込むまでの道筋とかは、ボクじゃどうにもならないから」

　──ホントもう、色々と面倒くさいことばっかりだ。

　ちょっと前までは魔神王だとか邪教の企たくらみを追っかけて、その拠点に突っ込めば良かった。

　けど今は、まつりごとだとか、複雑な事情とか、陰謀とか、そういうのが絡からんできてしまう。


　考えないで突っ込んでも良いんじゃないか──……と、思うこともある。



　だけど仲間が言ってくれるのだ。「それはダメ」と。

　人の世の理を無視すれば、それは人の世から排斥される存在となってしまう事を意味する。

　皆が大好きだと言ってくれるのなら、皆を信じて、任せられるところは任せるべきだ。

　自分だけで全すべての問題を対処する必要はない。

　何故なら世界は、自分一人で回っているわけではないのだから。

　知っている人も、知らない人も、良い人も、悪い人も、皆が必死に生きて回している。

　例えばこの塚山にしたって、どこかの冒険者が小鬼退治のついでで報告してくれたものだ。

　それが大司教様の元まで届いたのは、冒険者ギルドの人が働いてくれたからだ。

　こうして大きな討伐になって、事前の準備を整えてくれたのは、商人とかの人たちだろう。

　そのためのお金を動かしてくれてるのは国王陛下で、税を納めているのは国中のみんな。

　いざ戦いとなれば、有象無象の敵を引き付けてくれているのは他の冒険者たちだ。

　そうしてどこかの誰だれかが作り上げてくれた道を、今、勇者は全力で駆けていた。


　だから、面倒くさいとは思うけど──……。



　──これはとっても、幸せな事なんだろうな。

「……へへっ」

「どうしたんですか、いきなり笑い出して」

「んーん、なんでもっ！」

　先鋒を勤め、魔神どもを間合いに入るなり機会攻撃で仕留める剣聖に、勇者は首を振った。

　亡者を引き寄せ、悪魔を呼び出し、商人と手を組んで、本命は地下での邪悪な儀式。

　地母神の御神酒を穢けがさんとする邪教の企たくらみ。これを叩き潰つぶす今が絶好の機会である。

　もし負けたりすれば、向こう一年、それから先も、西方辺境の大地は病やんでしまうだろう。

　これを逃す手はないし、逃す気もない。勇者は負けられない。いつもの事だ。

「次は右。直進して、三つ目の角を左」

「うんッ！」

　呪文じゅもんをかけて速度を上げる賢者が、少し息苦しそうに道順を教えてくれる。

《転移ゲート》の巻物で切り込めれば楽だったのだが、阻害する結界があってはそれも難しい。

　意図せず次元の狭間はざまに飛び込んで、帰ってきたら百年経たってた──なんて勘弁だ。

　勇者は世界を救う者だ。世界を救えるから勇者なのではなく、救わんとするから勇者。

　──救えるのか？　って聞かれると、ちょっぴり自信はないんだけどさ。

　自分にできる事はたかが知れている。

　だけど自分には大事な仲間がいて、この世界にはいろんな人がいる。

　だから──世界は救わなきゃいけないし、たぶん何とかなると、そう信じている。

「一番奥、扉がありますね！　切り込みますか！」

「冒険者の伝統に乗っ取って蹴り破るキックオープン！」

「伝統ではない」

　──さあ、後はいつも通りの大決戦クライマックス・フェイズだ。

　勇者は一声叫んで巨悪の只中に飛び込んで、地の奥底の無明むみょうを、太陽の爆発ばくはつで貫いた。
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　祭りとはハレの日だ。

　賑にぎやかな音楽が空間に満ち溢あふれ、誰も彼もが街に繰り出して夢中になる。

　それを厭いとう者もいないではないのだろうけれど──それでも祭りとはハレの日だ。

　辺境の街がにわかに活気づいた中で、地母神ちぼしんの寺院といえども例外ではない。

「さあさ、皆さん！　葡萄ぶどう踏みを始めますよー！」

　神官たちの呼びかけに、おぉっと声があがって、観客たちが集まりだす。

　早摘みの葡萄を踏んで潰して、秋に良い葡萄酒が作れるようにという祭事。

　それは神聖なものではあったけれど、若い娘の素足が見れると喜ぶ者もいる。

　単に葡萄酒を飲みたいとか、祭りにかこつけてあれこれ食べたいという者もいる。

　物珍しいからと見物に来ただけの者もいて──その全すべてが許されるのがハレの日だ。

　今まであんなに口さがなく噂うわさしていた人々も、掌てのひらを返したように楽しんでいる。

　そしてそれを地母神に仕つかえる神官たちも、誰も、気にしていないのだ。

　──それはきっと、良いことなのだろう。

　そんな人混みから少し外れた場所で、ゴブリンスレイヤーはぼんやりと考えていた。

　眩い日差ひざしから逃れるように、木陰こかげで幹に背を預けて座って、日向を眺める。

　過日の大騒動。冒険者のおかげで助かったからと、今日は冒険者も多く招かれていた。


　その一環で、どうぞ貴方も──……と誘われ、断ろうとも思ったのだけれど。




『来てくれると嬉うれしいんですけれども……っ！』



　と、女神官の勢いに押し負けて承諾してしまったからには、来ないわけにもいくまい。

　もっとも、来たからといって楽しみ方を知っているゴブリンスレイヤーでもないのだが。

「なんだ、もうお酒に負けちゃったのかな？」

　不意に声をかけられて、彼はゆっくりと鉄兜てつかぶとを巡らせた。

　そこには「やあ」と片手をあげて佇たたずむ、葡萄ぶどう尼僧にそうの姿があった。

　彼女は普段の僧服ではなく、葡萄踏み用に誂あつらえられた臙脂えんじのドレスを身に纏まとっている。

　ゴブリンスレイヤーは少し考えて、「いや」と意味で首を横に振った。

「俺おれは、あまり飲まん」

「お酒の楽しみ方を知らないなんて、人生を大分と損しているのになぁ」

　ぶっきらぼうな返事だったが、葡萄尼僧はそう言ってからからと愉快げに笑った。

「で、だから楽しんでないってわけだ」

「いや……」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えてから、鉄兜を祭りの風景へと動かした。

　神官たちの葡萄踏みの様子を見ようとした槍使いが、魔女に何やら小言を言われている。

　平服の女騎士が、酒杯を片手に既に赤ら顔で、重戦士に絡からんでくどくどと喋しゃべくっている。

　年若い少年らは神官たちの姿に夢中で、少女たちが「これだから」という呆あきれ顔。

　白兎の猟兵はふもとの祭りだというのではしゃいでいるが、抜け毛が多くて葡萄踏みは断念。

　あちらの屋台の前で唸うなっている獣人女給は、工房の丁稚でっちを引き連れて祭り巡りに夢中らしい。

　牧場主は食材を提供したのか、地母神の神官長と何やら話し込んでいる。

　ギルドの職員たち、監督官なども休日なのか、私服姿で人混みの中にいるのが見えた。


　蜥蜴僧侶リザードマンと鉱人道士ドワーフの二人は、大いに飲んで食べてと騒いでいるし──……。



「……楽しんでいないわけでは……ないと思う」

「そっか」

　──なら良かった。

　葡萄尼僧はそう言って、彼が寄りかかっている木へとその背を預けた。

　ちらりと目線を向けると、彼女はどこか照れくさそうに頰ほおを搔かき、ぽつりと呟つぶやいた。

「……ホントさ。色々と、ありがとうね」

「……別に何もやってはいない」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、葡萄尼僧が目だけを動かし、こちらを見たのがわかった。

「それは、謙遜けんそん？」

　声音こわねがやや鋭い。そこに込められた感情を、ゴブリンスレイヤーは解する事はできないが。


「いや、事実だ。俺は──……」



　彼は少し押し黙り、何と言って良いものか、言葉を空中に探した。

「ゴブリンを殺しただけだ」

　結局、都合よく言葉を捕まえられるわけもなく、出てきたのは常通り淡々とした文句だった。

　葡萄尼僧はそれを聞いて口を閉ざし、顔を俯うつむかせた。

　風が吹いて、梢こずえをざわざわと揺らして過ぎ去っていく。葉がこすれる音が、やけに大きい。

「……だったら、やっぱりお礼を言わなきゃあならない……かな」

　ややあって、彼女はようやっと、そんな言葉をぽつりと呟いた。

　きっと葡萄尼僧もまた、上手うまい言葉を捕まえられなかったのだろうと、そう思えた。

「そうか」

「そうさ」

　だから二人は頷うなずき合い、結局、一連の騒動に関する会話はそれで終わった。

　ほどなくして、葡萄尼僧は「他にも会いに行かなきゃだから」と言って木を離れた。

　ゴブリンスレイヤーは「ああ」と頷いて彼女を見送った。

　視線で追いかけた先、葡萄尼僧が小走りに駆けていく先には、高貴な身なりの青年がいる。

　酒商の息子だ。

　憔悴しょうすいした様子はあったものの覇気ある風貌ふうぼうは保っており、葡萄尼僧に何やら声をかけていた。

　葡萄尼僧の方も戸惑いながら、けれど剣呑けんのんな風もなく、笑みさえ浮かんでいるのがわかった。

　──なら、それで良いのだろう。

　二人の間で今後どのような会話がなされ、関係が生まれるにせよ、だ。

　聞く所によれば、あの酒商も「小鬼が退治された夏の酒」と称して酒を売り出したらしい。

　商魂逞たくましいと言うべきか、商人かくあるべしと言うべきか……。

　ゴブリンスレイヤーは少し考えてから、その思考を放棄した。

　どうであれ、何であれ、人が前に進まんとするなら、その行為そのものを評価すべきだろう。

　全ては「やる」か「やらないか」だ。師からは口を酸っぱくして言われた。


　──今度の件も、先生が聞いたらきっと怒鳴り散らして殴られてしまうだろうが──……。



「……やれた、ろうか」

「なーにが？」

　今度は、誰が近づいてきたのかわかっていた。

　ゴブリンスレイヤーは彼の幼馴染おさななじみの少女、背後からひょいと前に回り込んだ彼女を見上げる。

　うきうきと楽しげな様子の彼女は、葡萄尼僧が纏っていたのと同じ、臙脂のドレス姿。

「ああ、これ？」と彼女は裾すそを摘んで、これみよがしにひらつかせた。

　ふわりと風を孕はらんで膨ふくらんで、丁寧な作業で裁縫されたのが、彼にもぱっと見て取れた。

「ふふ、あたしも誘われちゃったので着てみました。どう？」

「良くはわからん」

　ゴブリンスレイヤーは言った。まったくの本音だった。

　女性の服の良し悪しなど、彼には最も縁遠い事柄のように思えてならなかった。

「悪くはないとは思うが」

　だがそれでも悩みながら導き出した答えは、どうやら彼女の期待に沿うものだったらしい。

　彼女は「そっかそっか」とニコニコした様子で、くるり、くるりと何度か回って見せる。

「……こういう格好する機会って滅多めったにないから、やっぱり浮かれちゃうよねえ」

　神官たちが妙にはしゃいでいるのも、もしかするとそのせいなのだろうか。


　思えば女神官もだいたいは神官装束しょうぞくばかりだし、寺院に籠こもるとなれば──……。



「ね」

「なんだ」

　彼女が、ぺたりと彼の横に腰を下ろした。

　鎧よろい越ごしでも、すぐ傍そばに彼女の体温があるのがわかるような気持ちがあった。

「結婚……とかって話、出たけどさ」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　頷き、低く唸った。どう言えば良いのかは、やはりいつも通り、彼にはわからない事だった。

「問題が多いな」

　だからやっとそう言うと、彼女は「うん」と、幼い時のような仕草で頷いた。

「……そっか」

　小さい声だった。何故だか、ずっと昔に喧嘩けんかした時のやりとりを思い出した。

「……俺は目の前の事柄を、ひとつずつ片付けていく事しかできん」

　五年経たって、それからまた二年経って、何か変わったようで──結局はこれだ。

　何かやれたのでは、と。そう思う事すらも烏滸おこがましいのかもしれない。

「でもさ」

　そんな彼の横で、彼女が笑って、明るい声で言った。

「一つずつ片付けていけば、いつか全部片付くよね」

「……そうか？」

「そうだよ」

　彼女は、心からそれを信じているらしかった。言葉に迷いはなく、はっきりとした声だった。

　ゴブリンスレイヤーは木々の隙間すきまを透かして、空を見上げた。青く、白く、眩まぶしい空だ。

「……そうか」

「うん」

　短く頷いて、彼女は反動をつけると「えいっ」と勢いよく立ち上がった。

　ぱんぱん、と手で叩たたいてスカートについた草を払い落とし、ゴブリンスレイヤーの方を向く。

「じゃあ、あたしもさ。葡萄踏み──やりに行くから。君も見に来ない？」

　少し考えてから、彼は「ああ」と頷いた。彼女は「待ってるからね」と手を振った。

　足取りも軽く、彼女は草の上を走って、葡萄の詰まった大桶の方へと進んでいく。

　その行く先では、女神官や妖精弓手エルフ、受付嬢も慣れない衣服で楽しげに足踏みをしていた。




　めでたいものは　葡萄の房に

　花の芽吹いた　豊かな丘で

　空舞う青羽　秋の満ち月

　地母神さまの　胸飾り




　花が咲き誇り　実のなれば

　二度の星夜で　愛いとしい人と

　夜明けの鐘に　森の鳥

　地母神さまが　撫なでる指




　甘くて苦い　一ひと雫しずく

　心にともった　灯火ともしびが

　双子の月と　星巡り

　地母神さまの　幸せの詩




　娘らが声をあげ、はしゃぎ、笑い、歌を口ずさみながら葡萄を踏みしめ、酒を作る。

　きっと今年は良い葡萄酒が作れるだろう。不思議とそう思えた。

　ゴブリンスレイヤーはその光景を眺め、ゆっくりと立ち上がり、歩き出した。

　今日がハレの日だというのなら──今はただ、それだけを考える事にしよう。










あとがき







　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです！

　ゴブリンスレイヤー十巻、楽しんで頂けましたでしょうか？

　ゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話でしたね。

　ついに二桁突入ということで精一杯頑張って書きましたから、楽しんで頂けましたなら幸い。

　わりとレベル二桁ふたけた突入って楽そうに見えて、Ｄ＆Ｄとかじゃゴイスーな領域です。

　いよいよ僕も英雄級から伝説級ですよ。だが神話級はレベル二十一からだ。やっべーな。

　しかし半年ほど全力ダッシュして気づいたら十巻発売な感じでいよいよ書くことがない感。

　そりゃまあほぼ毎月あとがきとか書いてますからね。皆さんともこれで五度目のはず。

　そんなに読んでない？　なるほど、君はそういう奴なんだな……！

　閑話休題（それはさておき）。

　今回も多くの皆さんのおかげで無事に本を出す事ができました。

　創作関係の友人たち、ゲーム関係の友人たち。まとめブログの管理人様。

　コミカライズ担当してくださってる漫画家の先生がた。出版社の方々。

　流通や販売や宣伝に関わってくださってる皆さん。読者の皆様。

　いつもいつも、本当にありがとうございます。

　謝辞に感謝する相手を並べるならビッグバンについて感謝すべきじゃね？　とか聞きました。

　なのでビッグバンにも感謝しとこうかなって思います。みんなビッグバンと同列だぞ！

　さて、今回はこんな感じのお話で、相変わらず好きなことばっか書いてきました。

　シティアドベンチャーは楽しいのでついつい影の中を走ったりとかしてしまったりまあうん。

　そこで次回はゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治するお話を書きます。

　たぶん砂漠あたりになるんじゃないかなーとか思っていますが、予定は未定なので何とも。

　やはり冒険者には砂漠が似合うものです。伝説の冒険屋もそうでしたし。一度は行かないと。

　とか言ってると雪山みたく二度やったりもするのですけれども。ふふ、怖い。

　ともあれそんな感じでありますから、また次巻でも楽しんで頂ければ嬉しく思います。

　それでは。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　なんでも半年で五冊出してたそうです。

　どーりで半年一瞬で終わった感ですよ。

　びっくりですね。




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　アニメも無事完走しました。

　関係者皆様、お疲れ様でした。

　これで一段落…したと思いきや、仕事量あまり変わってないのはなぜやねん。

　ああ、温泉入って酒飲みたい。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫編集部 気付




「蝸牛くも先生」係

「神奈月昇先生」係
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